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 機能一覧 

 共通機能 
CA-01  トランザクション管理機能 
CB-01   データベースアクセス機能 
CC-01   JNDI アクセス機能 
CD-01   ユーティリティ機能 

 Rich 版機能 
RA-01   リクエスト・コントローラマッピング機能 
RA-02   コントローラ拡張機能 
RB-01   リクエストデータ解析機能 
RB-02   レスポンスデータ生成機能 
RB-03   XML-Object 変換機能 
RB-04   制御情報管理機能 
RB-05   ファイルアップロード機能 
RC-01   ビジネスロジック実行機能 
RD-01   例外ハンドリング機能 
RE-01   URI アクセス制御機能 
RF-01   形式チェック機能 
RF-02   入力チェック機能 
RG-01   DB メッセージ機能 
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機能名 CA-01 トランザクション管理機能 ページ CA-01_01

 

 CA-01 トランザクション管理機能 

 概要 

 機能概要 

 SpringAOP を利用したトランザクション管理機能である。 
 コミット・ロールバックはフレームワークが行なう。 

 AOP を利用したトランザクション制御を行なうため、開発者がトランザクシ

ョンコードを実装する必要がない。 
 サービス開始時にトランザクションが開始され、終了時にコミットされる。

例外時はロールバックを行なう。 

 概念図 

サービス層Web層

AbstractBLogicAction

XXXAction
logonBLogic

（メインのPOJO）

BLogicAction
logonBLogic

（BLogicインターフェース
実装クラス）

DI
POJO

POJO

DI

DI

・・・トランザクションの有効範囲

トランザクション制御
を行なう。

呼び出し

呼び出し

 
 
※上記の図は⇒TERASOLUNA Server Framework for Java(Web 版）の場合である。⇒

TERASOLUNA Server Framework for Java(Rich 版）では Action の代わりに Controller が同様の処理

を行っている。 

 解説 

 AOP を利用したトランザクション制御を行なうため、開発者がトランザクション

コードを実装する必要がない。 
 サービス層のオブジェクトを境界として、トランザクション制御を行なう。 
 コミット・ロールバックはフレームワークが行なう。 

 サービス開始時にトランザクションが開始され、終了時にコミットされる。 
 例外時はロールバックを行なう 
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機能名 CA-01 トランザクション管理機能 ページ CA-01_02

 

 指針として、1 サービス・1 トランザクションとなるようにビジネスロジックを実

装、設定する。 
 

 使用方法 

 コーディングポイント 

 トランザクションの種類 
トランザクションには、以下のような種類が存在するが、 TERASOLUNA Server 
Framework for Java では基本的には“PROPAGATION_REQUIRED”を使用する。

必要があれば各自検討し変更すること。 

トランザクション 概要 

PROPAGATION_REQUIRED 現在のトランザクションをサポートし、トランザクションが

存在しなければ新しいトランザクションを作成する。TERASO

LUNA Server Framework for Java で標準的に使用する。 

PROPAGATION_SUPPORTS 現在のトランザクションをサポートし、トランザクションが

存在しなければ非トランザクション的に実行する。 

PROPAGATION_MANDATORY 現在のトランザクションをサポートし、トランザクションが

存在しなければ例外を送出する。 

PROPAGATION_REQUIRES_NEW 新しいトランザクションを作成し、現在のトランザクション

が存在すればそれを一時停止する。 

PROPAGATION_NOT_SUPPORTED 非トランザクション的に実行し、現在のトランザクションが

存在すればそれを一時停止する。 

PROPAGATION_NEVER 非トランザクション的に実行し、トランザクションが存在す

れば例外を送出する。 

PROPAGATION_NESTED 現在のトランザクションが存在すればネストされたトランザ

クションの内部で実行し、存在しなければ PROPAGATION_REQ

UIRED と同様に動作する。 

Spring では、その他にも独立性レベルやタイムアウト、読取専用などの定義情報

の設定が可能である。詳細は、SpringAPI を参照のこと。 
 

 コミット、ロールバックの設定 
TERASOLUNA Server Framework for Java のトランザクション管理は、Spring の宣

言的トランザクション管理機能を利用している。Spring の宣言的トランザクショ

ン管理機能は、Bean 定義ファイルの設定をもとに自動的にコミット・ロールバッ

クを行う。開発者がコミット・ロールバック処理を書く必要はない。Spring の宣

言的トランザクション管理機能では、基本的にコミット操作が実行され、実行時

例外がスローされた場合のみロールバックを行う。ここで注意すべき点は、検査
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機能名 CA-01 トランザクション管理機能 ページ CA-01_03

 

例外はコミットされる点である。 
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機能名 CA-01 トランザクション管理機能 ページ CA-01_04

 

 
コミット・ロールバックの設定は、トランザクション属性に以下の設定を加える

ことより、変更できる。 
+[例外名] ･･･指定した例外がスローされるとコミットする 
-[例外名] ･･･指定した例外がスローされるとロールバックする 
TERASOLUNA Server Framework for Java の推奨設定として、次ページの Bean 定

義ファイルの実装例のように、「-java.lang.Exception」を設定して、どんな例外が

スローされてもロールバックされるようにしている。必要があれば、各プロジェ

クトでこの設定を変えることもできる。 
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機能名 CA-01 トランザクション管理機能 ページ CA-01_05

 

 
 オートプロキシ AOP を用いたトランザクション設定 

オートプロキシ AOP では、トランザクションコードを別クラスで定義し、ビジ

ネスロジックのメソッド実行時に AOP を利用してトランザクションコードを織

り込む。命名規則によって、AOP をかける対象の Bean 定義 ID とメソッド名を指

定することで、1 つのトランザクション定義情報を意識することなく複数の Bean
で共有することができる。オートプロキシ AOP の詳細については、SpringAPI を

参照のこと。 
トランザクションマネージャは、Spring が提供する DatasourceTransactionManager
を使用する。DatasourceTransactionManager は、単一の JDBC データソースに対し

てトランザクションを実行するトランザクションマネージャである。 
以下に Bean 定義ファイルの設定例を示す。 

 Bean 定義ファイルの実装例 
<!-- DataSourceの設定。 --> 

<bean id="dataSource" class="……">……</bean> 

<!-- 単一のJDBCデータソース向けのトランザクションマネージャ。 --> 

<bean id="transactionManager"  

class="org.springframework.jdbc.datasource.DataSourceTransactionManager"> 

<property name="dataSource"><ref local="dataSource"/></property> 

</bean> 

 

<!-- トランザクション定義情報 --> 

<bean id="attrSource" 

class="org.springframework.transaction.interceptor.NameMatchTransactionAttributeSource">

  <property name="properties"> 

    <props> 

      <prop key="insert*">PROPAGATION_REQUIRED,-java.lang.Exception</prop> 

      <prop key="*">PROPAGATION_REQUIRED,readOnly</prop> 

    </props> 

  </property> 

</bean> 

 

<!-- トランザクション制御のメソッドインタセプタ（インタセプタの定義） --> 

<bean id="transactionInterceptor" 

class="org.springframework.transaction.interceptor.TransactionInterceptor"> 

  <property name="transactionManager"> 

    <ref bean="transactionManager"/> 

  </property> 

  <property name="transactionAttributeSource"> 

    <ref local="attrSource"/> 

  </property> 

NameMatchTransactionAttributeSource を定義する。 

トランザクション定義情報の設定。 

TtransactionInterceptor を定義する。 

transactionManager プロパティに、トランザ

クションマネージャを指定する。 

transactionAttributeSource プロパティに、トランザクションコー

ドを定義した NameMatchTransactionAttributeSource を指定する。 

（続く） 

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

5



機能名 CA-01 トランザクション管理機能 ページ CA-01_06

 

<!-- オートプロキシ設定（Bean定義ファイルのID） --> 

<bean id="autoProxy" 

class="org.springframework.aop.framework.autoproxy.BeanNameAutoProxyCreator"> 

<!-- ここに指定したインタセプタを適用する --> 

  <property name="interceptorNames"> 

    <list> 

      <idref local="transactionInterceptor"/> 

    </list> 

  </property> 

  <!-- ここに指定したBean定義ファイルのIDに対して、インタセプタを適用する --> 

  <property name="beanNames"> 

    <list> 

      <value>*BLogic</value> 

      <value>*Service</value> 

    </list>    

  </property> 

</bean> 

 

<bean id="sumService"  

class="jp.terasoluna.sample2.service.impl.SumServiceImpl"/> 

 

BeanNameAutoProxyCreator を定義する。 

定義した TransactionInterceptor を指定する。

AOP でトランザクションをかける対象とする Bean の

Bean 定義 ID を指定する。ここでは、Bean 定義 ID の

接尾辞が「BLogic」「Service」の Bean に対して適用し

ている。 

各ビジネスロジックの Bean 定義は、命名規

則にさえ従えば良い。 

 

 
 BeanNameAutoProxyCreator の Bean 定義は、定義した Bean 定義ファイル内の

Bean 名に対してのみ有効となるため、Bean 定義ファイルを複数記述する場

合は、個々に BeanNameAutoProxyCreator の Bean 定義を行う必要がある。 
以下のように、共通の Bean 定義ファイルを用意して、個々の Bean 定義ファ

イルから読み込ませることも可能である。 
<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?> 

<!DOCTYPE beans PUBLIC "-//SPRING//DTD BEAN//EN" 

"http://www.springframework.org/dtd/spring-beans.dtd"> 

 

<beans> 

 

  <!-- 共通定義のインポート --> 

  <import resource="../commonContext.xml"/> 

 

  <!-- 予約一覧情報を取得するアクション --> 

  <bean name="/confirm/reserveList" scope=”prototype” 

        class="jp.terasoluna.sample.confirm.web.action.ReserveListAction"><!-- オート 

 

トランザクション定義などが記述された共通

Bean 定義ファイルをインポートする。 
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機能名 CA-01 トランザクション管理機能 ページ CA-01_07

 

 
 複数 DB 使用時 

JTA をサポートする J2EE サーバを使用して、複数 DB に対してトランザクション

制御を行なう場合、トランザクションマネージャには、Spring が提供する JtaTrans
actionManager を使用する。JtaTransactionManager は、複数のリソースにまたがる

可能性のあるトランザクションを実行するトランザクションマネージャであり、J
NDI を利用してトランザクションを取得する。データソースはトランザクション

マネージャに対して設定するのではなく、個別の DAO に対して、使用するデー

タソースを設定する。DAO の詳細については、『CB-01 データベースアクセス機

能』を参照のこと。 
JtaTransactionManager の詳細については、SpringAPI を参照のこと。 
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機能名 CA-01 トランザクション管理機能 ページ CA-01_08

 

 Bean 定義ファイルの実装例 
<!-- DataSourceの設定。 --> 

<bean id="dataSource" class="org.springframework.jndi.JndiObjectFactoryBean"> 

  <property name="jndiName"><value>DataSource1</value></property> 

</bean> 

<bean id="dataSource2" class="org.springframework.jndi.JndiObjectFactoryBean"> 

  <property name="jndiName"><value>DataSource2</value></property> 

</bean> 

 

<!-- 複数のデータソース向けのトランザクションマネージャ。 --> 

<bean id="transactionManager"  

class"org.springframework.transaction.jta.JtaTransactionManager"> 

</bean> 

 

（トランザクションの設定は、オートプロキシAOPを用いたトランザクション設定と同様） 

 

<!-- 業務オブジェクトの定義。トランザクションプロキシにラッピングして定義する。 --> 

<bean id="sumService"  

       class="jp.terasoluna.sample2.service.impl.SumServiceImpl"> 

  <property name="queryDAO"><ref bean="queryDAO"/></property> 

</bean> 

 

<!— DAO定義 --> 

<bean id="queryDAO" class="jp.terasoluna.fw.dao.ibatis.QueryDAOiBatisImpl"> 

  <property name="sqlMapClient"><ref local="sqlMapClient"/></property> 

  <property name="dataSource"><ref bean="dataSource"/></property> 

</bean> 

 

<!— DAO定義２ --> 

<bean id="queryDAO2" class="jp.terasoluna.fw.dao.ibatis.QueryDAOiBatisImpl"> 

  <property name="sqlMapClient"><ref local="sqlMapClient"/></property> 

  <property name="dataSource"><ref bean="dataSource2"/></property> 

</bean> 

transactionManager プロパティに

JtaTransactionManager を指定する。

DAO が使用するデータソース

を指定する。 
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機能名 CA-01 トランザクション管理機能 ページ CA-01_09

 

 
 （参考）WebLogic 固有の JTA 設定 

Spring では、Spring 標準の JtaTransactionManager と Spring でサポートされている

一般的なコンフィグレーションオプションに加えて、WebLogic の JTA 拡張機能を

直接利用する特殊な WebLogicJtaTransactionManager を提供している。この

WebLogicJtaTransactionManager をトランザクションマネージャに指定することで

WebLogic Server の JTA 実装と連携して動作するようにコンフィグレーションする

ことが可能である。 
WebLogicJtaTransactionManager を利用する上でのメリットは以下のようになる。 
<メリット> 
・ エンタープライズアプリケーションの分散トランザクションと 2 フェーズコ

ミットプロトコルを管理できる。 
・ WebLogic 管理コンソールを通じてトランザクション監視を活用できる。 
・ データベースごとにアイソレーションレベルを設定することもできるように

なるため、複雑なトランザクションコンフィグレーションが可能になる。 
・ 一時停止されたトランザクションが rollback-only（ロールバックのみ）とマ

ークされているときでも、WebLogic トランザクションを再開することが可能

である。ただし、WebLogic の拡張された TransactionManager インタフェース

の forceResume()メソッドを呼び出す必要がある。  
<補足> 
WebLogic 固有の JTA 設定が必要なのは、トランザクション一時停止、または

WebLogic の JTA 拡張機能の利用などの上記メリットを実際に活用する場合に限

られることに注意が必要である。PROPAGATION_REQUIRED ような基本的なト

ランザクション境界設定動作では、標準の JTA 設定で十分である。 
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機能名 CA-01 トランザクション管理機能 ページ CA-01_10

 

 WebLogic 固有の JTA 設定を使用した Bean 定義ファイルの実装例 
<!-- DataSourceの設定。 --> 

<bean id="dataSource" class="org.springframework.jndi.JndiObjectFactoryBean"> 

  <property name="jndiName"><value>DataSource1</value></property> 

</bean> 

<bean id="dataSource2" class="org.springframework.jndi.JndiObjectFactoryBean"> 

  <property name="jndiName"><value>DataSource2</value></property> 

</bean> 

 

<!-- WebLogic固有のJTAトランザクションマネージャ。 --> 

<bean id="transactionManager"  

class"org.springframework.transaction.jta.WebLogicJtaTransactionManager"> 

<property name="transactionManagerName" value="javax.transaction.TransactionManager"/>

</bean> 

 

（トランザクションの設定は、オートプロキシAOPを用いたトランザクション設定と同様） 

 

<!-- 業務オブジェクトの定義。トランザクションプロキシにラッピングして定義する。 --> 

<bean id="sumService" 

    class="jp.terasoluna.sample2.service.impl.SumServiceImpl"> 

  <property name="queryDAO"><ref bean="queryDAO"/></property> 

</bean> 

<!— DAO定義 --> 

<bean id="queryDAO" class="jp.terasoluna.fw.dao.ibatis.QueryDAOiBatisImpl"> 

<property name="sqlMapClient"><ref local="sqlMapClient"/></property> 

<property name="dataSource"><ref bean="dataSource2"/></property> 

</bean> 
DAO が使用するデータソース

を指定する。 

transactionManager プ ロ パ テ ィ に

WebLogicJtaTransactionManager を 指 定 す

る。 
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機能名 CA-01 トランザクション管理機能 ページ CA-01_11

 

 

 拡張ポイント 

なし。 

 関連機能 

 『CB-01 データベースアクセス機能』 
 『WH-01 ビジネスロジック実行機能』 

 使用例 
 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）チュートリアル 
 「2.4 データベースアクセス」 
 /webapps/WEB-INF/dataAccessContext-local.xml 
 /webapps/WEB-INF/applicationAOP.xml 等 

 
 TERASOLUNA Server Framework for Java（Web 版）チュートリアル 

 「2.6 データベースアクセス」 
 「UC02 トランザクション管理」 

 /webapps/transaction/* 
 /webapps/WEB-INF/transaction/* 
 jp.terasoluna.thin.functionsample.transaction.* 

 

 備考 

 TransactionProxyFactoryBean を使用した場合、トランザクションの対象となる

Bean 定義がシングルトンとなるため、TERASOLUNA では AOP を使用したトラ

ンザクション管理を推奨する。 
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機能名 CB-01 データベースアクセス機能 ページ CB-01_01

 

 CB-01 データベースアクセス機能 

 概要 

 機能概要 

 データベースアクセスを簡易化する DAO を提供する。 
 以下の DAO インタフェースを提供し、JDBC API および RDBMS 製品や O/R マッ

ピングツールに依存する処理を業務ロジックから隠蔽化する。 
 QueryDAO 

データを検索する際に使用する。 
 UpdateDAO 

データを挿入・更新・削除する際に使用する。 
 StoredProcedureDAO 

ストアドプロシジャを発行する際に使用する。 
 DAO インタフェースのデフォルト実装として Spring + iBatis 連携機能を利用した

以下の DAO 実装クラスを提供する。 
 QueryDAOiBatisImpl 

iBatis に対してデータを検索する際に使用する。 
 UpdateDAOiBatisImpl 

iBatis に対してデータを挿入・更新・削除する際に使用する。 
 StoredProcedureDAOiBatisImpl 

iBatis に対してストアドプロシジャを発行する際に使用する。 
 AOP を利用した宣言的トランザクション制御を行うため、業務ロジック実装者が、

コネクションオブジェクトの受け渡しなどのトランザクションを考慮した処理を

実装する必要がない。 
 iBATIS の詳細な使用方法や設定方法などは、iBATIS のリファレンスを参照する

こと。 
 SQL 文は、iBATIS の仕様にしたがって、設定ファイルにまとめて記述する。 
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 概念図 

DAO

xxxBLogic
（ビジネスロジック）

データベース

（2）DAOインタフェースの定義

iBATIS

(6)データベースアクセス

SQL設定ファイルSQL設定ファイルSQL設定ファイル

（5）SQLの設定

（4）DAOの実行

DAO実装クラス

Bean定義ファイル

（3）DIコンテナによる設定

（1）DAO実装クラスのBean定義

 

 解説 

(1) DAO実装クラスのオブジェクトをBean定義ファイルに定義する。 
(2) ビジネスロジックにはDAOを利用するためにDAOインタフェースの属性およびその

Setterを用意する。 
(3) DIコンテナによってビジネスロジックを生成する際、(1)で定義したDAOオブジェ

クトを属性に設定するために、データアクセスを行うビジネスロジックのBean定義

に、(1)で定義したDAO実装クラスを設定する。 
(4) ビジネスロジックに設定されたDAO実装クラスを経由して、iBATISのAPIを呼び出

す。TERASOLUNA Server Framework for Javaが提供するDAO実装クラスのメソッド

は各クラスのJavaDocを参照のこと。 
(5) iBATISは、ビジネスロジックから指定されたSQLIDをもとにiBATISマッピング定義

ファイルからSQLを取得する。 
(6) 取得したSQLをBean定義ファイルにて設定されたデータソースを使用してデータベ

ースにアクセスする。 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 データソースの Bean 定義 
データソースの設定はアプリケーション Bean 定義ファイルに定義する。 

 アプリケーション Bean 定義ファイル 
 JNDI の場合 JndiObjectFactoryBean を使用する。 

Tomcat の場合、設定によってはデータソース名の頭に「java:comp/env/」
を付加する必要があるため注意すること。 

<bean id="TerasolunaDataSource" 

       class="org.springframework.jndi.JndiObjectFactoryBean"> 

  <property name="jndiName"> 

    <value>java:comp/env/TerasolunaDataSource</value> 

  </property> 

</bean> 

 JNDI を使用しない場合は以下のように、DriverManagerDataSource を使用

する。環境によって変換する DB 接続のための設定項目は、プロパティ

ファイルに外出しにすることが望ましい。この場合、以下のように

PropertyPlaceholderConfigurer を定義する。 
<bean id="propertyConfigurer" 

 class="org.springframework.beans.factory.config. 

PropertyPlaceholderConfigurer"> 

  <property name="location"> 

    <value>/WEB-INF/jdbc.properties</value> 

  </property> 

</bean> 

<bean id="TerasolunaDataSource" 

   class="org.springframework.jdbc.datasource.DriverManagerDataSource"

       destroy-method="close"> 

  <property name="driverClassName" value="${jdbc.driverClassName}"/> 

  <property name="url" value="${jdbc.url}"/> 

  <property name="username" value="${jdbc.username}"/> 

  <property name="password" value="${jdbc.password}"/> 

</bean> 

本来は改行しない。 

※ 複数データソースを定義する場合は、bean 要素の id 属性を別の値で定義する。 
 

 プロパティファイルの例（jdbc.properties） 
jdbc.driverClassName=oracle.jdbc.OracleDriver 
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 iBATIS マッピング定義ファイル 
このファイルは、ビジネスロジックで利用する SQL 文と、その SQL の実行結果

を JavaBean にマッピングするための定義を設定する。また、モジュール単位にフ

ァイルを作成すること。ただし、SQL の ID は、アプリケーションで一意にする

必要がある。SQL の詳細な記述方法に関しては、iBATIS のリファレンスを参照の

こと。 
 Select 文の実行例 

 Select 文の実行には、<select>要素を使用する。 
 resultClass 属性に SQL の結果を格納するクラスを指定する。結果が複数

の場合は、指定したクラスの配列が返却される。 
<select id="getUser" 

          resultClass="jp.terasoluna.･･････.service.bean.UserBean"> 

    SELECT ID, NAME, AGE, BIRTH FROM USERLIST WHERE ID = #ID# 

</select> 

 Insert、Update、Delete 文の実行 
 Insert 文の実行には、<insert>要素を使用する。 
 Update 文の実行には、<update>要素を使用する。 
 Delete 文の実行には、<delete>要素を使用する。 
 parameterClass 属性に、登録するデータを保持しているクラスを指定する。

parameterClass 属性に指定したクラス内のプロパティ名の前後に「#」を

記述した部分に、値が設定された SQL が実行させる。 
<insert id="insert_User" 

  parameterClass="jp.terasoluna.･･････service.bean.UserBean"> 

    INSERT INTO USERLIST (ID, NAME, AGE, BIRTH ) VALUES ( 

    #id#, #name#, #age#, #birth#) 

</insert> 

 Procedure 文の実行 
 Procedure 文の実行には、< procedure>要素を使用する。 
 基本的な使用方法は、他の要素と同様だが、<select>要素より、属性が少

なくなっている。 
 値の設定、結果の取得は他の要素と異なり、parameterMap 属性、および

<parameterMap>要素を使用する。 
<sqlMap namespace="user"> 

    <parameterMap id="UserBean" class="java.util.HashMap"> 

        <parameter property="inputId" jdbcType="NUMBER"  

                   javaType="java.lang.String" mode="IN"/> 

        <parameter property="name" jdbcType="VARCHAR"  

                   javaType="java.lang.String" mode="OUT"/> 

    </parameterMap> 

    <procedure id="selectUserName" parameterMap="user.UserBean"> 

       {call SELECTUSERNAME(?,?)} 

    </procedure> 
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 iBATIS 設定ファイル 
iBATIS 設定ファイルには、 iBATIS の設定を記述することができるが、

TERASOLUNA Server Framework for Java を使用する場合は、iBATIS 設定ファイル

には、iBATIS マッピング定義ファイルの場所の指定のみ記述する。データソース、

トランザクション管理は、Spring との連携機能を利用して行うため、本ファイル

でその設定はしないこと。 
 <sqlMap>要素は複数記述することができるため、iBATIS マッピング定義ファ

イルを分割した際は、複数記述すること。 
 <settings>要素は maxTransactions 属性、maxSessions 属性の値で同時に SQL を

実行する数の制御ができるが、DB 側のロックと組み合わさりデッドロック

する場合があるので、アプリケーションサーバのスレッド数より多くしてお

くこと。なお 512 を超える場合は maxRequests 属性も変更する必要がある。

詳しくは iBatis のドキュメントを参照のこと。 
<sqlMapConfig> 

<settings  

    maxSessions="130" 

    maxTransactions="130" 

  /> 

  <sqlMap resource="sqlMap.xml"/> 

  <sqlMap resource="registerSqlMap.xml"/> 

</sqlMapConfig> 

 
 SqlMapClientFactoryBean の Bean 定義 

Spring で iBATIS を使用する場合、SqlMapClientFactoryBean を使用して iBATIS 設

定ファイルの Bean 定義を DAO に設定する必要がある。SqlMapClientFactoryBean
は、iBATIS のデータアクセス時に利用されるメインのクラス「SqlMapClient」を

管理する役割を持つ。 
iBATIS 設定ファイルの Bean 定義はアプリケーション内で一つとする。 

 iBATIS 設定ファイル 
 “configLocation”プロパティに、iBATIS 設定ファイルのコンテキストル

ートからのパスを指定する。 
 単一データベースの場合は、“dataSource”プロパティに、使用するデー

タソースの Bean 定義を設定する。 
<bean id="sqlMapClient" 

      class="org.springframework.orm.ibatis.SqlMapClientFactoryBean"> 

  <property name="configLocation" value="WEB-INF/sqlMapConfig.xml"/> 

  <property name="dataSource"> 

    <ref bean="TerasolunaDataSource"/> 

  </property> 

</bean> 
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 複数データベースの場合は“dataSource”プロパティは指定せずに、

“configLocation”プロパティのみ設定する。 
<bean id="sqlMapClient" 

      class="org.springframework.orm.ibatis.SqlMapClientFactoryBean"> 

  <property name="configLocation" value="WEB-INF/sqlMapConfig.xml"/> 

</bean> 

 
 DAO の Bean 定義 

 DAO 実装クラスは、基本的にアプリケーション Bean 定義ファイルに定義す

る。また、DAO もトランザクション設定対象の Bean である。トランザクシ

ョンの設定方法は『CA-01 トランザクション管理機能』の機能説明書を参照

のこと。 
また、Bean 定義時に DAO 実装クラスの“sqlMapClient”プロパティに

iBATIS 設定ファイルの Bean 定義を設定する必要がある。 
<bean id="sqlMapClient" 

      class="org.springframework.orm.ibatis.SqlMapClientFactoryBean"> 

  <property name="configLocation" value="WEB-INF/sqlMapConfig.xml"/> 

  <property name="dataSource"> 

    <ref bean="TerasolunaDataSource"/> 

  </property> 

</bean> 

<bean id="queryDAO"  

      class="jp.terasoluna.fw.dao.ibatis.QueryDAOiBatisImpl"> 

  <property name="sqlMapClient"> 

    <ref local="sqlMapClient"/> 

  </property> 

</bean> 

 
 複数データベースの場合は、“sqlMapClient”プロパティの設定だけでなく、

“dataSource”プロパティに、DAO 実装クラスで使用するデータソースを指

定する必要がある。 
<bean id="queryDAO"  

      class="jp.terasoluna.fw.dao.ibatis.QueryDAOiBatisImpl"> 

  <property name="sqlMapClient"> 

    <ref local="sqlMapClient"/> 

  </property> 

  <property name="dataSource"> 

     <ref bean="TerasolunaDataSource"/> 

 </property> 

</bean> 
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 QueryDAOiBatisImpl のメソッドの戻り値の指定 
 検索結果が１件または複数件の配列で、QueryDAOiBatisImplの以下のメソッ

ドを使用する場合は、戻り値の型と同じ型のクラスを引数に渡す必要がある。 
これにより、ビジネスロジックでのクラスキャストエラーの発生を避けるこ

とができる（DAOがIllegalClassTypeExceptionをスローする）。 
 executeForObject (String sqlID, Object bindParams, Class clazz) 
 executeForObjectArray(String sqlID, Object bindParams, Class clazz) 
 executeForObjectArray(String sqlID, Object bindParams, Class clazz, int 

beginIndex, int maxCount) 
UserBean bean = dao.executeForObject("getUser", null, UserBean.class);

UserBean[] bean 

         = dao.executeForArray("getUser", null, UserBean[].class); 

 
 検索結果が複数件のListで、QueryDAOiBatisImplの以下のメソッドを使用する

場合は、配列の場合と違って、戻り値の型のクラスを引数に渡さない。 
そのため、配列の場合に行っていた型の保証がされない点を注意する必要が

ある。 
 executeForObjectList(String sqlID, Object bindParams) 
 executeForObjectList(String sqlID, Object bindParams, int beginIndex, int 

maxCount) 
List bean = dao.executeForList("getUser", null); 

 
 QueryDAOiBatisImpl を使用した一覧データ取得例 

QueryDAOiBatisImpl を使用して、常に一覧情報（１ページ分）をデータベースか

ら取得する場合の設定およびコーディング例を以下に記述する。 
 

① DAO 実装クラスを以下のように Bean 定義ファイルに定義する。 
 Bean 定義ファイル 

<bean id="queryDAO"  

      class="jp.terasoluna.fw.dao.ibatis.QueryDAOiBatisImpl"> 

  <property name="sqlMapClient"> 

    <ref local="sqlMapClient"/> 

  </property> 

</bean> 

 
② データアクセスを行うビジネスロジックの Bean 定義に、①で定義した DAO 実

装クラスを設定する。なお、ビジネスロジックには DI コンテナより DAO を設

定するための属性およびその Setter を用意しておく必要がある。 
 Bean 定義ファイル 
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<bean id="listBLogic" scope=”prototype”  

 class="jp.terasoluna.sample.service.blogic.ListBLogic"> 

  <property name="queryDAO"> 

    <ref bean="queryDAO"/> 

  </property> 

</bean> 
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 ビジネスロジック 
Bean 定義ファイルにて設定された DAO の executeForObjectArray(String sqlID, 
Object bindParams, Class clazz, int beginIndex, int maxCount)メソッドを使用する。

メソッドの引数に、アクションフォームに定義した「開始インデックス」と

「表示行数」を設定する必要がある。 
一覧表示の詳細な使用方法は、『WI-01 一覧表示機能』を参照のこと。 

    private QueryDAO queryDAO = null; 

        ......Setterは省略     

    public UserBean[] getUserList(ListBean bean) { 

        int startIndex = bean.getStartIndex(); 

        int row = bean.getRow(); 

        UserBean[] bean = queryDAO.executeForObjectArray( 

                "getUserList", null, UserBean.class, startIndex, row); 

        return bean; 

    } 
設定された DAO を使用して、デー

タベースから一覧情報を取得する。

 
配列ではなく java.util.List の型で取得する場合、executeForObjectList(String 
sqlID, Object bindParams, int beginIndex, int maxCount)メソッドを使用する。 

    private QueryDAO queryDAO = null; 

        ......Setterは省略     

    public List<UserBean> getUserList(ListBean bean) { 

        int startIndex = bean.getStartIndex(); 

        int row = bean.getRow(); 

        List<UserBean> bean = queryDAO.executeForObjectList( 

                "getUserList", null, startIndex, row); 

        return bean; 

    } 
設定された DAO を使用して、デー

タベースから一覧情報を取得する。

 
 UpdateDAOiBatisImpl を使用したデータ登録例 

UpdateDAOiBatisImpl を使用して、データベースに情報を登録する場合の設定お

よびコーディング例を以下に記述する。Bean 定義ファイルの定義・設定方法は、

QueryDAOiBatisImpl と同様なため省略する。 
 ビジネスロジック 

Bean 定義ファイルにて設定された DAO のメソッドを使用する。 
    private UpdateDAO updateDAO = null; 

        ......Setterは省略     

    public void register(UserBean bean) { 

        ...... 

        updateDAO.execute("insertUser", bean); 

        ...... 

    } 

設定された DAO を使用して、デー

タベースにデータを登録する。 
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 UpdateDAOiBatisImpl を使用した複数データの登録例（オンラインバッチ処理） 
UpdateDAOiBatisImpl を使用して、データベースに複数の情報を登録する場合の

設定およびコーディング例を以下に記述する。Bean 定義ファイルの定義・設定方

法は、QueryDAOiBatisImpl と同様なため省略する。 
詳細は UpdateDAOiBatisImpl の JavaDoc を参照のこと。 

 ビジネスロジック 
Bean 定義ファイルにて設定された DAO の executeBatch(List<SqlHolder>)メソ

ッドを使用する。 
        UserBean[] bean = map.get("userBeans"); 

        List<SqlHolder> sqlHolders = new ArrayList<SqlHolder>(); 

        for (int i = 0; i < bean.length; i++) { 

            sqlHolders.add(new SqlHolder("insertUser", bean[i]); 

        } 

        updateDAO.executeBatch(sqlHolders); 

        ...... 

 
 注意点 

executeBatch は iBATIS のバッチ実行機能を使用している。 executeBatch は戻

り値として、 SQL の実行によって変更された行数を返却するが、 
java.sql.PreparedStatement を使用しているため、 ドライバにより正確な行数

が取得できないケースがある。変更行数が正確に取得できないドライバを使

用する場合、 変更行数がトランザクションに影響を与える業務では (変更行

数が 0 件の場合エラー処理をするケース等)、 バッチ更新は使用しないこと。 
参考資料） 
http://otndnld.oracle.co.jp/document/products/oracle10g/101/doc_v5/java.101/B1351
4-02.pdf  
450 ページ「標準バッチ処理の Oracle 実装の更新件数」を参照のこと。 

更新対象の sqlId、パラメータとなるオ

ブジェクトを保持した SqlHolder のリス

トを作成する。 

 StoredProcedureDAOiBatisImpl を使用したデータ取得例 
StoredProcedureDAOiBatisImpl を使用して、データベースから情報を取得する場合

の設定およびコーディング例を以下に記述する。Bean 定義ファイルの定義・設定

方法は、QueryDAOiBatisImpl と同様なため省略する。 
 ビジネスロジック 

Bean 定義ファイルにて設定された DAO のメソッドを使用する。 
    private StoredProcedureDAO spDAO = null; 

        ......Setterは省略     

    public boolean register(UserBean bean) { 

        ...... 

        Map<String, String> params = new HashMap<String, String>(); 

        params.put("inputId", bean.getId()); 

        spDAO.executeForObject("selectUserName", params); 

        ...... 

    } 
設定された DAO を使用してプロシージ

ャーを実行する。 
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 iBATIS マッピング定義ファイル 
 プロシージャーの入出力を格納するための設定を<parameterMap>要素に

て記述する。jdbcType 属性を指定すること。詳細な設定方法は、iBATIS
のリファレンスを参照のこと。 

<sqlMap namespace="user"> 

    <parameterMap id="UserBean" class="java.util.HashMap"> 

        <parameter property="inputId" jdbcType="NUMBER"  

                   javaType="java.lang.String" mode="IN"/> 

        <parameter property="name" jdbcType="VARCHAR"  

                   javaType="java.lang.String" mode="OUT"/> 

    </parameterMap> 

    <procedure id="selectUserName" parameterMap="user.UserBean"> 

       {call SELECTUSERNAME(?,?)} 

    </procedure> 

 
 実行するプロシージャー（Oracle を利用した例） 

CREATE OR REPLACE PROCEDURE SELECTUSERNAME 

(inputId IN NUMBER, name out VARCHAR2) IS 

BEGIN 

    SELECT name INTO name FROM userList WHERE id = inputId ; 

END ; 

 

 拡張ポイント 

なし。 

 構成クラス 

 クラス名 概要 
1 jp.terasoluna.fw.dao.QueryDAO 参照系 SQL を実行するための DAO インタフェース 

2 jp.terasoluna.fw.dao.UpdateDAO 更新系 SQL を実行するための DAO インタフェース 

3 jp.terasoluna.fw.dao.StoredProcedu

reDAO 

StoredProcedure を実行するための DAO インタフェース 

4 jp.terasoluna.fw.dao.ibatis.QueryD

AOiBatisImpl 

QueryDAO インタフェースの iBATIS 用実装クラス 

5 jp.terasoluna.fw.dao.ibatis.UpdateD

AOiBatisImpl 

UpdateDAO インタフェースの iBATIS 用実装クラス 

6 jp.terasoluna.fw.dao.ibatis.StoredPr

ocedureDAOiBatisImpl 

StoredProcedureDAO インタフェースの iBATIS 用実装クラス
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Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

 関連機能 

 『CA-01 トランザクション管理機能』 
 『WI-01 一覧表示機能』 

 使用例 

 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Web 版）チュートリアル 

 一覧表示画面、登録画面 

 「2.6 データベースアクセス」 

 「2.7 登録」 

 
 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）チュートリアル 

 「2.4 データベースアクセス」 

 /webapps/WEB-INF/dataAccessContext-local.xml 

 /webapps/WEB-INF/sql-map-config.xml 

 /sources/sqlMap.xml 

 jp. terasoluna.rich.tutorial.service.blogic.DBAccessBLogic.java 等 

 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Web 版）機能網羅サンプル 

 「UC01 データベースアクセス」 

 /webapps/database/* 

 /webapps/WEB-INF/database/* 

 jp.terasoluna.thin.functionsample.database.* 

 

 

 備考 

なし。 
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 CC-01 JNDIアクセス機能 

 概要 

 機能概要 

 JNDI 関連機能のサポートインタフェースである。 
 WebAP コンテナの JNDI リソースを扱うためにはこのインタフェースを実装する

必要がある。 
 TERASOLUNA Server Framework for Java ではインタフェースとデフォルト実装ク

ラス DefaultJndiSupport を提供する。 

 ユーティリティメソッド一覧 

メソッド名 概要 
lookup(String name) 指定された名前のオブジェクトを取得する 

 

rebind(String name, Object obj) 名前をオブジェクトにバインドして、既存のバインディングを

上書きする。 

unbind(String name) 指定されたオブジェクトをアンバインドする。 

 概念図 

WebAP
コンテナ

（１）
JndiSupport

DefaultJndiSupport

lookup(String)

rebind(String,
Object)

unbind(String)

JndiSupport実装クラスを取得

 

 解説 

(1) DIコンテナからJndiSupport実装クラスを取得し、JNDIリソースを利用する。 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 JNDI の認証情報が必要な場合は、Bean 定義ファイルに必要なプロパティを以下

のように設定する。 
設定方法は JNDI サーバの種類によって異なる。 

 WebLogic の Bean 定義ファイル 
<bean id="jndiSupport" scope=”prototype” 

class="jp.terasoluna.fw.web.jndi.DefaultJndiSupport" 

init-method="initialize"> 

<!-- セッタインジェクションで認証情報設定--> 

<property name="jndiEnvironmentMap"> 

  <map> 

    <entry key="factory"> 

      <value>weblogic.jndi.WLInitialContextFactory</value> 

    </entry> 

    <entry key="url"> 

      <value>t3://localhost:7001</value> 

    </entry> 

    <entry key="username"> 

      <value>weblogic</value> 

    </entry> 

    <entry key="password"> 

      <value>password</value> 

    </entry> 

  </map> 

</property><!-- プロパティjndiPrefixの設定 --> 

<property name="jndiPrefix"><value>false</value></property> 

</bean> 

TERASOLUNA が提供する JndiSupport

デフォルト実装クラス。 

WebLogic の場合、JNDI 認証情報を設定

する初期化メソッドを設定する。 

JNDI ファクトリクラス名 

JNDI プロバイダ URL 

JNDI ユーザ名 

JNDI パスワード 

WebLogic のように JNDI リソース名にプリフィックス

「java:comp/env/」を付けてはいけない場合、プロパ

ティ「jndiPrefix」を false に設定する。 
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 Tomcat の Bean 定義ファイル 

<bean id="jndiSupport" scope=”prototype” 

class="jp.terasoluna.fw.web.jndi.DefaultJndiSupport" > 

<!-- プロパティjndiPrefixの設定（デフォルト値はfalse） --> 

<property name="jndiPrefix"><value>false</value></property> 

</bean> 
Tomcat ではこの属性を false にしなければならない。 

true に 設 定 す る と JNDI リ ソ ー ス 名 に プ リ フ ィ ッ ク ス

「java:comp/env/」が付けられ、Tomcat サーバの設定にて登録した

read-only のリソースをアクセスするようになる。Tomcat サーバの設定

に登録したリソースにアクセスする必要がある場合は、この設定は

false のままで、アクション実装に「java:comp/env/」＋JNDI 名のよう

に指定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ビジネスロジックで JNDI リソースを利用するには、以下のような設定を行う。 
 Bean 定義ファイル 

<bean id="jndiLogic" scope=”prototype”  

   class="jp.terasoluna.sample.JndiLogic"> 

   <property name="jndiSupport"> 

     <ref bean="jndiSupport" /> 

   </property> 

</bean> 
JNDI サポートクラス

 ビジネスロジック実装例 
public class JndiLogic { 

   private JndiSupport jndiSupport = null; 

 

   public void setJndiSupport(jndiSupport) { 

     this.jndiSupport = jndiSupport; 

   } 

    

   public Object jndiLookup(String name) { 

     return jndiSupport.lookup(name); 

   } 

} 

Tomcat の場合、サーバ設定に登録したリソースにアク

セスする場合は「java:comp/env/」「JNDI リソース

名」を記述する。この場合取得されるリソースは

read-only のため、rebind、unbind は使えない。 

Weblogic の場合、 

「JNDI リソース名」のみを記述する。 

セ ッ タ ー イ ン ジ ェ ク シ ョ ン で

JndiSupport 実装クラスを取得する。 
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Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

 構成クラス 

 クラス名 概要 
1 jp.terasoluna.fw.web.jndi.Jndi

Support 

JNDI 関連のユーティリティインタフェースである。 

2 jp.terasoluna.fw.web.jndi.Def

aultJndiSupport 

TERASOLUNA-Spring⇒TERASOLUNA Server Framework for

 Java（Web 版）が提供する JNDI 関連のユーティリティデフォルト

実装クラスである。 

3 jp.terasoluna.fw.web.jndi.Jndi

Exception 

JNDI 関連エラーを表現する。 

 拡張ポイント 

JndiSupport インタフェースを実装したクラスを作成し、Bean 定義ファイルに設定

を行う。 

 関連機能 

 なし 

 使用例 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Web 版）機能網羅サンプル 
 「UC03 JNDI アクセス」 

 /webapps/jndi/* 
 /webapps/WEB-INF/jndi/* 
 jp.terasoluna.thin.functionsample.jndi.* 

 

 備考 

 なし 
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 CD-01 ユーティリティ機能 

 概要 

 機能概要 

 業務開発で頻繁に使用する処理をユーティリティクラスとして提供する。 

 提供ユーティリティクラス一覧 

ユーティリティクラス名 概要 
jp.terasoluna.fw.util.ClassUtil 文字列(String)から、インスタンスを生成するユーテ

ィリティクラス。 
jp.terasoluna.fw.util.DateUtil 日付・時刻・カレンダー関連のユーティリティクラス。

jp.terasoluna.fw.util.FileUtil ファイル操作関連のユーティリティクラス。 
jp.terasoluna.fw.util.HashUtil ハッシュ値を計算するユーティリティクラス。 
jp.terasoluna.fw.util.PropertyUtil プロパティファイルからプロパティを取得するユーテ

ィリティクラス。 
jp.terasoluna.fw.util.StringUtil 文字列操作を行うユーティリティクラス。  
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 ClassUtil 

 概要 

文字列(String)から、インスタンスを生成するユーティリティクラス。 

 ユーティリティメソッド一覧 

メソッド名 概要 
create(String className) 指定されたクラス名を元にインスタンスを生成する。 
create(String className, Object[] constru
ctorParameter) 

指定されたクラス名を元にインスタンスを生成する。

その際、constructorParameter をコンストラクタの引

数とする。 
 

 使用方法例 

簡単な使用例を以下に示す。 
 インスタンスを生成したいクラス（コンストラクタ有り） 

package jp.terasoluna.xxx; 

…… 

public class Messages { 

  // コンストラクタ。 

public Messages() { 

  } 

  // コンストラクタ。 

  public Messages(Error err) { 

    this.add(err); 

  } 

  …… 

} 

     
 使用例 

// コンストラクタMessages(Error err)を用いて、インスタンスを生成する。 

Error err = new Error(); 

Object[] param = new Object[] { err }; 

Object obj = ClassUtil.create("jp.terasoluna.xxx.Messages", param); 

 
コンストラクタ Messages(Error err)を

用いて、インスタンスが生成される。 
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 DateUtil 

 概要 

日付・時刻・カレンダー関連のユーティリティクラス。 

 ユーティリティメソッド一覧 

メソッド名 概要 
getSystemTime() システム時刻を取得する。 
dateToWarekiString(String format, java.ut
il.Date date) 

java.util.Date インスタンスを和暦として、format で指

定したフォーマットに変換する。 
getWarekiGengoName(Date date) 指定された日付の和暦元号を取得する。 
getWarekiGengoRoman(Date date) 指定された日付の和暦元号のローマ字表記（短縮

形）を取得する。 
getWarekiYear(Date date) 指定された日付の和暦年を取得する。 
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 使用方法例 

和暦関係のメソッドを使用する場合は、ApplicationResources.properties に元号名、

元号のローマ字表記、元号法施行日を設定する必要がある。 
 
 

 ApplicationResources.properties の設定例 
wareki.gengo.0.name=平成 

wareki.gengo.0.roman=H 

wareki.gengo.0.startDate=1989/01/08 

wareki.gengo.1.name=昭和 

wareki.gengo.1.roman=S 

wareki.gengo.1.startDate=1926/12/25 

wareki.gengo.2.name=大正 

…… 

元号法施行日（西暦:yyyy/MM/dd形式） 

上記 3 つの設定の関連付けにのみ使用す

る。任意の文字列を設定できる。 

元号名 

元号のローマ字表記  

 
 使用例 

// 引数を準備 

df = new SimpleDateFormat("yyyy.MM.dd HH:mm:ss"); 

date = new Date(df.parse("1978.01.15 00:00:00").getTime()); 

 

// 和暦フォーマットに変換する。（結果：wareki = "昭和53年01月15日日曜日"） 

String wareki = DateUtil.dateToWarekiString("GGGGyy年MM月dd日EEEE", 

date); 

 

 

 

 

 

 

 

 

// 元号を取得する。（結果：gengo = "昭和"） 

String gengo = DateUtil.getWarekiGengoName(date); 

 

// 元号（ローマ字表記）を取得する。（結果：gengoR = "S"） 

String gengoR = DateUtil.getWarekiGengoRoman(date); 

 

// 和暦年を取得する。（結果：year = "53"） 

String year = DateUtil.getWarekiYear(date); 

 

「G」:元号を表すパターン文字。 

例： 

（4 個以上の連続したパターン文字） 

明治、大正、昭和、平成 

（3 個以下の連続したパターン文字） 

M、T、S、H 

「y」:年（和暦）を

表すパターン文字。 

「E」:曜日を表すパターン文字。 

例： 

（4 個以上の連続したパターン文字） 

月曜日、火曜日、水曜日 

（3 個以下の連続したパターン文字） 

月、火、水 
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 FileUtil 

 概要 

ファイル操作関連のユーティリティクラス。このユーティリティクラスにて、

「セッション ID に対応するディレクトリ」とは、セッション ID の 16 進ハッシ

ュ値をディレクトリ名とするディレクトリのことを意味する。 
※rmdirs(File dir)メソッドについては、セッション ID とは関連しないメソッドな

ので、注意すること。 

 ユーティリティメソッド一覧 

メソッド名 概要 
getSessionDirectoryName(String sessionI
d) 

指定されたセッション ID に対応するディレクトリ名を

取得する。 
getSessionDirectory(String sessionId) 指定されたセッション ID に対応するディレクトリをベ

ースディレクトリから取得する。 
プロパティにてベースディレクトリの設定を行なわな

かった、またはプロパティ値が空文字の場合、ベー

スディレクトリとして temp ディレクトリを用いる。 
makeSessionDirectory(String sessionId) 指定されたセッション ID に対応するディレクトリを作

成する。 
作成が成功した場合には、true を返す。 

removeSessionDirectory(String sessionId) 指定されたセッション ID に対応するディレクトリを削

除する。 
削除が成功した場合には、true を返す。 

rmdirs(File dir) 指定されたディレクトリを削除する。 
ディレクトリ内にファイル、ディレクトリがある場合で

も、再帰的に削除される。 

 使用方法例 

システム設定プロパティファイル（system.properties）にセッションディレクトリ

のベースとなるパスを設定することで、そのパスの配下のディレクトリに対して

処理を行なう。プロパティが設定されていない場合は、 temp ディレクトリ

（/temp）を用いる。 
 

 システム設定プロパティファイルの設定例 
session.dir.base=/tmp/sessions 

ベースディレクトリのパスを指

定する。 
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 使用例 
// 指定したセッションIDに対応するディレクトリ名を取得する。 

// （結果：dirNameは、指定したセッションIDに対応するディレクトリ名。） 

String dirName = FileUtil.getSessionDirectoryName("0123abc"); 

 

// 指定したセッションIDに対応するディレクトリを取得する。 

// （結果：dirには、/tmp/sessions配下の 

// セッションIDに対応するディレクトリが格納される。） 

File dir = FileUtil.getSessionDirectory("0123abc"); 

 

// 指定したセッションIDに対応するディレクトリを作成する。 

// （結果：/tmp/sessions配下にセッションIDに対応するディレクトリが作成される。）

boolean makeResult = FileUtil.makeSessionDirectory("0123abc"); 

 

// 指定したセッションIDに対応するディレクトリを削除する。 

// （結果：/tmp/sessions配下のセッションIDに対応するディレクトリが削除される。）

boolean removeResult = FileUtil.removeSessionDirectory("0123abc"); 

 

// 指定したディレクトリを削除する。 

// （結果：ディレクトリ/rmtemp/rmdirs1が削除される。） 

File dir = new File(/rmtemp/ + "rmdirs1"); 

boolean result = FileUtil.rmdirs(dir); 

 

セッション IDに対応するディレクトリ

=“0123abc”の 16進ハッシュ値 
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 HashUtil 

 概要 

ハッシュ値を計算するユーティリティクラス。 

 ユーティリティメソッド一覧 

メソッド名 概要 
hash(String algorithm, String str) 指定されたアルゴリズムで文字列のハッシュ値を取

得する。 
hashMD5(String str) MD5 アルゴリズムで文字列のハッシュ値を取得す

る。 
hashSHA1(String str) SHA1 アルゴリズムで文字列のハッシュ値を取得す

る。 
 

 使用方法例 

簡単な使用例を以下に示す。使い方が容易なメソッドについては省略する。 
 

// ハッシュ値を取得する。 

// （結果：hashValueには、 

// MessageDigest.getInstance("MD5").digest("abc".getBytes()) 

// と等しい値が格納される。） 

byte[] hashValue = HashUtil.hash(paramAlgorithm, paramStr); 
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 PropertyUtil 

 概要 

プロパティファイルからプロパティを取得するユーティリティクラス。 

 ユーティリティメソッド一覧 

メソッド名 概要 
addPropertyFile(String name) 指定されたプロパティファイルを追加で読み込む。 
getProperty(String key) 指定されたキーのプロパティを取得する。 
getProperty(String key, String defaultVal
ue) 

指定されたキーのプロパティを取得する。 
プロパティが見つからなかった場合には、指定され

たデフォルトが返される。 
getPropertyNames() プロパティのすべてのキーのリストを取得する。 
getPropertyNames(String keyPrefix) 指定されたプリフィックスから始まるキーのリストを取

得する。 
getPropertiesValues(String propertyName,
 String keyPrefix) 

プロパティファイル名、部分キー文字列を指定する

ことにより値セットを取得する。 
getPropertyNames(Properties localProps, 

String keyPrefix) 
プロパティを指定し、部分キープリフィックスに合致

するキー一覧を取得する。 
getPropertiesValues(Properties localProps,

Enumeration<String> propertyNames) 
キー一覧に対し、プロパティより取得した値を取得

する。 
loadProperties(String propertyName) 指定したプロパティファイル名で、プロパティオブジ

ェクトを取得する。 
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 使用方法例 

各メソッドの簡単な使用例を以下に示す。提供するメソッドは、主に、プロパティの

読み込み、読み込み済みプロパティの取得、プロパティオブジェクトに対する操作の

3 通りに分類される。 
 
PropertyUtil は、クラスパス上の「ApplicationResources.properties」というファイルから

プロパティの読み込みを行う。また、プロパティファイルに他のファイル名を指定す

ることにより、他のプロパティファイルを追加で読み込むことができる。 
※ プロパティファイルに同一のキーのプロパティが重複して存在していた場合、後

から読み込まれた設定の値が有効になる。 
 

 プロパティファイル追加の指定方法 
add.property.file.<1からの連番> = <追加したいプロパティファイル名> 

 
 プロパティファイル(ApplicationResources.properties)記述例 

add.property.file.1=error.properties 

add.property.file.2=xxxxx.properties 

add.property.file.3=yyyyy.properties 

 
 Application.properties の記述により追加で読み込まれたプロパティファイル

(errors.properties)の内容 
error.message.01=エラーメッセージ１ 

error.message.02=エラーメッセージ２ 

     
 

また、以下のように PropertiyUtil のメソッドを利用してプロパティファイルを追加で

読み込むこともできる。 
 

 PropertiyUtil のメソッドを利用して追加で読み込むプロパティファイル

(test.properties)の内容 
test.message.01=テストメッセージ１ 

test.message.02=テストメッセージ２ 

error.message.03=エラーメッセージ３ 

 
 プロパティファイルの読み込み 

// プロパティファイルを追加で読み込む .propertiesが付いていても付いてなくてもOK 

PropertiyUtil.addPropertyFile("test"); 
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 プロパティの取得 

// test.message.01のプロパティ値を取得する。（結果：str = "テストメッセージ１"） 

String str1 = PropertyUtil.getProperty("test.message.01"); 

 

// error.message.04のプロパティ値を取得する。 

// プロパティ設定がない場合はデフォルトのメッセージを取得する。 

// （結果：str2 = "デフォルト"） 

String str2 = PropertyUtil.getProperty("error.message.04", "デフォルト"); 

 

// プロパティの全てのキーのリストを取得する。 

// （結果：en1には、error.message.01～03、test.message.01～02が格納される。） 

Enumeration en1 = PropertyUtil.getPropertyNames(); 

 

// error.messageで始まるプロパティのキーのリストを取得する。 

// （結果：en2にはerror.message.01～03が格納される。） 

Enumeration en2 = PropertyUtil.getPropertyNames("test.message"); 

 

// error.properties内の、errorで始まるキーのプロパティ値を取得する。 

// （結果：set1には"エラーメッセージ１"、"エラーメッセージ２"が格納される。） 

Set set1 = PropertyUtil.getPropertiesValues("error", "error"); 

 

 
 プロパティオブジェクトに対する操作 

// test.propertiesのPropertyオブジェクトを取得する。 

// （結果：test.propertiesをロードした場合のPropertyオブジェクトが格納される。） 

Properties prop = PropertyUtil.loadProperties("test"); 

 

// propプロパティオブジェクト内の、errorで始まるキーのリストを取得する。 

// （結果：en3にはerror.message.03が格納される。） 

Enumeration en3 = PropertyUtil.getPropertyNames(prop, "error"); 

 

// propプロパティオブジェクト内の、error、testで始まるキーのプロパティ値を取得する。 

// （結果：set2には"テストメッセージ１"、"テストメッセージ２"、 

// "エラーメッセージ３が格納される"） 

Enumeration em = new StringTokenizer("test error"); 

Set set2 = PropertyUtil.getPropertiesValues(prop, em); 
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 StringUtil 

 概要 

文字列操作を行なうユーティリティクラス。 

 ユーティリティメソッド一覧 

メソッド名 概要 
isWhitespace(char c) 指定された文字がホワイトスペースかどうかを判別

する。 
rtrim(String str) 文字列の右側のホワイトスペースを削除する。 

引数が null のときは null を返す。 
ltrim(String str) 文字列の左側のホワイトスペースを削除する。 

引数が null のときは null を返す。 
trim(String str) 文字列の両側のホワイトスペースを削除する。 

引数が null のときは null を返す。 
toShortClassName(String longClassName) 完全修飾クラス名から短縮クラス名（パッケージ修飾

なし）を取得する。 
getExtension(String name) 指定された文字列から末尾の拡張子を取得する。 

拡張子がない場合は空文字列を返す。 
toHexString(byte[] byteArray, String deli

m) 
バイト配列を 16 進文字列に変換する。 

capitalizeInitial(String str) 指定された文字列の頭文字を大文字にする。 
parseCSV(String csvString) CSV 形式の文字列を文字列の配列に変換する。 

文字列の先頭がカンマで始まっていたり、文字列の

最後がカンマで終わっている場合には、それぞれ

変換結果の配列の最初か、あるいは最後の要素が

空文字列となるように変換される。 
カンマが連続している場合には、空文字列として変

換される。 
csvString が null だった場合には、要素数 0 の配

列に変換される。 
parseCSV(String csvString, String escape
String) 

CSV 形式の文字列を文字列の配列に変換する。 
文字列の先頭がカンマで始まっていたり、文字列の

最後がカンマで終わっている場合には、それぞれ

変換結果の配列の最初か、あるいは最後の要素が

空文字列となるように変換される。 
カンマが連続している場合には、空文字列として変

換される。csvString が null だった場合には、要素

数 0 の配列に変換される。エスケープ文字列に設
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機能名 CD-01 ユーティリティ機能 ページ CD-01_12

 

定された文字列の次にあるカンマは区切り文字とし

ては認識しない。 
エスケープ文字列の後のエスケープ文字列はエス

ケープ文字として認識しない。 
dump(Map<?, ?> map) 引数のマップのダンプを取得する。 

値オブジェクトに配列が含まれている場合、各要素

オブジェクトの toString()を行い、文字列を出力す

る。 
getArraysStr(Object[] arrayObj) ダンプ対象の値オブジェクトが配列形式の場合、配

列要素でなくなるまで繰り返し値を取得する。 
hankakuToZenkaku(String value) 半角文字列を全角文字列に変換する。 

カナ文字に濁点または半濁点が続く場合は、可能

な限り１文字に変換する。 
zenkakuToHankaku(String value) 全角文字列を半角文字列に変換する。 
filter(String str) HTML メタ文字列に変換する。 
toLikeCondition(String condition) 検索条件文字列を LIKE 述語のパターン文字列に

変換する。 
getByteLength(String value, String encod
ing) 

指定された文字列のバイト列長を取得する。 

 

 使用方法例 

各メソッドの簡単な使用例を以下に示す。使い方が容易なメソッドについては省略す

る。 
 

// 短縮クラス名を取得する。（結果：shortClassName = "String"） 

String shortClassName = toShortClassName("java.lang.String"); 

 

// 拡張子を取得する。（結果：extention1 = ".txt", extenthin2 = ".xls"） 

String extention1 = getExtention("Test.txt"); 

String extention2 = getExtention("Test1.Test2.xls"); 

 

// バイト配列を16進文字列に変換する。（結果：hexString = "00/0A/64"） 

byte[] byteArray = {0, 10, 100}; 

String hexString = StringUtil.toHexString(byteArray, "/"); 

 

// CSVをString配列に変換する。 

// （結果：strArray = {"bc", "def", "ghi", "jk,l"}） 

String[] strArray = parseCVS("abc,def,ghi,jk/,l", "/"); 

    （続く） 
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機能名 CD-01 ユーティリティ機能 ページ CD-01_13

 

 
// 入出力マップのダンプを取得する。（結果：dump = "String" となる。 

Map<String, String> map = new LinkedHashMap<String, String>(); 

map.put("1","東京"); 

…… 

String dumpStr = dump(map); 

 

// ダンプ用に配列要素でなくなるまで繰り返し値を取得する。 

// （結果：arrayStr = "{1,2,3,4,5}"） 

String[] str = {"1", "2", "3", "4", "5"}; 

String arrayStr = StringUtil.getArraysStr(str); 

 

// 半角文字列を全角文字列に変換する。（結果：zenkaku = "ア゛！Ａ８"） 

String zenkaku = StringUtil.hankakuToZenkaku("ｱﾞ!A8"); 

 

// 全角文字列を半角文字列に変換する。（結果：hankaku = "A!ｱ"） 

String hankaku = StringUtil.zenkakuToHankaku("Ａ！ア"); 

 

// HTMLメタ文字列変換を行なう。 

// （結果：meta = "&lt; &amp; &gt; &quot; ア"） 

String meta = StringUtil.filter("< & > ¥" ア"); 

 

// LIKE述語のパターン文字列に変換する。（結果：like = "~_a~%%"） 

String like = StringUtil.toLikeCondition("_a%"); 

 

// バイト列長を取得する。（結果：i = 9） 

int i = StringUtil.getByteLength("あああ", "UTF-8"); 

 

 

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

41
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機能名 RA-01 リクエスト・コントローラマッピング機能 ページ RA-01_01 

 

 RA-01 リクエスト・コントローラマッピング機能 

 概要 

 機能概要 

 リクエストと実行するコントローラとの対応付けを行う機能である。 

 リクエストヘッダのリクエスト名に基づいて、実行するコントローラが決定

される。 

 リクエストのヘッダ以外からリクエスト名を取得する場合、TERASOLUNA 

Server Framework for Java（Rich 版）の拡張を行なう必要がある。 

 概念図 

リクエスト名を制御情報

に格納する。
（１）

クライアント

Bean定義ファイ
ル

制御情報に格納されたリク
エスト名をもとに、実行する

コントローラを返却する。

（３）

コントローラ

リクエスト

リクエスト名をリクエス

トヘッダに格納する。

フィルタ

サーブレット

リクエスト

（６）

コントローラ

（５）

リクエスト

リクエスト・コントローラマ

ッピングから返却された、

コントローラを実行する。

リクエスト名

制御情報管理クラス

リクエスト名

（２）

（４）
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機能名 RA-01 リクエスト・コントローラマッピング機能 ページ RA-01_02 

 

 

 解説 

(1) ブラウザからリクエストをサーバに送信する。 

(2) フィルタがリクエストヘッダからリクエスト名を取得し、制御情報に格納する。 

(3) サーブレット（ディスパッチャサーブレット）がリクエスト・コントローラマッピ

ングを実行する。 

(4) リクエスト・コントローラマッピングクラスは、制御情報管理クラスを使用して、

制御情報に格納されたリクエスト名を取得する。 

(5) (4)で取得したリクエスト名とBean定義ファイルに設定された接頭辞・接尾辞をも

とに、コントローラを取得し、サーブレットに返却する。 

(6) サーブレットは返却されたコントローラを実行する。 

 

 使用方法 

 コーディングポイント 

 ソフトウェアアーキテクトが行うコーディングポイント 

 リクエスト・コントローラマッピングクラスの Bean 定義 

以下のプロパティを設定する。 

 プロパティ名 必須 概要 

1 ctxSupport ○ リクエスト名を取得するためのサポートクラス。 

詳細は、『RB-04 制御情報管理機能』参照のこと。 

2 prefix × コントローラ ID の接頭辞。 

3 suffix × コントローラ ID の接尾辞 

4 defaultHandler ○ リクエスト名に対応するコントローラが存在しない場合に実行

するコントローラ。 

 コントローラ ID の生成ルール 

コントローラ ID は『接頭辞＋リクエスト名＋接尾辞』の式で求められる。 

（例）リクエスト名が“sum”、接頭辞が“/”、接尾辞が“Controller”
の場合、コントローラ ID は「/sumController」となる。 
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機能名 RA-01 リクエスト・コントローラマッピング機能 ページ RA-01_03 

 

 Bean 定義サンプル 

<!-- リクエスト・コントローラマッピングクラスのBean定義サンプル --> 

<bean id="defaultHandlerMapping" 

    class="jp.terasoluna.fw.web.rich.springmvc.servlet.handler. 

    BeanNameUrlHandlerMappingEx"> 

  <property name="ctxSupport" ref="ctxSupport"/> 

  <property name="prefix" value="/"/> 

  <property name="suffix" value="Controller"/> 

  <property name="defaultHandler" ref="unknownRequestNameController"/> 

</bean> 

 

<!-- 不正コマンド名用リクエストコントローラのBean定義サンプル --> 

<bean id="unknownCommandController" 

    class="jp.terasoluna.fw.web.rich.springmvc.controller. 

    UnkownRequestNameController"/> 

 

 

 フィルタ（RequestContextHandlingFilter）の定義。 

リクエストヘッダからリクエスト名を取得するフィルタを、デプロイメント

ディスクリプタに定義する。 

リクエスト名に対応するコントロ

ーラが存在しない場合に実行

するコントローラを設定する。 

TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）

が提供する不正コマンド名用リクエストコントローラ。 

必ず UnknownRequestNameException をスローする。 

制御情報からリクエスト名を取

得するためのサポートクラス。 
接頭辞。 

接尾辞。 

リクエスト名と実行するリクエストコントロー

ラ Bean 定義のマッピングを行うクラス。 

 詳細は、『RB-04 制御情報管理機能』を参照のこと。 

  

 業務開発者が行うコーディングポイント 

 コントローラの Bean 定義 

リクエスト名に対応するコントローラの Bean 定義を行う。 

 Bean 定義サンプル 

<!--  

コントローラ（POJO）のBean定義サンプル  

--> 

<bean name="/sumController"  

    class="jp.terasoluna.sample.web.controller.SumController" 

    parent="xmlRequestController" scope="prototype"> 

  <property name="sumService" ref="sumService"/> 

</bean> 

 

 

リクエスト名が”sum”、接頭辞が”/”、接尾辞が”Controller”

の場合、コントローラ ID は”/sumController”となる。なお、

コントローラ ID は id 属性ではなく、name 属性に記述し、/

（スラッシュ）から始めなければならない。 

ソフトウェアアーキテクトが定義した抽象コントロ

ーラを設定する。『RB-01 リクエストデータ解析機

能』参照。 

実行するビジネスロジックを設定する。 

『RC-01 ビジネスロジック実行機能』参照。 
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機能名 RA-01 リクエスト・コントローラマッピング機能 ページ RA-01_04 
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 リファレンス 

 構成クラス 

 クラス名 概要 

1 BeanNameUrlHandlerMappingEx リクエスト名と実行するリクエストコントローラのマッピングを行う

クラス。 

2 RequestContexthandlingFilter 制御情報の生成・破棄を行うフィルタ。 

3 UnkownRequestNameController TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）が提

供するコントローラ。 

必ず UnknownRequestNameException をスローする。 

4 TerasolunaController サービス層のクラスを実行するリクエストコントローラ抽象クラ

ス。 

 

 拡張ポイント 

なし 

 関連機能 

 『RA-02 コントローラ拡張機能』 
 『RB-01 リクエストデータ解析機能』 
 『RB-04 制御情報管理機能』 
 『RC-01 サービスクラス実行機能』 

 使用例 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）機能網羅サンプル 
 UC101 リクエスト・コントローラマッピング 

 jp.terasoluna.rich.functionsample.controllermapping.* 
 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）チュートリアル 

 「2.3 単純なロジック」 

 /webapps/WEB-INF/applicationContext.xml 

 /webapps/WEB-INF/tutorial-controller.xml 等 

 備考 

 なし 
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機能名 RA-02 コントローラ拡張機能 ページ RA-02_01 

 

 RA-02 コントローラ拡張機能 

 概要 

 機能概要 

 サービス層のクラスを実行するリクエストコントローラとして、

った抽象クラスを定義する。

以下の機能を持

 

ストをJavaBeanにバインドする機能 

JavaBeanにバイ

ンドする。 

ータがバインドされた JavaBean に対して入力チェックを行

エストデータがバインドされた JavaBean を引数として、ビジネスロ

ジックを実行する。 

④ JavaBeanとビューを返却する機能 

 ビジネスロジックから返却されたJavaBeanとビューをサーブレットに返

却する。 
 

① HTTPリクエ

 XML形式とクエリ形式のいずれかのリクエストデータを

② 入力チェック機能 

 リクエストデ

う。 

③ サービス実行機能 

 リク
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機能名 RA-02 コントローラ拡張機能 ページ RA-02_02 

 

 概念図 

入力チェックエラー発生時

（１）

サーブレット

リクエストがバインドさ

れたJavaBean

（５）

（３）

エラー

Bean定義ファイ

ビジネスロジックの実行結果

を格納したJavaBean

ル

リクエストデータを

JavaBeanにバインドする。

コントローラ
（TerasolunaControllerのサブクラス）

データバインドクラス

入力チェッククラス

ビジネスロジック

リクエスト

JavaBean

エラー

ビジネスロジックの実行結果

を格納したJavaBean

（２）

（４）

（７）

リクエストがバインドさ

れたJavaBean

（６）

バインドされたJavaBeanに

対して、入力チェックを行う。

バインドされたJavaBeanを引数

に、ビジネスロジックを実行する。

コントローラクラスは、以下の処理を順番に実行する。

１．リクエストデータをJavaBeanにバインドする。

４．ビジネスロジックが返却したJavaBeanとビューを返却する。

２．バインドされたJavaBeanに対して入力チェックを行う。

３．バインドされたJavaBeanを引数にビジネスロジックを実行する。

リクエストがバインドさ

れたJavaBean

形式チェックエラー発生時

（８）
JavaBean

リクエスト

ビュー

コントローラが使用するビ

ュー（ビューの名前）

 

 解説 

(1) サーブレット（ディスパッチャサーブレット）は、リクエストを引数にコントロー
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機能名 RA-02 コントローラ拡張機能 ページ RA-02_03 

 

ラ（TerasolunaControllerのサブクラス）を実行する。 
(2) コ ント

(3) データバインドクラスは、リクエストデータをJav
ローラはリクエストデータとJavaBeanを用い、データバインドを実行する。 

aBeanにバインドして返却する。 
が行われていた

バインドクラスは形式チェックを行う。 
し、コントロー

。 
RF-01 形式チェック機

ー情報が返却された場合、コントローラは例外処理を行なう。 

数に、入力チェ

 
を生成し、コントローラに

細は、『RF-02 入力チェック機能』を参照のこと。 
は例外処理を行なう。 

参照のこと。 
タがバインドされたJavaBeanを引数に、ビジネス

vaBeanとして返却する。 
のこと。 

(8) コントローラは、(7)で返却されたJavaBeanと、コントローラに対応するビューを返

却する。 
 返却されたビューを使用して、サーブレット（ディスパッチャサーブレッ

ト）はレスポンスデータを生成する。 
 詳細は、『RB-02 レスポンスデータ生成機能』を参照のこと。 

 XML 形式のリクエストデータを形式チェックする Bean 定義

場合、データ

 形式チェックエラーが発生した場合、エラー情報を生成

ラに返却する

 詳細は、『RB-01 リクエストデータ解析機能』、『

能』を参照のこと。 
 エラ

 詳細は、『RD-01 例外処理機能』を参照のこと。 
(4) コントローラは、リクエストデータがバインドされたJavaBeanを引

ックを実行する。 
(5) 入力チェッククラスは、引数で渡されたJavaBeanに対して、入力チェックを行う。

 入力チェックエラーが発生した場合、エラー情報

返却する。 
 詳

 エラー情報が返却された場合、コントローラ

 詳細は、『RD-01 ンドリング機能』を例外ハ

(6) コントローラは、リクエストデー

ロジックを実行する。 
(7) ビジネスロジックは、実行結果をJa

 詳細は、『RC-01 ビジネスロジック実行機能』を参照
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機能名 RA-02 コントローラ拡張機能 ページ RA-02_04 
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 使用方法 

ント 

 

 

入力チェック機能』を参照すること。 

-02 レスポンスデータ生成機能』を参照すること。 
 コントローラ抽象 Bean 定義 

 リクエストを受信するコントローラの親となるコントローラの抽象 Bean

定義を有効化する。詳細はリファレンスの『コントローラ抽象 Bean 定

義』を参照のこと。 

 コーディングポイント 

 ソフトウェアアーキテクトが行うコーディングポイ

制御情報管理クラスの Bean 定義  
 詳細は、『RB-04 制御情報管理機能』を参照すること。

 リクエストデータバインドクラスの Bean 定義 
 詳細は、『RB-01 リクエストデータ解析機能』を参照すること。

 入力チェッククラスの Bean 定義 
 詳細は、『RF-02 

 レスポンスデータ生成クラスの Bean 定義 
 詳細は、『RB
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機能名 RA-02 コントローラ拡張機能 ページ RA-02_05 

 

 Bean 定義サンプル 

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

<!-- ==================== POJOコントローラの定義 ==================== --> 

<!-- コントローラ抽象Bean定義 

property name="ctxSupport" ref="ctxSupport" /> 

</bean> 

、受信リクエスト：XML形式）  

 id="pojoXmlRequestContro true" 

<property name="dataBinderCreator" ref="xmlDataBinderCreator"/> 

、受信リクエス L形式、ビュー：Castor）  

--> 

<bean id="pojoXmlRequestCastorViewController" abstract="true" 

ュー：Velocity）  

<!-- 

<bean id="pojoXmlRequestVelocityViewController" abstract="true" 

parent="pojoXmlRequestController"> 

stNameView" value="true"/>   

（ビジネスロジック：POJO）  

--> 

<bean id="pojoController" abstract="true"> 

  <

  <property name="validator" ref="beanValidator" /> 

<!-- コントローラの抽象Bean定義 

（ビジネスロジック：POJO

--> 

<bean ller" abstract="

parent=" Co roller"> pojo nt

</bean>  

<!-- コントローラの抽象Bean定義 

（ビジネスロジック：POJO ト：XM

parent="pojoXmlRequestController"/> 

<!-- コントローラの抽象Bean定義 

（ビジネスロジック：POJO、受信リクエスト：XML形式、ビ

--> 

<property name="useReque

</bean>  

--> 

…… 

 
 

 業務開発者が行うコーディングポイント 
 リクエストに対応するコントローラの Bean 定義 

 詳細は、『RC-01 ビジネスロジック実行機能』を参照すること。 
 ビジネスロジックの Bean 定義 

 詳細は、『RC-01 ビジネスロジック実行機能』を参照すること。 
 

親として定義されている、Bean

定義を有効にする。 

親として定義されている、Bean

効にする。 定義を有

利用する Bean 定義を有効にす

る。 

利用しない Bean 定義は無効にす

る。 
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機能名 RA-02 コントローラ拡張機能 ページ RA-02_06 

 

 リファレンス 

 ス 構成クラ

 クラス名 概要 

1 TerasolunaControll ラ抽象ク

ラス。

er サービス層のクラスを実行するリクエストコントロー

 

2 BLogicController エストコントロー

ラ。 

BLogic インタフェース実装クラス実行用リク

3 DispatcherServlet 一連の処理フローを実行するサーブレット。

ト

リクエストとコン

ローラのマッピング、コントローラの実行、ビューの生成を

行う。 

4 ServletRequestDat stDataBinder を生成するクラスが実装すべきインタaBinder ServletReque

Creator フェース。 

5 QueryServletReque

inderCreator 

バインドするクラ

ServletRequestDataBinder）を生成する ServletRequestDataBin

stDataB クエリ形式で定義されたリクエストデータを

ス（

derCreator 実装クラス。 

6 XMLServletRequestDataBi

nderCreator 

XML 形式で定義されたリクエストデータをバイ ドするクラス（XMLS

er）を生成する ServletRequestDataBinderCreat

ン

ervletRequestDataBind

or 実装クラス。 

7 ServletRequestData 式のリクエストデータを業務入力 JavaBean にバインドする DBinder クエリ形

ataBinder 継承クラス。 

8 XMLServletRequestDataBi 形式のリクエストデータを業務入力 JavaBean にバインドする S

ervletRequestDataBinder 継承クラス。 nder 

XML

9 BLogic BLogicController を使用するときに、サービス層のクラスが実装すべ

きインタフェース。 

10 ModelAndView ビジネスロジックの実行結果として返却される JavaBean とビューを保

持するクラス。 

11 Validator 入力チェックを行うクラスが実装すべ インタフェース き

 
 

 コントローラ抽象Bean定義 

 デフォルトで用意している、コントローラの抽象 Bean 定義の一覧を示す。 
“1”, “2”, “6”, “10”, “11”, “15”は親となる抽象 Bean 定義である。

例えば、“7”の pojoQueryRequestCastorViewController を使用する場合は、“1”の

pojoController と“6”の pojoQueryRequestController を有効化する必要がある。 

 

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

52



機能名 RA-02 コントローラ拡張機能 ページ RA-02_07 

 

 Bean id ビジネス 

ロジック

受信 
ビュー 

 リクエスト 

1 pojoController POJO - - 

2 pojoXmlRequestController P 式 - OJO XML 形

3 pojoXmlRequestCastorViewController POJO Castor XML 形式 

4 pojoXmlRequestVelocityViewController POJO  Velocity XML 形式

5 pojoXmlRequestDefaultFileDown wC
形式 

DefaultFileDown

loadView 

loadVie

ontroller 
POJO XML

6 pojoQueryRequestController POJO - クエリ形式 

7 pojoQueryRequestCastorViewController POJO  Castor クエリ形式

8 pojoQueryRequestVelocityViewController POJO エリ形式 Velocity ク

9 pojoQueryRequestDefaultFileDo ie
式 

DefaultFileDown

loadView 

wnloadV

wController 
POJO クエリ形

10 blogicController BLogic - - 

11 blogicXmlRequestController  - BLogic XML 形式

12 blogicXmlRequestCastorViewController ML 形式 Castor BLogic X

13 blogicXmlRequestVelocityViewC 形式 Velocity ontroller BLogic XML

14 blogicXmlRequestDefaultFileDo ie
BLogic 

DefaultFileDown

loadView 

wnloadV

wController 
XML 形式 

15 blogicQueryRequestController BLogic クエリ形式 - 

16 blogicQueryRequestCastorViewController BLogic クエリ形式 Castor 

17 blogicQueryRequestVelocityViewController BLogic クエリ形式 Velocity 

18 blogicQueryRequestDefaultFileDownloadVi DefaultFileDown

loadView ewController 
BLogic クエリ形式 

  

 拡張ポイント 

 TerasolunaController は、サービスクラス実行処理の前処理・後処理を実装す

るための拡張ポイントを用意している。 
セッションから JavaBean への反映等

が可能である。 
合、preService()メソッドを、後処理を実装する場合、

ソッドをオーバライドする。 

 関連機能 

 『RA-01 リクエスト・コントローラマッピング機能』 
 『RB-01 リクエストデータ解析機能』 
 『RB-02 レスポンスデータ生成機能』 
 『RB-04 制御情報管理機能』 
 『RC-01 ビジネスロジック実行機能』 

 前処理・後処理を実装することで、

の処理を追加すること

 前処理を実装する場

postService()メ
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ング機能』 
RF-02 入力チェック機能』 

Rich 版）機能網羅サンプル 
 UC111 コントローラ拡張  

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）チュートリアル 

 「2.3 単純なロジック」 

 /webapps/WEB-INF/tutorial-servlet.xml 等 

 備考 

 なし 

 『RD-01 例外ハンドリ

 『

 使用例 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（

 jp.terasoluna.rich.functionsample.controllerex.* 
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 RB-01 リクエストデータ解析機能 

 概要 

 機能概要 

 リクエストデータを JavaBean にバインドする機能である。 

ean にバインド可能なリクエストデータとしては、クエ

XML 形式は、リクエスト に切り替えが可能であり、

よる形式チェックを

の形式エラー情

報を返却することができる。 

 形式チェックを行うデメリットとして、パフォーマンスが劣化する。 

 形式チェックの有無は Bean 定義ファイルに設定し、システムで一意となる。 

 上記設定を行わない場合、デフォルトで形式チェックを行う設定となる。 

この JavaBean はビジネスロジックの引数として利用される。 

 リクエストデータを JavaB
リ形式と XML 形式の２種類がある。 

 クエリ形式と データごと

Bean 定義ファイルにて定義する。 

 リクエストデータが XML 形式の場合のみ、XML スキーマに

行うことができる。 

 形式チェックを行うメリットとして、クライアントに XML
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 概念図 

データバインドクラス

param1=300
param2=100

JavaBean

リクエストデータ

クエリ形式 XML形式

<sum-param>
  <param1>300</param1>
  <param2>100</param2>
</sum-param>

クエリ形式の例

XML形式の例

（１）

（３）

リクエストをバインドした

Javabeanを引数として

ビジネスロジックを実行する

（２）

コントローラ

JavaBean

リクエストデータを

JavaBeanに変換する

形式チェックを

行うことが可能

ビジネスロジック

 

 解説 

(1) コントローラは受信したリクエストデータ

タバインドを実行する。 

Bean定義に従い、ク

とバインド先のJavaBeanを引数に、デー

エリ形式、またはXML形式のデータバインドを切り替える。 

タの形式チェックを行い、JavaBeanに変

 

XML形式のリクエストデータの形式チェック 

F-01 形式チェック機

 クエリ形式のリクエストデータの形式チェック 
Springから標準で提供される機能を用いて形式チェックを行う。詳細は、『コ

ーディングポイント』を参照のこと。 
(3) コントローラはデータバインドで生成されたJavaBeanを引数に、業務ロジックを起

動する。 

2でエラーが返却された場合、コントローラは例外のハンドリングを行う。 

 詳細は、『RD-01 例外ハンドリング機能』を参照のこと。 

(2) データバインドクラスは、リクエストデー

換して返却する。 
形式チェック実行時にエラーが発生した場合、コントローラにエラーを返却する。

 
XMLスキーマによる形式チェックを行う。詳細は、『R
能』を参照のこと。 
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 使用方法 

ラの抽象 Bean

能』を参照のこ

。 

2. 受信リクエストに XML 形式を利用し、形式チェックを行う場合、XML デ

ータの形式チェックを行う SchemaValidator デフォルト実装クラスを定義

する。 

 コーディングポイント 

 ソフトウェアアーキテクトが行うコーディングポイント 

Bean 定義の設定すべきポイントとして、下記の項目が挙げられる。 

1. リクエストを受信するコントローラの親となるコントロー

定義を有効化する。詳細は『RA-02 コントローラ拡張機

と
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pperImpl" /> 

用しない場合） --> 

<bean id="schemaValidator"  

使用する場合） --> 

ss="jp.terasoluna.fw.oxm.xsd.xerces.SchemaValidatorImpl"  

init-method="initNamespaceProperties"> 

  <property name="namespace" value="true

</bean> 

--> 

 

  Bean 定義サンプル 

<!-- OXMapper実装クラスのBean定義サンプル--> 

<bean id="oxmapper"  

class="jp.terasoluna.fw.oxm.mapper.castor.CastorOXMa

 

<!-- SchemaValidatorのBean定義サンプル（※名前空間を使

class="jp.terasoluna.fw.oxm.xsd.xerces.SchemaValidatorImpl"/> 

 

<!-- SchemaValidatorのBean定義サンプル（※名前空間を

<!-- 

<bean id="schemaValidator"  

cla

"/> 

 

 

スキーマ定義ファイルに名前空間

を宣言する場合の設定。 
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ィングポイント 

ト形式に応じて、ソフトウェアアーキテクトが有効にした抽象

n 定義を、親のコントローラに設定する

<!--  

ンプル

class="jp

    parent=" pojoQueryRequestCastorViewController " scope="prototype"> 

  <property name="sumService" ref="sum

an name="/maxController

    class="jp

    parent=" pojoXmlRequestCastorViewController " scope="prototype"> 

    <property name="sumService" ref="sumService"/> 

</bean> 

 業務開発者が行うコーデ

 コントローラの Bean 定義 

受信するリクエス

Bea 。 

リ形式

 Bean 定義サンプル 

コントローラのBean定義サ ( ) 受信リクエスト：クエ

.terasoluna.sample2.web.controller.SumController" 

--> 

<bean name="/sumController" 

    

  Service"/> 

</bean> 

 

<!--  

コントローラのBean定義サンプル(受信リクエスト：XML形式) 

--> 

<be " 

.terasoluna.sample2.web.controller.MaxController" 

ソフトウェアアー

した

キテクトが有効に

抽象 Bean 定義を、クエリ形式の

リクエストデータを受信するコント

に設定する。 ローラ

ソフトウェアアーキテクトが有効に

抽象 Bean 定義を、XML 形式の

リクエストを受信するコントローラ

に設定する。 

した
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String 配列型、

別な定義を行う必要

合、Spring が提

録する必要がある。 

式チェックは自動的に行われる。形式チェックで発

、『リファレンス』を参照すること。 

変換 

型の属性にバイ

変換を行う。 

の属性をフォーマットすることが可能。 

e)); 
ull 値（空文字）の許容 

設定を行う。 

る。 

『リファレンス』を参照する

※入力値に null 値を許容する場合、コンストラクタの引数

llowEmpty に true を設定してプロパティエディタを生成すること。 

例）CustomNumberEditor(Integer.class, true); 
 

データのキー名と、 させること。 

stringArray=aaaaa 

stringArrayList=bbbbb 

stringArrayList=ccccc 

intAllowEmpty= 

 

 クエリ形式の形式チェック・バインド定義 

基本データ型、基本データ型のラッパークラス、String 型、

BigDecimal 型、JavaBean 型の属性にバインドを行う場合、特

はない。ただし、日付型・Collection 型の属性にバインドを行う場

供するプロパティエディタを各コントローラに登

リクエストデータに対する形

生するエラーの詳細は

 プロパティエディタの機能 

 データ型の

リクエストデータの文字列を、Date 型や ArrayList
ンドするために型

 値のフォーマット 

数値型、Date 型

例）new CustomDateEditor( 
SimpleDateFormat("yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss"), fals

 n
入力値として null 値（空文字）を許容するかどうかの

null 値を許容した場合、初期値として null が設定され

本機能に対応するデータ型の詳細は、

こと。 

a

 クエリデータサンプル

クエリ JavaBean の属性名を一致

userId=01 

userName=user1 

member=true 

e=2005registerDat -04-13T10:10:13 

item.id=01 

item.name=item1 

e=1000 item.pric

stringArray=bbbbb 

stringArray=ccccc 

stringArrayList=aaaaa 

数値（Number）型属性にバインドする。 

 

 形式チェック・マッピング対象の JavaBean サンプル（getter,setter は省

略） 

数値型のラッパークラス属性に対し

て、null 値（空文字）を入力する。 

 ArrayList 型属性にバインドする。 

 

JavaBean 属性にバインドする。 

Date 型属性にバインドする。 

String 型属性にバインドする。 

boolean 型属性にバインドする。 

 
String 配列型属性にバインドする。 
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public class SampleDto3 { 

d; 

ll; 

tringList = null; 

private ArrayList<String>  stringArrayList = null; 

er intAllowEmpty;; 

tem2 { 

private int id; 

private String name; 

private int price; 

} 

private int userI 

private String userName; 

private boolean member; 

private Date registorDate = nu

private Item2 item = new Item2(); 

private List<String> s

private Integ

} 

 

public class I
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 コントローラサンプル 

メソッド内にプロパティエディタを登録する。 

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

レンス』を参照のこと。 

er  

extends TerasolunaController<SumParam, SumResult> { 

ate SumService sumService; 

q, ServletRequestDataBinder 

at= new SimpleDateFormat("yyyy-MM-

dd'T'HH:mm:ss"); 

", new 

登録する。 

stringArrayList", new 

ss, false)); 

    // に対して を登録する。 

class, "intTest01", new 

class, true)); 

SumService sumService) { 

  this.sumService = sumService; 

} 

 

ws Exception {

    return sumService.sum(command); 

  } 

} 

initBinder
プロパティエディタの詳細は、『リファ

public class SumControll

  priv

 

  @Override 

  public void initBinder(HttpServletRequest re

binder) { 

    //Date型の属性に対してプロパティエディタを登録する。 

    SimpleDateFormat form

    binder.registerCustomEditor(Date.class, "registerDate

CustomDateEditor(format, false)); 

 

    //ArrayList型の属性に対してプロパティエディタを

    binder.registerCustomEditor(ArrayList.class, "

CustomCollectionEditor(ArrayList.cla

 

Number（数値）型の属性 プロパティエディタ

    binder.registerCustomEditor(Integer.

CustomNumberEditor(Integer.

 

  } 

 

public void setSumService(

  @Override 

  protected SumResult executeService(SumParam command) thro

フォーマットを指定する。 

Date 型のプロパティエディタ。 

Collection 型のプロパティエディタ。 

属性に対して、null 値（空文字）の入

力を許容する場合、引数 AllowEmpty

 

数値型の 

プロパティエディタ。 
に true を設定する。

 

 XML 形式の形式チェック・マッピング定義 

形式チェックに関しての詳細は、『RF-01 形式チェック機能』を、 

マッピングに関しての詳細は、『RB-03 XML-Object 変換機能』を参照するこ

と。 
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 リファレンス 

 ス 構成クラ

 クラス名 概要 
1 jp.terasoluna.fw.web.rich.s

d

ServletRequestDataBinder を生成するクラスが実装すべきインタフェ

pringmvc.bind.creator.S

letRequestDataBin

or 

erv

erCreat

ース。 

2 jp.terasoluna.fw.web.rich.s

a

Da

reator 

クエリ形式で定義されたリクエストデータをバインドするクラスを生成

。 pringmvc.bind.cre

ryServletRequest

erC

tor.Que

taBind

する ServletRequestDataBinderCreator 実装クラス

3 jp.terasoluna.fw.we

pringmvc.bind.cre

LServletReq

b.rich.s

tor.XM

XML 形式で定義されたリクエストデータをバインドするクラス

a

uestDataBinde

を生成

する ServletRequestDataBinderCreator 実装クラス。 

rCreator 

4 jp.terasoluna.fw.we

pringmvc.bind.XM

b.rich

LServle

J

ラス。 

.s

tRequestDataBinder 

XML 形式のリクエストデータを業務入力 avaBean にバインドするク

5 jp.terasoluna.fw.o

er.OXMa

x

pper 

m.mapp Object-XML 変換を行うためのインタフェース。 

6 jp.terasoluna.fw.oxm.mapp Castor の機能を利用して XML-Object 変換を行う

er.castor.CastorOXMapper

OXMapper デフォ

ルト実装クラス。 

Impl 

7 jp.terasoluna.fw.o

chem

x

aValidator 

チェックを行うクラスが実装すべきインタフェー

ス。 

m.xsd.S XML データの形式

8 jp.terasoluna.fw.o

erces.SchemaValid

x 式チェックを行う SchemaValidator デフォルト実装クm.xsd.x XML データの形

atorImp ラス。 

l 

９ java.beans.PropertyEditor プロパティエディタのインタフェース。 

10 java.beans.PropertyEditorS プロパティエディタの基底クラス。 

upport 

11 org.springframework.bean 数値型のプロパティエディタ  

s.propertyeditors.Custom

NumberEditor 

数値型への型変換、値のフォーマット、null 値（空文字）を許容する

設定を行う。 

12 org.springframework.bean

s.propertyeditors.Custom

BooleanEditor 

boolean 型のプロパティエディタ  

boolean 型への型変換、null 値（空文字）を許容する設定を行う。 

13 org.springframework.bean

s.propertyeditors.Custom

Date 型のプロパティエディタ  

Date 型への型変換、値のフォーマット、null 値（空文字）を許容する
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DateEditor 設定を行う。 

14 org.springframework.bean Collection 型のプロパティエディタ  

s.propertyeditors.Custom

CollectionEditor 

Collection 型への型変換を行う、null 値（空文字）を許容する設定を

行う。 

 

 プロパティエディタ 

 バインドするデータ型と、使用するプロパティエディタの一覧を記す。 
 データ型 プロパティエディタ 備考 
1 基本データ型 CustomNumbe ィエディタを設定す

る必要はない。 

。 

rEditor 基本的にはプロパテ

null 値を許容することはできない

2 基本データ型のラッパー

クラス（数値） 

NumberEditor ィタを設定す

る必要はない。 

Custom 基本的にはプロパティエデ

3 プリミティブ型のラ

クラス（boolean） 

oolea ィエディタを設定す

る必要はない。 

ッパー CustomB nEditor 基本的にはプロパテ

4 Date 型 CustomDateEd タを設定する必要

がある。 

itor 必ずプロパティエディ

5 BigDecimal 型 CustomNumberEditor 基本的にはプロパティエディタを設定す

る必要はない。 

6 String なし 設定する必要はなプロパティエディタを

い。 

7 String[] 定する必要はな

い。 

※ただし、配列の利用は非推奨とする。

合、データ件数が

多いと性能が落ちるため。) 

なし プロパティエディタを設

(Castor を利用する場

8 ArrayList CustomCollectionEditor 必ずプロパティエディタを設定する必要

がある。 

9 JavaBean なし プロパティエディタを設定する必要はな

い。 

※プロパティエデ は、 ぞれの Javadoc を参照すること。通常使用

ティ

 エラーコード 

 クエリ形式のリクエストデータの形式チェックエラーが発生した場合に、返

却されるエラーコードの一覧を記す。 

ィタの詳細 それ

しないプロパ エディタは省略している。 

 エラーコード 置換文字列 概要 
1 typeMismatch.byte {属性名, データ型} byte 型と異なるデータ型が入力された場合 

2 typeMismatch.short {属性名, データ型} short 型と異なるデータ型が入力された場合 
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3 typeMismatch.int , 入力された場合 {属性名  データ型} int 型と異なるデータ型が

4 typeMismatch.long {属性名, データ型} long 型と異なるデータ型が入力された場合 

5 typeMismatch.short {属性名, short 型と異なるデータ型が入力された場合 データ型}

6 typeMismatch.bool , 型が入力された場

合 

ean {属性名  データ型} boolean 型と異なるデータ

7 typeMismatch.java.l

te 

, データ型が入力さ

れた場合 

ang.By {属性名  データ型} java.lang.Byte 型と異なる

8 typeMismatch.java.lang.Sh {属性名, java.lang.Short 型と異なるデータ型が入力さ

ort 

データ型}

れた場合 

9 typeMismatch.java.lang.Int {属性名, } java.lang.Integer 型と異なるデータ型が入力さ

eger 

データ型

れた場合 

10 typeMismatch.java.lang.Lo {属性名, } java.lang.Long 型と異なるデータ型が入力さ

ng 

データ型

れた場合 

11 typeMismatch.jav

oat 

a.l データ型が入力さ

た場合 

ang.Fl {属性名, データ型} java.lang.Float 型と異なる

れ

12 typeMismatch.java.lang.Do {属性名

uble 

, るデータ型が入力

された場合 

 データ型} java.lang.Double 型と異な

13 typeMismatch.java.

gDecimal 

, 異なるデータ型が

入力された場合 

math.Bi {属性名  データ型} java.math.BigDecimal 型と

14 typeMismatch.java.lang.Bo {属性名, データ型} java.lang.Boolean 型と異なるデータ型が入力

された場合 olean 

15 typeMismatch.java.util.Dat

e 

{属性名, データ型} java.util.Date 型と異なるデータ型が入力され

た場合 

16 typeMismatch {属性名, データ型} データ型と異なるデータ型が入力された場合

 拡張ポイント 

なし 

 関連機能 

換機能』 

 『RF-01 形式チェック機能』 

 使用例 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）機能網羅サンプル 
 UC102 リクエストデータ分析 

 jp.terasoluna.rich.functionsample.requestanalysis.* 
 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）チュートリアル 

 『RB-03 XML-Object 変
 『RD-01 例外ハンドリング機能』 
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xml 

 /webapps/WEB-INF/tutorial-controller.xml 等 

 

 なし 

 「2.3 単純なロジック」 

 /webapps/WEB-INF/tutorial-servlet.

 備考
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 RB-02 レスポンスデータ生成機能 

 概要 

 機能概要 

 ビジネスロジックから返却された JavaBean をもとにレスポンスデータを生成し、

クライアントに出力する機能である。 

 レスポンスデータの形式としては、XML 形式とバイナリ形式を提供する。 

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

67



機能名 RB-02 レスポンスデータ生成機能 ページ RB-02_02 

 

 概念図 

（１）

コントローラサーブレット

（６）

（４）

実行結果を

JavaBeanとして

返却する。

ビュー
（レスポンスデー

タ生成クラス）

クライアント

ビジネスロジック

JavaBean

ビュー名

JavaBean

（２）

（３）

正常にコントローラが実行された場合、コントロー

ラは、ビジネスロジックが返却したJavaBeanと、

ビュー名を返却する。

コントローラが返却したJavaBean等とレスポンスを

引数に、レスポンスデータ生成処理を実行する。

（７）

JavaBean

レスポンス

（５）

ビュー名をもとに、レスポンスデータ

生成クラスを生成する。

 

 解説 

(1) サーブレット（ディスパッチャサーブレット）はコントロー

(2) コントローラはビジネスロジックを実行する。

ラを実行する。 

 

(4) コントローラは、(3)で返却されたJavaBeanと、ビュー名を返却する。 

(5) サーブレットは、ビュー名をもとに、ビュー（レスポンスデータ生成クラス）を生

成する。ビューに関しての詳 するビュー」を

参照のこと。 

コントローラから例外が返却された場合、例外のハンドリングを行う。 

詳細は、『RD-01 例外ハンドリング機能』を参照のこと。 

(6) サーブレットは、(4)で返却されたJavaBeanをもとに、ビューを実行する。 

(3) ビジネスロジックは、実行結果をJavaBeanとして返却する。 

細は、後述の「TERASOLUNAが提供
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(7) ビューは、引数として渡されたJavaBeanからレスポンスデータを生成して、クライ

NA Server Framework for Java（Rich 版）が提供するビュー 
３つのビューを

 

エストごとに切り替えることが可能であり、用途に応じて使い分け

する際に使用するビュー。 
an を、マッピング定義に従い XML

OLUNA Server 
Rich 版）で自動変換する 2 つの方法がある。 

 
では本ビューを使

 

 

JavaBean を XML に変換すること

変換が可能。 
、送受信でマッピング定義ファイルを共

を減らすことができる。 

通常では削除さ

白を、削除せずに送信できる。 

っている。 

参照のこと。 

ｖｅ”」属性を付与すると XML レスポンス

詳細は『RB-03 XML-Object 変換機能』参照のこと。 

XML 形式のレスポンスデータをクライアントに出力する際に使用するビュー。 
ビジネスロジックから返却された JavaBean を、テンプレートファイルを使用

ポンスデータに変換する。 
本ビューは電文生成時のパフォーマンスに優れ、巨大な XML 形式のレスポ

ンスデータを生成する場合など、性能が要求される局面で使用されることが

想定される。 

例外発生時のレスポンスデータは、本ビューを使用して生成される。詳細は、

アントに出力する。 

 
 TERASOLU

TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）では、以下の

用意している。

ビューはリク

る。 
 Castor ビュー 

XML 形式のレスポンスデータをクライアントに出力

ビジネスロジックから返却された JavaBe
データに変換するか、マッピング定義を省略して TERAS
Framework for Java（

RB-03 XML-Object 変換機能』参照のこと。詳細は『

XML 形式のレスポンスデータを生成する場合、通常の場面

用することが推奨される。 
本ビューを使用するメリット・デメリットを以下に挙げる。

 メリット 

 マッピング定義ファイルの形式が分かりやすく、修正も容易。

 マッピング定義をもとに、確実に

ができる。 

 JavaBean と XML データの相互

クライアントが Java の場合

用することができ、定義ファイルの量

 マッピング定義を省略可能。 

 電文に「xml:ｓｐａｃｅ＝”ｐｒｅｓｅｒｖｅ”」属性を付与すると

れてしまう空

デフォルトで付与するようにな

詳細は『RB-03 XML-Object 変換機能』

 デメリット 

 Velocity ビューと比べると、パフォーマンスの面で劣る。 

 電文に「xml:ｓｐａｃｅ＝”ｐｒｅｓｅｒ

の整形が行えない。 

デフォルトで付与するようになっている。 

 Velocity ビュー 

して、XML 形式のレス
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『RD-01 例外ハンドリング機能』を参照のこと。 

を使用するメリット・デメリットを以下に挙げる。 

に分かりやすい。 

フォーマンスの面で優れている。 

ML 形式に限らず、CVS 形式、HTML 形式などのテキストデータ

ため、生成される XML デ

ドビュー 
アントにファイルを送信する際に使用するビュー。 

イナリデータをレス

ルバ 

er 実装クラス）を持つ。 

ー名に対応する

場合は、null を返却する。 

ViewResolver 実装クラスには優先度を設定することができる。 

 優先度の変更を行うことは可能だが、デフォルトで用意されている３つのビ

ューを使用する場合、特に変更する必要はない。 

 VelocityViewResolverEx には優先度を設定することができないので、検索され

る順番が必ず最後になる。 

本ビュー

 メリット 

 テンプレートファイルから生成される電文が視覚的

 Castor ビューと比べ、パ

 X
を自由に生成することができる。 

 デメリット 

 生成される電文の妥当性が保障されない

ータに対し妥当性検証を行う必要がある。 

 ファイルダウンロー

クライ

ビジネスロジックから返却された JavaBean をもとに、バ

ポンスデータに設定する。 

 ビューリゾ

各ビューは、それぞれビューリゾルバ（ViewResolv
ビューリゾルバは、与えられたビュー名を解決できる場合、ビュ

ビューを返却する。ビュー名が解決できない

 ビューの優先度 
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 使用方法 

い、JavaBean を XML データに変換する。 

ングポイント 

る。 

Resolver 
ためのビューリゾルバ。 

Castor ビュー

用される  

ィを 定する。 

 コーディングポイント 

 Castor ビューのコーディングポイント 

マッピング定義に従

 ソフトウェアアーキテクトが行うコーディ

Bean 定義の設定すべきポイントとして、下記の項目が挙げられ

1. CastorView
Castor ビューを生成する

コントローラにビューの設定を行わない場合、デフォルトで

が使 。

以下のプロパテ 設

 プロパティ名 必須 デフォルト値 概要 

1 cache × true ッシュを行う場合は true。 ビューのキャ

2 requestContextAt

tribute 

テキストの名前。 

エストコンテキ

トをレスポンスデータ生成に使用する場

がある。 

○ - リクエストコン

実際に Castor ビューでリク

ス

合は、拡張を行う必要

3 contentType × “tex

et=ISO-8859-1

ド。 t/html; chars

” 

レスポンスの文字コー

4 order  × Integer.MAX_V

ALU

ビューが使用される優先度。値の小さい方

。 

デフォルト値は Integer.MAX_VALUE の

に使用される。同一の値が複

数ある場合、ビューが使用される順番はラ

ンダムになるので、設定することを推奨す

E が早く使用される

ため、最後

る。 

5 oxmapper ○ - OXMapper 実装クラスを設定する。 

2. CastorOXMapperImpl 
Castor の機能を用い、JavaBean を XML に変換するためのクラス。 

詳細は『RB-03 XML-Object 変換機能』を参照のこと。 

3. コントローラの抽象定義 

Castor ビューを使用する各コントローラで、共通的に使用される親のコン

定義を有効化する。詳細は『RA-02 コントローラ拡

 

 

トローラの抽象 Bean

張機能』を参照のこと。
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ル 

.rich.springmvc.servlet.view.castor. 

tAttribute" valu

text/xml;charset=UTF-8" /> 

  <property n /> 

pper

    class="jp.terasoluna.fw.oxm.mapper.castor.CastorOXMapperImpl"> 

<property name="preserveWhitespaceAtMarshal" value="false" /> 

</bean> 

 Bean 定義ファイルサンプ

<!-- ビューリゾルバ Castor のBean プル --> 

iewResolve

定義サン

<bean id="castorV r"  

    class="jp.terasoluna.fw.web

    CastorViewResolver"> 

  <property name="cache" value="true" /> 

  <property name="requestContex

property name="contentType" value="

e="rc" /> 

  <

ame="order" value="2" 

  <property name="oxmapper" ref="oxma "/> 

</bean> 

 

<!-- オブジェクト-XML変換クラスのBean定義サンプル --> 

<bean id="oxmapper" 

ViewResolver 実装クラス。 

ビューのキャッシュ。

 

 

OXMapper 実装クラスを設定する。 

レスポンスの文字コード。

リクエストコンテキストの名前。

ビューが使用される優先度。 

false にすることで xml-preserve 属性

を付与しなくなる。 

接頭接尾の空白・改行が保持できな

くなるが、XML を整形できる。 
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 業務開発者が行うコーディングポイント 
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返却される JavaBean ごとに、テンプレートファイルを

Bean 定義 

 

POJO、レス

式が XML であることを想定し、上記ソフトウェ

an 定義された

CastorViewController を親のコントローラに設定す

ビュー：Castor) --> 

    class="jp.terasoluna.sample2.web.controller.SumController" 

    parent="pojoXmlRequestCastorViewController" scope="prototype"> 

ervice" ref="sumService"/> 

ビジネスロジックから

生成する必要がある。 

 コントローラの

Castor ビューを使用するコントローラの Bean 定義を行う。

 Bean 定義サンプル 

リクエストデータの形式が XML、ビジネスロジックが

ポンスデータの形

アアーキテクトのコーディングポイントで Be

pojoXmlRequest

るサンプルを以下に記す。 

<!-- コントローラのBean定義サンプル(受信リクエスト：XML形式 

<bean name="/sumController" 

  <property name="sumS

</bean> 

 

 

 マッピング定義ファイルの作成 

ビジネスロジック

ァイルを生成し、JavaBean と同じパスに配置す

親のコントローラを設定する。 

から返却される JavaBean に対応するマッピング定義フ

る。 

ッ ク か ら 返 an の サ ン プ ル

pleDto”と、 マッピング定義ファ

 

L-O
 sample.dto.SampleD ,adder は省略） 

  private int userid; 

  private String username; 

Item> item; 

 マッピング定義ファイルのサンプル 

却 さ れ る JavaBe
それに対応する

ビ ジ ネ ス ロ ジ

Sam“sample.dto.

イルを以下に記す。

詳細は、『RB-03 XM bject 変換機能』を参照のこと。 

to（getter,setter
package sample.dto 

public class SampleDto { 

  private List<

} 

ビジネスロジックから返

却される JavaBean。 

JavaBean の配列。List 型や Map 型のマッピ

ングも可能。  

 sample.dto.Item（getter,setter,adder は省略） 
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le.dto 

Item { 

id; 

  private String name; 

  private int price; 

} 

package samp

public class 

t   private in

ビジネスロジックに格納

される JavaBean。 

 

74



機能名 RB-02 レスポンスデータ生成機能 ページ RB-02_09 
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上記 JavaBean サンプルに対応するマッピング定義ファイルサン

LUNA Server Framework 
変換可能。 

 

xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

EXOL ing DTD Version 

b.org/mapping.d

 

    <field name="username" type="string"> 

      <bind-xml name="user-name" 

</field> 

type="sample.dto.Item" collection="arraylist" 

tem"> 

="int"> 

ement"/> 

field> 

<field name="name" type="string"> 

ml name="name" node="element"/> 

    </field> 

    <field name="price" type="int"> 

      <bind-xml name="price" node="element"/> 

    </field> 

  </class> 

</mapping> 

 
プル 
※マッピング定義を省略して TERASO
for Java（Rich 版）で自動

詳細は『RB-03 XML-Object 変換機能』参照のこと。

<?

<!DOCTYPE mapping PUBLIC "-// AB/Castor Object Mapp

1.0//EN" 

"http://castor.exola td"> 

"> 

<mapping> 

  <class name="sample.dto.SampleDto

    <map-to xml="sample-dto"/> 

    <field name="userid" type="int">

<bind-xml name="user-id" node="element"/>       

    </field> 

node="element"/> 

    

    <field name="item" 

/> 

 

  </class> 

 

  <class name="sample.dto.I

    <map-to xml="item"/> 

    <field name="id" type

      <bind-xml name="id" node="el

    </

    

      <bind-x

 

 
 

SampleDto クラスの定義。 

XML データの要素名を指定す

る。class 要素には map-to 要

field 要素には bind-xml 要

素で指定する。 

素、

繰り返し要素は 

配列で定義する。 

XML デ ー タ の item 要 素 と

sample.dto.Item クラスを関連付ける。 

sample.dto.Item クラスの定義。 
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上記 JavaBean と、マッピング定義のサンプルから生成される

クラスの の値が格納されていることと

 
XML 
それぞれの 属性に、以下

する。 

 クラス 属性 値 
1 sample.dto.SampleDto rid 0001 use

2 sample.dto.SampleDto name satou user

3 sample.dto.Item[0] id 123 

4 sample.dto.Item[0] name item1 

5 sample.dto.Item ce 300 [0] pri

6 sample.dto.Item[1] id 124 

7 sample.dto.Item[1] name item2 

8 sample.dto.Item[1] price 100 

 

 生成される XML 形式のレスポンスデータ

</user-name> 

</sample-dto> 

 

<sample-dto> 

</user-id>   <user-id>0001

  <user-name>satou

  <item> 

    <id>123</id> 

1</name>     <name>item

    <price>300</price> 

/item> 

> 

    <price>100</price> 

  <

  <item

    <id>124</id> 

    <name>item2</name> 

  </item> 

 
※ マッピング定義を省略してTERASOLUNA Server Framework for 
Java（Rich版）で自動変換する場合、Bean名からXML要素名を生成で

きる。 

詳細は『RB-03 XML-Object変換機能』参照のこと。

マッピン

た、samp

グ定義で指定し

le.dto.SampleDto ク

ラスに対応する要素名。 

マッピング定義で指定し

Item クラスに

素名。 

た、sample.dto.

対応する要

各クラスの属性に格納され

た値が、マッピングされ

る。 
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テクトが行うコーディングポイント 

 
ュ 生 の ocityViewResolver 拡張クラス。 

のプロ ィ 定する。

 Velocityビュー 

 ソフトウェアアーキ

以下の項目のBean定義を行う。 

1. VelocityViewResolverEx
Velocity ビ ーを 成するため Vel
以下 パテ を設  

 プロパティ名 ォルト値 概要  必須 デフ

1 cache × true ュを行う場合は true。 ビューのキャッシ

2 requestContextAt

tribute 

○ - ここで設定した名前を通じて、テンプレートフ

したリクエストコンテ

できる。 

 

ontextAttribute に文字列“rc”を

、テンプレートファイルにおい

r に対応するエラーメッセージを

記述。 

r)} 」 

ァイルから、ビューが生成

キストにアクセスすることが

例）requestC

設定した場合

て、変数 erro

取得する場合の

「 ${rc.getMessage($erro

3 prefix テンプレートファイルの接頭辞。 × 空文字 

4 suffix × 空文 テンプレートファイルの接尾辞。 字 

5 encoding × “ISO 字コード。 -8859-1” テンプレートファイルの文

6 contentType × “tex ars

et=ISO-8859-1” 

レスポンスヘッダに設定される Content-Type

（文字コード）。 

t/html; ch

 

7 exposeSpringMac

roHelpers 

× false 

rue。 

VelocityTool など、マクロを使用する場合は t

8 toolboxConfigLo

cation 

×  VelocityTool を使用するときの設定ファイル

の場所。 

2. VelocityConfigurer
Velocity の環境をセットアップするクラス。 
テンプレートファイルを配置するパスを設定する。

 

 
※テンプレートファイルの名前は、「VelocityViewResolverEx の prefix 属

性の値 ＋ リクエスト名 ＋ VelocityViewResolverEx の suffix 属性の値」

の式で求められる。 

3. コントローラの抽象定義 

Velocity ビューを使用する各コントローラで、共通的に使用される親コン

トローラの抽象 Bean 定義を有効化する。詳細は『RA-02 コントローラ拡

張機能』を参照のこと。 
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 Bean 定義ファイルサンプル 

ートファイルが ているルートパスに基づいて

アップするBean定義サンプル。 

 class="org.springframework.web. figurer"> 

  <property name="resourceLoaderPat  

ゾルバのBean定義サンプル -->

.ric gmvc.servlet.view.velocity. 

property name="encodi TF-8" /> 

value="text/xml;charset=UTF-8" /> 

  <property ame="exposeSpringMacroHelpers" value=”true”/> 

  <property value="/WEB-INF/velocity/toolbox.xml"/>

</bean> 

 

 

<!-- 

テンプレ 配置され 、 

Velocity環境をセット

--> 

<bean id="velocityConfig" 

   servlet.view.velocity.VelocityCon

h" value="/WEB-INF/velocity/" />

</bean> 

 

 

<!-- Velecityビューリ  

<bean id="velocityViewResolver" 

    class="jp.terasoluna.fw.web h.sprin

    VelocityViewResolverEx"> 

  <property name="requestContextAttribute" value="rc" /> 

  <property name="prefix" value="" /> 

  <property name="suffix" value=".vm" /> 

  < ng" value="U

  <property name="contentType" 

n

name="toolboxConfigLocation" 

Velocity 環境を 

ットアップするクラス。 セ

ここで定義したパス配下に、生成した

 Velocity テンプレートファイルを配置する。

 

テンプレートファイルの文字コード。 

接頭辞。 

Velocity ビューを生成するための ViewResolver 実装クラス。

リクエストコンテキストの名前。

接尾辞。 

レスポンスの文字コード。

マクロの使用。

VelocityTool の設定ファイル 
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ングポイント 

ラとして、ソフトウェアアーキテクトが抽象定義し

ラを設定する。 

ックが POJO、

ソ

Bean 定義

tVelocityViewController を親のコント

ローラに設定するサンプルを以下に記す。 

an定義サンプル 

    class="jp.terasoluna.sample2.web.controller.SumController" 

    parent="pojoXmlRequestVelocityViewController" scope="prototype"> 

  <property n ref="sumService"/> 

 業務開発者が行うコーディ

 コントローラの Bean 定義 

親のコントロー

た、Velocity ビューを使用するリクエストコントロー

 Bean 定義サンプル 

リクエストデータの形式が XML、ビジネスロジ

レスポンスデータの形式が XML であることを想定し、上記

フトウェアアーキテクトのコーディングポイントで

された pojoXmlReques

<!-- コントローラのBe

(受信リクエスト：XML形式 ビュー：Velocity)  

--> 

<bean name="/sumController" 

ame="sumService" 

</bean> 

 

 

 

 Velocity テンプレートファイルの生成 

各コントローラに対応するテンプレートファイル

記ソフトウェアアーキテクトの Bean 定義より

に配置する。 

jp.terasoluna.fw.web.rich.springmvc.Constants ク

ERRORCODE_KEY 属性に設定された値（

“ret”）を通じて、ビジネスロジックから返却さ

にアクセスすることができる。例えば、ERROR
値が“ret”の場合、変数 ret で、ビジネスロジック

れた JavaBean にアクセスすることができる。 

VelocityViewResolverEx の requestContex
れた値を通じて、ビューが生成したリクエスト

アクセスする

親のコントローラを設定する。 

を生成し、上

指定されたパス

ラ ス の

デフォルトは

れた JavaBean
CODE_KEY の

から返却さ

tAttribute 属性に設定さ

コンテキストに

ことができる（上記ソフトウェアアーキテクトの

Velecity ビューリゾルバの Bean 定義サンプル参照のこと）。

requestContextAttribute の値が“rc”の場合、変数 rc でリクエス

トコンテキストにアクセスできる。 

※リクエストコンテキストを使用することで、メッセージリソ

外オブジェクトへのアクセスが容易になる。 

メッセージリソースの取得方法は、『RG-01 DB メッセージ機

能』を参照のこと。 

ースや例
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の属性 result に
納されている場

す。 

の prefix 属性の

に空文字、VelocityViewResolverEx の suffix 属性の値に“.vm”、

れていること

prefix＋リクエ

数“rc”）の getMessage
ッドを実行し、メッセージリソースから“message.sample”

sage.”と属性

le”）の値を文字列連結してキーとする） 

xml version="1.0

  Ans. ${ret.result}

 

</body> 

 テンプレートファイルサンプル 

以下に、ビジネスロジックが返却する JavaBean
数値 300 が、属性 code に文字列“sample”が格

合についてのテンプレートファイルのサンプルを記

リクエスト名が“sum”、VelocityViewResolverEx
値

requestContextAttribute 属性の値に“rc”が設定さ

とする。 

この場合、ファイル名は“sum.vm”となる。（「

スト名＋suffix」） 

3 行目で、属性 result の値を表示する。 

4 行目で、リクエストコンテキスト（変

メソ

のキーに対応する値を取得して表示する。（“mes
code（“samp

 sum.vm 
<? " encoding="utf-8" ?> 
<body> 

<br> 

  Msg. ${rc.getMessage("message.${ret.code}")}

 

 

 プロパティファイルサンプル（errors.properties.sjis） 
sample サンプル用のメッセージ message. =

 

 上記サンプル（s レスポンスデータ 
<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 

  Ans. 300<br> 

  Msg. ジ 

</body> 

um.vm）から生成される

<body> 

 サンプル用のメッセー

   

変数 ret に、ビジネスロジ

れた JavaBean が格納されている。

ックから返却さ

 

プロパティファイルに「“message”+JavaBean の属性

たメッセージを取得すcode の値」のキーで格納され

属性 result に格納されていた数値 300

に置換される。 

“message.sample”のキーで取得され

たメッセージに置換される。 
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 特殊文字のサニタイジング（無害化） 

Velocity ビューを使用して XML 電文を生成する場合、xml 形式の特殊文字を

ープする必要がある。 

&lt; 

uot; 

 &     ⇒ &amp; 

レスポンスデータに上記の特殊文字が入る可能性がある場合、 

TERASOLUNA では VelocityTool を使用してエスケープを行う。 

記述方法は以下の通りである。 

以下のようにエスケ

 <   ⇒ 

 “    ⇒  &q

 ]]>  ⇒ ]]&gt; 

 

$esc.xml(エスケープ対象の文字列) 

 

以下はテンプレートファイルの例である。 

 

" encoding="utf-8" ?> <?xml version="1.0

<body> 

  *********** Velocity Sample ***********<br> 

   

  Ans. $esc.xml(${ret.result}) 

</body> 

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 
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 ファイルダウンロードビュー 

ソフトウェアアーキテクトが行うコーデ

 AbstractFileDownloadView 継承クラスの生成 

TERASOLUNA Server Framework for Java（

ィングポイント 

Rich 版）が提供するファイルダウ

であるため、以

装する必要がある。 

するメソッド 

ean は、引数の model オブジ

得することが

サブクラスサンプル 

eName に格納さ

を行う機能を持

ラスのサンプルを以下に記す。 

vaBean の directoryName
属性が“/tmp”、fileName 属性が“sample.pdf”の場合、“/tmp/”フォ

ルダ配下に配置された “sample.pdf”という名前のファイルがダウ

ンロードされる。 

 サブクラスサンプル（SampleFileDownloadView.java） 

ンロードビュー（AbstractFileDownloadView）は、抽象クラス

下のメソッドを、サブクラスで実

1. ダウンロードするファイル情報（入力ストリーム）を取得

2. レスポンスヘッダを追加するメソッド 

 ビジネスロジックから返却された JavaB
ェクトから、Constants.RESULT_KEY をキーとして取

できる。 

 ファイルダウンロードビューの

ビジネスロジックから返却された JavaBean の属性 fil
れたファイル名をもとに、ファイルのダウンロード

ったサブク

例えば、ビジネスロジックから返却された Ja

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 
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public class SampleFileDownloadView extends oadView { 

getInputStream( 

s text(); 

    filePath = result.directoryName + File.separator + result.fileName; 

 

turn context.getResource(filePath).openStream(); 

( 

request,  

      HttpServletResponse response) { 

    Object result = model.get(Constan

ntent-Disposition", 

lename=" + result.fileName); 

 AbstractFileDownl

 

  @Overrid

  protected InputStream 

      Map model,  

e 

      HttpServletRequest request)  

      throws IOException { 

    Object result = model.get(Constants.RESULT_KEY); 

    ServletContext context = request.getSe sion().getServletCon

    re

  } 

 

  @Override 

  protected void addResponseHeader

      Map model, HttpServletRequest 

ts.RESULT_KEY); 

    response.addHeader("Co

    "attachment;fi

  } 

} 

 

 ResourceBundleViewResolver の Bean 定義 

1  dl R
Velocity ビューを生成するために、使用するビューリゾルバ。 

Reso undleViewR はプロパティファイル等のメッセージリソー

スを使用して、ビュー名と使用するビューを対応付ける。 

メッセージリソースに「ビュー名＝ビュークラス名」で定義する。 

以下のプロパティを設定する。 

. ResourceBun eView esolver 

urceB esolver

 プロパティ名 必須 デフォルト値 概要 

1 basename “v ラスの関連が記述さ

スの名前を設定す

例）basename の値が“views”の場合、v

iews.properties から、ビュー名とビュー

クラスの関連情報を取得する。 

× iews” ビュー名とビューク

れたメッセージリソー

る。 

2 order  × Integer.MAX_

VALUE 

ビューが使用される優先度。 

デフォルト値は Integer.MAX_VALUE

のため、最後に使用される。同一の値

が複数ある場合、ビューが使用される

ファイルダウンロード

ビューを継承する。 

ファイルデータを返却するメソッド。

ビ

れた

ジネスロジックから返却さ

JavaBean を取得する。 

ダウンロードするファイ

ディレクトリ名と

ファイル名を取得する。 

ルの、

レスポンスヘッダを追加するメソッド。

ダウンロードするファイル名

ダに設定する。 をヘッ
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順番はランダムになるので、設定するこ

とを推奨する。 

 

2. コントローラの抽象定義 

ファイルダウンロードビューを使用する各コントローラで、共通的に使

トローラを抽象定義する。 

名を設定する。 

、ビジネスロジックが POJO、レ

バイナリであるコントローラから継承されるこ

下に記す。 

のBean定義サンプル

solver"  

org.springframework.web.servlet.view.ResourceBundleViewResolver"> 

  <property name="basename" "/> 

Bean  

（受信リクエスト：クエリ形式、ビジネスロジック：POJO 

<bean id="pojoXmlRequestDefaultFileDownloadViewController"  

    abstract="true" 

    <property name="viewName" value="FileDownloadSample" /> 

</bean>  

 

 

用する親コン

viewName 属性に、メッセージリソースに定義したビュー

 Bean 定義サンプル 

リクエストデータの形式がクエリ形式

スポンスデータの形式が

とを想定した、親コントローラを抽象定義するサンプルを以

<!-- ファイルダウンロードビューリゾルバ --> 

<bean id="fileDownloadViewRe

    class="

value="views

1" />   <property name="order" value="

</bean> 

 

 

コントローラの抽象 定義サンプル<!-- 

--> 

parent="pojoXmlRequestController"> 

取得するメッセージリソースの名前。 

ビューが使用される優先順位。 

XML 形式のリクエストデータをバ

インドするコントローラの抽象定

義。詳細は『RB-01 リクエストデー

タ解析機能』を参照のこと。 
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.properties） 

ーを対応付ける。 

付加するのはSpringフレームワークの仕様。) 

FileDownloadSample.class=jp.terasoluna.rich.functionsample.response.vie

 プロパティファイルサンプル（views
## この設定ファイルでビュー名と使用するビュ

## 書式は、<ビュー名>.class=<使用するビュー>となる。 

## (.classを

w.FileResponseView 

 

 業務開発者が行うコーディングポイント 

 コ

ビュー名と使用するビューを対応付ける。

ントローラの Bean 定義 

ラとして、ソフトウェアアーキテクトが抽象定義した、

ローラを設定

リ形式、ビジネスロジックが POJO、

の形式がバイナリであるコントローラを想定し、

クトのコーディングポイントで Bean 定義

された pojoQueryRequestVelocityViewController を親のコントロー

class="jp.teraoluna.rich.functionsample.response.controller.ResponseControll

er" 

  parent="pojoQueryRequestVelocityViewController" scope="prototype"> 

    <property name="responseService" ref="responseService"/> 

</bean> 

 

親のコントロー

ファイルダウンロードビューを使用するリクエストコント

する。 

 Bean 定義サンプル 

リクエストデータの形式がクエ

レスポンスデータ

上記ソフトウェアアーキテ

ラに設定するサンプルを以下に記す。 

<!-- コントローラのBean定義サンプル --> 

<bean name="/velocityResponseController"      
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 リファレンス 

 ス 構成クラ

 クラス名 概要 
1 org.springframework.web.serv を生成するlet.View Spring が提供する、HTTP レスポンスデータ

クラスが実装すべきインタフェース 

2 org.springframework.web.servlet.View ビュー名に対応するビューを返すクラスが実装すべきイ

Resolver ンタフェース。 

3 jp.terasoluna.fw.web.rich.spr vc.se

rvlet.view.castor.CastorView 

Castor を利用して HTTP レスポンス生成を行うクラス。 ingm

4 jp.terasoluna.fw.web.rich.spring

rvlet.view.castor

mvc.se

esolver 

ビューを生成するための

ス。 .CastorViewR

Castor ViewResolver 実装クラ

合、Castor ビューを

 

ビュー名が空文字、または Null の場

使用する。

5 org.springframework.web.se

velocity.VelocityView 

r て HTTP レスポン

ス生成を行うクラス。 

vlet.view. Spring が提供する、Velocity を利用し

６ org.springframework.web.servlet.view. Velocity Vi

velocity.VelocityViewResolver ewResolver 実装クラス。 

Spring が提供する、 ビューを生成するための

７ jp.terasoluna.fw.web.rich.spr

r

dView 

る際に利用する View

本クラスを継承したビューを生成するために、ResourceB

ingmvc.se バイナリファイルをダウンロードす

rvlet.view.filedownload.Abst

wnloa

actFileDo 抽象クラス。 

undleViewResolver を使用する。 

8 org.springframework.web.se

ResourceB

r e

undleViewResolve

義をもとに、

er 実装クラス。 

vlet.vi w.

r 

Spring が提供する、プロパティファイルの定

ビューを生成するための ViewResolv

9 org.springframework.web.ser

tcherServlet 

る、一連の処理フローを実行するサーブ

レット。 

コントローラから返却されたビュー名と対応するビューを

生成し、レスポンスデータ生成処理をビューに委譲する。

vlet.Dispa Spring が提供す

10 org.springframework.web.servlet.suppo

rt.RequestContext 

Spring が提供するコンテキストクラス。本クラスを使用す

ることで、メッセージリソースや例外オブジェクトへ容易に

アクセスすることが可能となる。 
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 拡張ポイント 

的に付与したい

を追加することができる。 
（サンプルでは、HTTP レスポンスに名称「header01」、値「abc」のレスポンスヘ

メソッドをオー

イドし、HTTPレスポンスのヘッダ追加処理を実装する。 

CastorV View クラスのサンプル（CastorViewEx.java） 
p

public class CastorViewEx extends

る。 

* レスポンスヘッダを追加する場合、このメソッドをオーバライドする。 

*/ 

erride 

protected void addResponseHeader(Map model,  

           HttpServletRequest request, HttpServletResponse response) { 

response.addHeader("header01", "abc");
} 

} 

(1) レスポンスヘッダの追加（CastorViewを使う場合） 

以下の手順に従った拡張を行うことで、アプリケーションで共通

レスポンスヘッダ

ッダを追加している） 

  

手順１：CastorViewクラスを継承したクラスを作成する。addResponseHeader
バーラ

 
iew を継承して作成した拡張

ackage sample.view; 

(import 文は省略) 

 CastorView { 

/** 

* レスポンスヘッダを追加す

* 

* @param model 業務処理の結果 

* @param request HTTP リクエスト 

* @param response HTTP レスポンス 

@Ov

 

 
 

CastorView クラスを継承する 

addResponseHeader メソッドを 

する オーバーライド

レスポンスヘッダの追加処理を

実装する 
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うに修正し、手順１

クラスの完全修飾名を  
 

イルのサンプル（/webapps/WEB-INF/blank-servlet.xml） 

手順２：Bean 定義ファイルの CastorViewResolver 定義を以下のよ

View viewClass プロパティに記述する。で作成した拡張

Bean 定義ファ

･･･（中略）･･･ 

<!-- Castor用ビューリゾルバ --> 

  <bean id="castorViewResolver"  

      class="jp.terasoluna.fw.web.rich.springmvc.servle ver"> t.view.castor.CastorViewResol

    <property name="cache" value="true"/> 

    <property name="requestContextAttribute" value="rc"/> 

    <property name="contentType" value="text/xml;charset=UTF-8"/> 

    <property name="order" value="2"/> 

    <property name="oxmapper" ref="oxmapper"/> 

< y name="viewClass" value="sample.view.CastorViewEx"/> propert

  </bean> 

･･･（中略）･･･ 

viewClass プロパティを追加する 

 
 
 

 関連機能 

 『RA-02 コントローラ拡張機能』 

 

（Rich 版）機能網羅サンプル 
 

 jp.terasoluna.rich.functionsample.response.* 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）チュートリアル 

 「2.3 単純なロジック」 

 /webapps/WEB-INF/tutorial-servlet.xml 

 /webapps/WEB-INF/tutorial-controller.xml 

 /webapps/WEB-INF/velocity/* 等 

 備考 

 なし 

 『RB-03 XML-Object 変換機能』 
  『RD-01 例外ハンドリング機能』

 『RC-01 ビジネスロジック実行機能』

 使用例 

 TERASOLUNA Server Framework for Java
 UC103 レスポンスデータ生成
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 RB-03 XML-Object変換機能 

 概要 

 機能概要 

 XML と JavaBean の相互変換を行う機能である。 

L 形式のリクエ

、JavaBean から XML 形式のレスポンスデータへ

の変換を行う。 

TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）のデフォルト実装では、

Castor の機能を用いて変換を行う。 

 概念図 

TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）において、XM
ストデータから JavaBean、及び

 

 

場合 
のリクエストデ

RB-01  
 XML-Object変換クラスは、マッピング定義に従い、JavaBeanをXML形式のレ

（マーシャル） 
 

2. マッピング定義を記述しない場合 

 XML-Object 変換クラスは、TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich

版）が XML 形式のリクエストデータを対象の JavaBean に自動変換する。（ア

ンマーシャル） 

 解説 

1. マッピング定義を記述する

 XML-Object変換クラスは、マッピング定義に従い、XML形式

ータを対象のJavaBeanに変換する。（アンマーシャル） 
『 リクエストデータ解析機能』で使用される。

スポンスデータに変換する。

『RB-02 レスポンスデータ生成機能』で使用される。

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 
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ラスは、JavaBean を XML 形式のレスポンスデータに自動

変換する。（マーシャル） 

 

る場合、Bean 定義ファイルに XML-

タ解析機能』を参照のこと。 

義ファイルに設定

 

ァイル名を、リクエストデータのバインド先の

置する。 

マ定義ファイル

はクラスパス上の「sample/SampleDto2.xml」ファイルとなる。 

3. 名前空間を宣言する。（オプション） 

スキーマ定義ファイルで名前空間を宣言した場合は、マッピング定義ファイ

ルでも名前空間を宣言する。スキーマ定義ファイルに関しての詳細は、『RF-

01 形式チェック機能』を参照すること。 

 

 XML-Object 変換ク

 

 使用方法 

 コーディングポイント

 XML-Object 変換クラスの Bean 定義 

XML 形式のリクエストデータをバインドす

Object 変換クラスの設定を行う。 

 詳細は、『RB-01 リクエストデー

 XML と JavaBデータ ean のマッピング定義(オプション) 

XML データと JavaBean の相互変換を行う場合、マッピング定

すべきポイントとして、下記の項目が挙げられる。 

1. XML データと JavaBean のマッピングを定義する。

2. マッピング定義ファイルのフ

JavaBean の“クラス名 + .xml”にして、同じディレクトリに配

例）JavaBean が「sample.SampleDto2」クラスの場合、スキー
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い場合のサンプル 

データサンプル 

12:34:56</registorDate> 

 名前空間を宣言しな

 XML
<SampleDto2> 

  <userId>25</userId> 

ラソルナユーザ</name>   <name>テ

  <item> 

      <id>1</id> 

      <name>item1</name> 

ce>1000</price> 

id> 

  </item> 

07-06-01

      <pri

  </item> 

  <item> 

      <id>2</

      <name>item2</name> 

ice>2000</price>       <pr

  <member>true</member> 

  <registorDate>20 T

</SampleDto2> 

 
,se ,adder は省略） 

 itemList = new ArrayList<Item2>();  

public class Item2 { 

private int id; 

private String name; 

private int price; 

} 

 マッピング対象の JavaBean サンプル（getter tter
public class SampleDto2 { 

private int userId; 

private String name;  

t<Item2>

n member;  

 registorDate

} 

 

private  Lis

private boolea

private Date ; 

ルート要素に

JavaBean

1 つの 

を対応させる 

子要素が存在する要素に

1 つの JavaBean を対応さ

せる。 

繰り返し要素は

定義する。 

List で 

 

91



機能名 RB-03 XML-Object 変換機能 ページ RB-03_04
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ング定義された順番に

「<userId> → <name> → <item>」の順番で、 
 XML の要素が出力される。 

 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"

pping DTD Version 

rvice.bean.SampleDto2"> 

p-to 

ang.Integer"> 

"element" /> 

" node="element" /

eld name="item" 

ple.s

 /> 

el Boolean"> 

"java.ut ate"> 

e" node="element" /> 

ield> 

"> 

ger"> 

bind-xml name="id" node="element" /> 

field> 

ield name="name" type="java.lang.String"> 

<bind-xml name="name" node="element" /> 

</field> 

<field name="price" type="java.lang.Integer"> 

<bind-xml name="price" node="element" /> 

</field> 

</class> 

</mapping> 

 マッピング定義ファイルサンプル 

※オブジェクトを XML に変換する場合、マッピ

れる。 XML の要素が出力さ

例えば、下記コードの場合、

?> 

<!DOCTYPE mapping PUBLIC "-//EXOLAB/Castor Object Ma

r.exolab.org/mapping.dtd"> 1.0//EN" "http://casto

<mapping> 

<class name="jp.terasoluna.rich.sample.se

<ma xml="SampleDto2" /> 

<field name="userId" type="java.l

<bind-xml name="userId" node=

</field> 

<field name="name" type="java.lang.String"> 

<bind-xml name="name > 

</field> 

<fi

type="jp.terasoluna.rich.sam ervice.bean.Item2" 

collection="arraylist"> 

<bind-xml name="item" node="element"

</field> 

<fi d name="member" type="java.lang.

<bind-xml name="member" node="element" /> 

</field> 

<field name="registorDate" type= il.D

<bind-xml name="registorDat

</f

</class> 

 

<class name="jp.terasoluna.rich.sample.service.bean.Item2

<field name="id" type="java.lang.Inte

<

</

<f

SampleD

XML データの SampleDto2 要

素と JavaBean を関連付ける。 

to2 クラスの定義。 

List 型要素は arraylist で定義

する。 

XML データの item 要素と

JavaBean を関連付ける。 

Item2 クラスの定義。 
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場合のサンプル 

> 

01T12:34:56</registorDate> 

 名前空間を宣言する

 XML データサンプル 

<SampleDto2 xmlns="http://xxx.co.jp/sample/uselistrequest2"

  <userId>25</userId> 

ラソルナユーザ</name>   <name>テ

  <item> 

      <id>1</id> 

      <name>item1</name> 

ce>1000</price>       <pri

  </item> 

  <item> 

      <id>2</id> 

      <name>item2</name> 

ice>2000</price>       <pr

  </item> 

07-06-

  <member>true</member> 

  <registorDate>20

</SampleDto2> 

一意の名前空間の宣言。

（デフォルト名前空間）

 
,se ,adder は省略） 

to2 { 

private int userId; 

private String name;  

t<Item2> itemList = new ArrayList<Item2>();  

} 

 

public class Item2 { 

private int id; 

private String name; 

private int price; 

} 

 マッピング対象の JavaBean サンプル（getter tter
public class SampleD

private  Lis

private boolean member;

 registorDa

  

te; private Date

 

ルート要素に 1つの 

を対応させる。 JavaBean

子要素が存在する要素に

1 つの JavaBean を対応さ

せる。 

繰り返し要素は

定義する。 

List で 
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ング定義された順番に

、「<userId> → <name> → <item>」の順番で、

ML の要素が出力される。 

an.SampleDto2"> 

" 

ns-uri="http://xxx.co.jp/sample/uselistrequest2" /> 

eger"> 

ement" /> 

ield> 

una .bean.Item2" 

eld name="member" type="java.lang.Boolean"> 

<bind-xml name="member" node="elemen

> 

te"> 

 

mple.service.bean.Item2"> 

sample/uselistrequest2" /> 

.Integer"> 

bind-xml name="id" node="element" /> 

field> 

ield name="name" type="java.lang.String"> 

<bind-xml name="name" node="element" /> 

</field> 

<field name="price" type="java.lang.Integer"> 

<bind-xml name="price" node="element" /> 

</field> 

</class> 

</mapping> 

 マッピング定義ファイルサンプル 

※オブジェクトを XML に変換する場合、マッピ

XML の要素が出力される。 

例えば、下記コードの場合

X
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

<mapping> 

jp.terasoluna.rich.sample.service.be<class name="

<map-to xml="SampleDto2" xmlns="http://xxx.co.jp/sample/uselistrequest2

<field name="userId" type="java.lang.Int

elem<bind-xml name="userId" node=" ent" /> 

</field> 

pe="java.lang.String"> <field name="name" ty

<bind-xml name="name" node="el

</f

<field name="item" type="jp.terasol .rich.sample.service

collection="arraylist"> 

<bind-xml name="item" node="element" /> 

</field> 

<fi

t" /> 

</field

<field name="registorDate" type="java.util.Da

<bind-xml name="registorDate" node="element" /> 

</field> 

</class> 

 

<class name="jp.terasoluna.rich.sa

<map-to xml="item"  

ns-uri="http://xxx.co.jp/

<field name="id" type="java.lang

<

</

<f

名前空間の宣言。 

SampleDto2 クラスの定義。 

名前空間の宣言。 

XML データの SampleDto2 要

素と JavaBean を関連付ける。 

繰り返し要素は arraylist で定義する。 

XML データの item 要素と

JavaBean を関連付ける。 

Item2 クラスの定義。 

名前空間の宣言。 
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ML-Object 変換

定義を省略可能である。 

する場合は Bean 定

である。 

に Unmarshaller されないため、使用しない。 

 

Bean として指定したクラスがルートノードとして使用

Bean クラス 

素名を命名する。 

例)InputBean クラス ⇒ <inputBean> 

ler の整合性をとるために変換ルール

を変更する必要がある。そのため、プロパティファイルと DTO

下のように設定する。 

 

rties 設

#  

ル 

置くと、 が実行時に

# 

org.exolab.cast

org.exolab.cast

org.exolab.castor.xml.introspector.primitive.nodetype=element 

 

 マッピング定義を省略し FW より XML データと JavaBean を自動変換させる。

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）の「X

機能」を利用する場合、JavaBean のマッピング

 DTO クラスの Collection 継承クラスを使用

義に setter,getter の他に adder が必要

 Map は正常

 デフォルトの変換ルールは以下の通りとなっている。

 Unmarshaller 

入力

される。 

例)<inputBean> ⇒ Input

 Marshaller 

Bean 名から XML 要

Unmarshaller と Marshal

クラスを以

 プロパティ（castor.prope ） 定例 

# Castorプロパティファイ

#  

# クラスパス上にこのファイルを Castor  

# このファイルのプロパティを読み込む 

o

o

org.exolab.castor.xml.naming=mixed 

r.indent=true 

r.xml.saveMapKeys=false 

 

デフォルトの XML 要素ネ

ーミングルールの変更。 
例）InputBean クラス ⇒ 

<inputBean>となる。 

プリミティブ項目を要素と

して Marshal する設定 
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 DTO クラス設定 

/** 

s SampleDTO implements Serializable { 

t<String> list = new ArrayList<String>(); 

; 

  } 

ng(String string)

string = string; 

 list){ 

  public void addList(String string){ 

     this.list.add(string); 

  } 

 

 * DTOクラス。 

**/  

public clas

 private String string = null; 

 // コレクション項目 

  private Lis

public String getString(){ 

   return string

public void setStri

     this.

{ 

  } 

  public ArrayList getList(){ 

   return list; 

  } 

public void setList(ArrayList

     this.list = list; 

  } 

コレクション項目を設定す

る場合は setter,getter,adder
を設定する。 
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場合は以下の定義が必要となる 

定する。 

hema/beans" 

ttp://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 

ngframework.org/schema/util" 

http://www.springframework.org/schema/beans/spring-beans-2.0.xsd 

http://www.springframework.org/schema/util 

http://www.springframework.org/schema/util/spring-util-2.0.xsd"> 

: 

 

： 

<bean id=”schemaValidator” 

class=”jp.terasoluna.fw.oxm erces.SchemaValidatorImpl” > 

<property name=”namespace” lue=”true”/> 

: 

省略 

: 

 スキーマバリデータを使用する

 Bean 定義を以下のように設

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?> 

<beans xmlns="http://www.springframework.org/sc

       xmlns:xsi="h

       xmlns:util="http://www.spri

       xsi:schemaLocation=" 

http://www.springframework.org/schema/beans 

省略

.xsd.x

 va
</bean> 

 

 

 

 

true に設定した場合(デフォルトは

false)、電文にネームスペースが付

与されていないと例外が発生す

る。 
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 XML を整形したい場合 

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

XML を整形したい場合は以下の設定を行う。 

a/beans" 

p://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 

ma/util" 

http://www.springframework.org/schema/beans/spring-beans-2.0.xsd 

http://www.springframework.org/schema/util 

"> 

： 

<bean id="oxmapper"  

    class="jp.terasoluna.fw.oxm.mapper.castor.CastorOXMapperImpl"> 

      <property name="preserv hitespaceAtMarsha

  </bean> 

:

Castor マッピング無設定時に

 サーバ側の場合 

Bean 定義に以下の設定を行う。 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?> 

<beans xmlns="http://www.springframework.org/schem

       xmlns:xsi="htt

       xmlns:util="http://www.springframework.org/sche

       xsi:schemaLocation=" 

http://www.springframework.org/schema/beans 

http://www.springframework.org/schema/util/spring-util-2.0.xsd

: 

省略 

eW l" value="false"/> 

 

省略 

: 
● value=”true”(デフォルト) 
「xml:space="preserve"」がルート

ノードに付与される。その際

XML レスポンスが整形されなく

なる。 
接頭接尾の空白・改行を保持した

い場合は true(デフォルト )にす

る。 
● value=”false” 
XML レスポンスが整形される。 
ただし、「 xml:space="preserve"」
がルートノードに付与されない。 
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側からサーバ側に電文を送る時に無条件に接頭接尾の空白・改行を

保持したい場合。

 

a/beans" 

p://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 

ma/util" 

http://www.springframework.org/schema/beans/spring-beans-2.0.xsd 

http://www.springframework.org/schema/util 

"> 

： 

<bean id="oxmapper"  

    class="jp.terasoluna.fw.oxm.mapper.castor.CastorOXMapperImpl"> 

      <property name="preserv hitespaceAtUnmars rue"/> 

  </bean> 

:

 クライアント

 

 Bean 定義に以下の設定を行う。 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?> 

<beans xmlns="http://www.springframework.org/schem

       xmlns:xsi="htt

       xmlns:util="http://www.springframework.org/sche

       xsi:schemaLocation=" 

http://www.springframework.org/schema/beans 

http://www.springframework.org/schema/util/spring-util-2.0.xsd

: 

省略 

eW hal" value="t

 

省略 

: false(デフォルト)になっても XML
リクエストに 
<xml:space=”preserve”>が付与され

ていれば接頭接尾の空白・改行を

保持する。 
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 リファレンス 

 ラス 構成ク

 クラス名 概要 
1 OXMapper L 変換を行うためのインタフェース。 Object-XM

2 CastorOXMapperImpl Castor の機能を利用して XML-Object 変換を行う OXMapper デフォ

装クラス。 ルト実

 

s orがサポートするデータ型 

 <field>要素の る。 
 

 Ca t

type 属性に記述す

 名前 データ型 
1 string   java.lang.String

2 int .lang.Integer int or java

3 long long or java.lang.Long 

4 Boolean lean or java.lang.Boolean boo

5 double ava.lang.Double double or j

6 float ng.Float float or java.la

7 big-decimal java.math.BigDecimal （整数のみ使用可能。小数点は使用不可） 

8 byte byte or java.lang.Byte 

9 date java.util.Date  

10 short short or java.lang.Short 

11 char char or java.lang.Character 

※通常使用しない定義は省略している。詳細は Castor のドキュメントを参照する

こと。 
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100



機能名 RB-03 XML-Object 変換機能 ページ RB-03_13 

 

 Castorがサポートするコレクション型 

 配列型の属性にマッピングする際に使用する。 
<field>要素の 属性に記述する。 collection
 

 名前 データ型 
1 ※array (非推奨) 配列 

 

2 int java.util.Arraylist , java.util.List 

3 long java.util.Collection , java.util.Arraylist 

※データ件数が多い場合、配列型のプロパティを利用すると性能が落ちるため、

非推奨とする。 
しない定義は省略している。詳細は Castor のドキュメントを参照する

 拡張ポイント 

スの getUrl()メソッドをオーバーライドすることで、

マッピング定義ファイルの取得方法を変更することができる。 

 関連機能 

版）チュートリアル 

ク」 

.UserBean.java 

RASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）機能網羅サンプル 
 jp.terasoluna.rich.functionsample.response.bean.FileResponseData.java 
 jp.terasoluna.rich.functionsample.response.bean. 

FileResponseData[※].xml 

※上記のファイルを確認する場合は以下の処理を実行する。 

「ant/build.xml」を右クリック「実行」→「Ant ビルド...」を選択する。 

「ターゲット」タブを選択し、「useCastorMappingFile」にチェックをいれ実行

する。 

 備考 

 なし 

※通常使用

こと。 
 

 CastorOXMapperImpl クラ

『RB-01 リクエストデータ解析機能』  

 使用例 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich
 「2.3 単純なロジッ

 jp.terasoluna.rich.tutorial.service.bean

 

 TE
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 RB-04 制御情報管理機能 

 概要 

 機能概要 

 リクエスト処理で使用する共通の制

 制御情報で扱うデータを以下に記す。 
御情報を管理する機能である。 

 
。 

ッピング機能』を参照のこと。 
 任意の制御データ 

ユーザ名など、システムで共通に使用する情報。 
使用する制御データは、システムの要件によって異なる。 

 リクエスト名

コントローラを呼び出すための識別子

詳細は、『RA-01 リクエスト・コントローラマ
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 概念図 

 

 解説 

(1) クライアントからリクエストをWebA
(2) フィルタはリクエストを引数に、制御情報生成処理を実行する。 

(3) 制御情報管理クラスは、リクエストに格納された情報から、リクエ

御情報を生成し、制御情報保持クラスに登録する。

Pサーバに送信する。 

ストに紐づく制

 

理される。 

ており、リクエ

ストごとに一意の制御情報を扱うことができる。 

しかし、EJBを利用した場合、EJBから呼ばれるビジネスロジックは別スレッ

ドになるため注意が必要である。 

(4) フィルタはサーブレット（ディスパッチサーブレット）を実行する。 

(5) フィルタは制御情報破棄処理を実行する。 

(6) リクエスト終了時に、制御情報管理クラスは、リクエストに紐づく制御情報を破棄

する。 

 制御情報の管理単位 

制御情報はスレッド単位で管

１つのスレッドで１つのリクエストを処理することを想定し

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 
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 使用方法 

定義し、制御情

設定する。 
ビス層のクラス

ができる。 

以下に記す。

TERASOLUNA Server Framework for Java
供する DefaultRequestContextSupportImpl を使用する。 

『RB-01 リクエストデータ

データ と。 
<!-- 制御情報管理クラスのBean定義サンプル --> 

o

>

  

  <property name="ctxSupport" ref="ctxSupport"/> 

  <property name="dataBinderCreator" ref="xmlDataBinderCreator"/> 

</bean> 

 コーディングポイント 

 ソフトウェアアーキテクトのコーディングポイント 
 制御情報管理クラスの Bean 定義 

制御情報管理クラス（RequestContextSupport 実装クラス）を

報を扱うクラスに

TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）や、サー

は、制御情報管理クラスを通して制御情報にアクセスすること

 Bean 定義サンプル 
制御情報管理クラスをコントローラに設定するサンプルを

制御情報管理クラスとして、

（Rich 版）が提

コントローラの抽象定義に関しての詳細は、

解析機能』『RB-02 レスポンス 生成機能』を参照のこ

<bean id="ctxSupport"  

    class="jp.terasoluna.fw.web.rich.c

"/

受信リクエスト：XML形式、ビジネスロジック：

--> 

<bean id="xmlRequestController" abstract="true"> 

ntext.support. 

     DefaultRequestContextSupportImpl

 

<!--  

  コントローラの抽象Bean定義サンプル 

（ POJO）

 

制御情報管理クラスの定義。 

制御情報管理クラスは、

必ずコントローラに設定

する必要がある。 
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 制御情報の生成・破棄を行うフィルタの定義 
TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）が提供する制御情報の生

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

ontextHandlingFilter）を、デプロイメント

クリプタ（web.xml）に定義する。 
デプロイメントディスクリプタサンプル 

app> 

asoluna.framework.web.RequestContextHandlingFilter 

      <filter-name>requestContextHandlingFilter</filter-name> 

      <url-pattern>/*</url-pattern> 

    </filter-mapping> 

  (略) 

成・破棄を行うフィルタ（RequestC
ディス

 
<web-

  (略) 

  <filter> 

requestContextHandlingFilter    <filter-na </filter-name> me>

ilter-class>       <f

        jp.ter

      </filter-class> 

    </filter> 

    <filter-mapping> 

る。 同名で指定す 制御情報の生成・破棄を行

うフィルタの定義。 
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 リファレンス 

 ス 構成クラ

 クラス名 概要 
1 jp.terasoluna.fw.web.rich.R

lingFilt

制御情報の生成・破棄を行うサーブレットフィルタ。 

equestContextHand

er 

2 jp.terasoluna.fw.we

ontext.ContextSupport 

ティを保持するためのクラス。 b.rich.c リクエスト名・業務プロパ

3 jp.terasoluna.fw.w

ontext. RequestContextMa

e

nager 

b.rich.c 制御情報の管理クラス。 

制御情報をスレッド単位で管理する。 

4 jp.terasoluna.fw.w

ontext.support. R

ntextSupport 

e

equestCo

べきインタフェース。 

TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）やサービス

層のクラスは、本インタフェースを呼び出して、制御情報を参照する

b.rich.c 制御情報を扱うクラスが実装す

ことが出来る。 

5 jp.terasoluna.fw.web.rich.c

pport 

RequestContextSupport を継承した抽象クラス。 

ontext.support. Ab

questContextSu

stractRe

6 jp.terasoluna.fw.web.rich.c

ontext.support. DefaultReq

uestContextSupportImpl 

制御情報を扱うための補助ロジックのデフォルト実装クラス。 

7 org.springframework.web.s

ervlet.DispatcherServlet 

Spring が提供する、一連の処理フローを実行するサーブレット。 
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供するデフォルト

pl）は、リク

行なう。 
て、業務で使用するプロパティを制御情報に設定する場合、

ntext()メソッド

をオーバーライド実装する。 
下記は、ベーシック認証等によって、認証されたユーザ名と権限を制御情報に格

納する実装例である。 

 拡張ポイント 

TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）が提

RequestContextSupport 実装クラス（DefaultRequestContextSupportIm
エストに格納されたリクエスト名を制御情報に格納する処理のみを

システムの要件に応じ

DefaultRequestContextSupportImpl クラスを継承して、doGenerateCo
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Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

と権限をリクエストから取得して、

SampleRequestContextSupportImp

、制御情報に設定する。 

aram request HTTPリクエスト 

Override 

         

する。 

ipal().getName()); 

t.isUserInRole("manager")){ 

tPropertyString(Constants.USERROLE_KEY, "manager");  

    } 

    else{ 

 

 DefaultRequestContextSupportImpl 継承クラスサンプル 
フィルタ実行時に、認証されたユーザ名

制御情報に格納する。 
public class l extends 

DefaultRequestContextSupportImpl { 

  /** 

   * 認証されたユーザ名と権限を

   *  

   * @p

   * @return 生成した空の制御情報。 

   */ 

  @

  protected RequestContext doGenerateContext( HttpServletRequest request) { 

    RequestContext ctx = super.doGenerateContext(request); 

    // 認証されたユーザ名を制御情報に設定

    ctx.setPropertyString( 

        Constants.USERNAME_KEY, request.getUserPrinc

     

    // 認証されたユーザの権限を制御情報に設定する。 

    if(reques

      ctx.se

      ctx.setPropertyString(Constants.USERROLE_KEY, "all"); 

     }

      return ctx; 

  }

} 

 

DefaultRequestContextSupportImpl

を継承する。 

認証されたユーザ名をリクエストか

ら取得して、制御情報に格納する。

認証されたユーザの 

権限をリクエストから

取得して、制御情報に

定数クラスサンプル 

 

   */ 

  public static final String USERNAME_KEY = "username"; 

   

  /** 

   * 制御情報から、認証されたユーザの権限を取得するためのキー 

  public static final String USERROLE_KEY = "userrole"; 

   

} 

public class Constants{ 

  /** 

   * 制御情報から、認証されたユーザ名を取得するためのキー

   */ 

格納する。 

定数クラス。 

109



機能名 RB-04 制御情報管理機能 ページ RB-04_08 
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属性と、その setter/getter を

ユーザ名と権限

報管理クラスを属性に設定する。制御情

報管理クラスを属性に設定する方法は、下記 Bean 定義サンプルを参照のこと。 
 implements SumService { 

 

   * 制御情報管理クラス 

 */ 

ctxSupport = null; 

   * 制御情報管理クラスのsetter 

   */ 

public void setCtxSupport(RequestContextSupport ctxSupport) { 

u  ctxSupport; 

  /** 

   * 制御情報管理クラスのgetter 

 */ 

 public RequestContextSupport getCtxSupport() { 

    // 認証されたユーザ名を取得する 

    String userName = ; 

    // 認証されたユーザの権限を取得する 

    String userRole = ; 

    （略） 

    return result; 

  } 

} 

 制御情報を扱うビジネスロジックサンプル 
制御情報管理クラスを設定するための ctxSupport
定義する。 
属性に設定された制御情報管理クラスを用いて、認証された

を制御情報から取得する 
※DI コンテナの機能を用い、制御情

public class SumServiceImpl

  

  /** 

  

  protected RequestContextSupport 

   

  /** 

  

    this.ctxS pport =

  } 

   

  

 

    return ctxSupport; 

  } 

 

  /** 

  業務ロジック*  

  */ 

  public SumResult sum(SumParam sumParam) throws Exception { 

    SumResult result = new SumResult(); 

ctxSupport.getPropertyString(Constants.USERNAME_KEY)

ctxSupport.getPropertyString(Constants.USERROLE_KEY)

制御情報管理クラスが設定

される属性。 

属性に設定された制御情報管理クラスを用いて、 

認証されたユーザ名と権限を制御情報から取得する。 
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ortImpl）、ビ

すコントロー

トデータ解析機能』

スポンスデータ生成機能』を参照のこと。 
定義サンプル --> 

a.sample2.context.SampleRequestContextSupportImpl"/> 

class="jp.terasoluna.sample2.web.controller.SumController" 

sumService" ref="sumService"/> 

iceI  --> 

n name="sumService"  

    class="jp.terasoluna.sample2.service.impl.SumServiceImpl" 

    scope="prototype"> 

  <property name="ctxSupport" ref="

</bean> 

 Bean 定義サンプル 
上記で生成した制御情報管理クラス（SampleRequestContextSupp
ジネスロジック（SumServiceImpl）、ビジネスロジックを呼び出

ラの Bean 定義を行う。 
コントローラの Bean 定義の詳細は、『RB-01 リクエス

『RB-02 レ
<!-- 制御情報管理クラス（SampleRequestContextSupportImpl）のBean

<bean id="ctxSupport"  

  class="jp.terasolun

 

<!-- コントローラのBean定義サンプル --> 

<bean name="/sumController" 

    

    parent="pojoXmlRequestCastorViewController" scope="prototype"> 

  <property name="

</bean> 

 

<!-- 制御情報を扱うビジネスロジック（SumServ mpl）のBean定義サンプル

<bea

ctxSupport"/> 
ビジネスロジックに、制御情報

管理クラスを設定する。 
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RA-01 リクエスト・コントローラマッピング機能』 

版）機能網羅サンプル 

ormationcontrol.* 
 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）チュートリアル 

 /webapps/WEB-INF/applicationContext.xml 等 

 備考 

 なし 

 関連機能 

 『

 使用例 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich
 UC104 制御情報管理 

 jp.terasoluna.rich.functionsample.inf
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 RB-05 ファイルアップロード機能 

 概要 

 機能概要 

 リッチクライアントからファイルをアップロードする機能を提供する。 
Spring MVC Framework の multipart support 機能をほぼそのまま使用する。 

 

 概念図 

 

 

 解説 

(1) クライアントは、マルチパートリクエストを送信する。 
(2) リクエスト解析機能は、マルチパートリクエストに含まれるアップロードファイル

の情報をJavaBeanにバインドする。 
(3) ビジネスロジック実行機能は、アップロードファイルの情報を含んだJavaBeanを引

き数にして、業務ロジックを実行する。業務ロジックは、業務要件に応じて、スト

 レージへの保存処理やデータベースへの登録処理を行う。
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 使用方法 

イント 

1867(Form-based 
ww.ietf.org/rfc/rfc1867.txt

 コーディングポ

 クライアントの実装 
 マルチパートリクエストの送信処理を実装する。 

TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich版）は、RFC
File Upload in HTML：http://w )に準拠した、HTMLの

リクエストを解

でリクエスト送

信処理を実装しなければならない。 
イアントアプリ

ケーションによって異なるので、各プロダクトのドキュメントを参照するこ

。 
HTML

 
 
 

 

ype の指定時の注意点 
Content-Type に以

下のような文字列を設定し、multipart/form-data のメディアタイプで送信

する必要がある。 
以下の”BOUNDARY”という文字列は、マルチパートリクエストの各パ

ートの区切りとなる文字列である。ファイルデータ中に現れない任意の

文字列を指定する必要がある。 
multipart/form-data;boundary=BOUNDARY 

フォームを利用してファイルデータをPOST する形式のHTTP
析することができる。クライアントは、RFC1867 に従う形式

具体的なリクエストの送信処理の実装方法は、適用するクラ

と

以下はHTMLフォームを利用してファイルアップロードを行う場合の

テキストの記述例である。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 リクエストヘッダ Content-T
マルチパートリクエストを送信する場合は、ヘッダの

 

://localhost:8080/sample/secure/blogic.do" 

ethod="POST" enctype="multipart/form-data"> 

    <input type="file" name="file1"/> 

      <input type="file" name="file2"/> 

"/> 

・・・ 

<body> 

    <form action="http

      m

    

  

        <input type="text" name="text1

        <input type="submit"/> 

    </form> 

</body> 

・・・ 
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 その他のリクエストヘッダ設定時の注意点 

TERASOLUNA Ser
解析以外の機能は、アップロード／非アップロードを意

処理を行うことができる。 
したがってクライアントは、

アップロード時のリクエストヘッダに設定する制御情報

ド時もヘッダに設定する必要がある。 
リクエスト

ver Framework for Java（Rich 版）のリクエストデータ

識せず統一的に

Content-Type の他にも、通常の非ファイル

を、アップロー

たとえば、通常、リクエスト名を ヘッダに設定しているシス

ロード時にも、マルチパートリクエストのヘ

 

は、あらかじめ、

ィングの取り決

イル名を読み込む

際に利用する文字コードの設定と、クライアントがファイル名文字列を

トリームに書き込む際に利用する文字コードを一致させ

とができる。詳

すること。 

解決クラスの利用 
。 

を行う責務を持

スパッケージ

d

テムでは、ファイルアップ

ッダにリクエスト名を設定しなければならない。 

 ファイルパラメータ設定時の注意点 
日本語ファイル名のファイルをアップロードする場合に

システムごとにサーバ・クライアント間でのエンコーデ

めをしておく必要がある。サーバがリクエストのファ

リクエストのス

るなどの工夫で、ファイル名の文字化けの発生を防ぐこ

細は、後述の「マルチパート解決クラスの利用」を参考に

 
 マルチパート

 Bean定義ファイルにマルチパート解決クラスのBean定義を行う

マルチパート解決クラスは、マルチパートリクエストの解析

つ。以下の設定では、ファイルアップロード用のオープンソー

Commons FileUpload (http://jakarta.apache.org/commons/fileuploa )に実処理を委

用したアプリケ

Bean 定義ファ

る。コメントア

 
 また、日本語ファイルのアップロードを行う場合には、defaultEncoding

プロパティの指定を行う。 
以下は、クライアントがファイル名文字列をバイト化してリクエストの

ストリームに書き込むのに”utf-8”の文字セットを利用している場合、ク

ライアントにあわせて defaultEncoding プロパティに”utf-8”を指定する例

である。 

譲している。 
 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）を利

ーション開発時の雛形となるブランクプロジェクトでは、

イルに以下の設定がコメントアウトされて記述されてい

ウトを解除して定義を有効にする。
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  <!-- クエリ形式データバインダ用マルチパート解決クラス -->  

art.commons.CommonsMultipartResolver">

roperty name="maxUploadSize" value="100000"/> 

    <property name="defaultEncoding" value="utf-8" /> 

  </bean> 

  <bean id="multipartResolver" 

class="org.springframework.web.multip

    <!-- 最大ファイルサイズ(単位：バイト) --> 

    <p
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 a の作成Jav Bean  

 マルチパートリクエストの情報をバインドする先の JavaBean
 ファイルパラメータを格納する属性を定義する。 

クライアントで指定したファイル形式のフィールド

た場合、type 属性が”file”である<input>タグの name 属性

分)と同名の属性を byte 配列型または M

を作成する。 

名(HTML から送信し

の値にあたる部

ultipartFile 型で作成する。 
er にて、

いた場合は、フ

送信した場合、type 要素が”text”である<input>タ
を String で作成する。 

能にて、作成した属性には、DataBinder にて、

される。 
.multipart.MultipartFile; 

public class FileUploadInput { 

 

file2 = null; 

1 = null; 

   public void setFile1(byte[] file1) { 

{ 

file1; 

   } 

rtFile file2) { 

file2; 

ipartFile getFile2() { 

       return file2; 

    } 

    public void setText1(String text1) { 

        this.text1 = text1; 

    } 

    public String getText1() { 

 

    } 

} 

リクエストデータ解析機能にて、作成した属性には、DataBind
アップロードされたファイルの情報が格納される。 

 テキストパラメータを格納する属性を定義する。 
クライアントからテキスト形式の項目もリクエストして

ィールド名(HTML から

グの name 属性の値にあたる部分)と同名の属性

リクエストデータ解析機

テキストの情報が格納

import org.springframework.web

 

    private byte[] file1 = null;

    private MultipartFile 

    private String text

 

 

        this.file1 = file1; 

    } 

    public byte[] getFile1() 

        return 

 

    public void setFile2(Multipa

        this.file2 = 

    } 

    public Mult

 

        return text1;
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 上記に示したとおり、ファイル情報を格納する属性は、

は Multiltipar
byte 配列型また

tFile 型で宣言することが可能である。どちらの型を採用す

るかについては、以下の比較を参考にして、適用プロジェクトにて判断

する必要がある。 
 

メリット デメリット  

byte 配

の API

の JavaBean の再利用が可能

ない。 

の情報を取得できな列型 いため、Spring を利用しないシ

○JavaBean が Spring に依存しな

ステムで

 

×巨大なデータを扱うことができ

×ファイルデータ以外

い。 

MultiltipartFi

型 

形式で取得

を扱うことが

○ファイルデータ以外にも、ファイルのコ

ンテントタイプ、オリジナルファイル名な

 

×JavaBean が Spring の API に依存する

ため、Spring を利用しないシステムでの

JavaBean の再利用が不可能 le

○ファイルデータをストリーム

できるため、巨大なデータ

可能 

どの取得が可能。

 
 

 コントローラの作成 
 コントローラ  の Bean 定義を行う。

のリクエストを受信するためのコントローラ

t 属性に指定しなければならない。 
n 定義と同様である。詳細は、

ーラ拡張機能』および『WC01 ビジネスロジック実行機

  <bean name="/fileUploadController" 

      class="FileUploadController" 

      parent="pojoQueryRequestCastorViewController" 

      scope="prototype"> 

    <property name="fileUploadService" ref="fileUploadService"/> 

  </bean> 

XML 形式ではなく、クエリ形式

抽象定義の bean 名称を paren
その他の設定は、非アップロード時の Bea
『WA01 コントロ

能』を参照のこと。 
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 コントローラを実装する。 

コントローラ 法は、非アッの実装方 プロード時と同様である。詳細は、

よび『WC01 ビジネスロジック実行機

oller extends 

 

   protected FileUploadOutput executeService(FileUploadInput input)

 throws Exception { 

        return service.execute(); 

    } 

} 

『WA01 コントローラ拡張機能』お

能』を参照のこと。 
public class FileUploadContr

TerasolunaController<FileUploadInput, FileUploadOutput> { 

    FileUploadService service = null; 

   ・・・ 

    @Override 
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 ビジネスロジックの作成 

 業務ロジックでは、引き数 イルの情報に設定されたファ を使用して、要件に

保存処理やデータベースへの登録処理を行う。 
実装例を示す 

import java.io.InputStream; 

rtFile; 

 { 
eUploadInput input) { 

ータ取得 

ルデータ取得 
2 = input.getFile2(); 

/ ァイルデータをバイト配列で取得(巨大ファイル取扱時には利用しないこと) 
        try { 

ile2.getBytes(); 
ption e) { 

イルデータをストリーム形式で取得 
 = null; 

tream(); 
{ 

// 省略 
} finally { 

       if (is == null) { 

        // ファイルのコンテントタイプを取得 
        String contentType = file2.getContentType(); 
        // クライアントで指定されたファイル名を取得 
        String fileName = file2.getOriginalFilename(); 
        // ファイルサイズを取得 
        long size = file2.getSize(); 
 
        return new FileUploadOutput(); 
    } 
} 

応じてストレージへの

以下に業務ロジックの

import java.io.IOException; 

 
import org.springframework.web.multipart.Multipa
 
public class FileUploadService
    public FileUploadOutput execute(Fil
        // バイト配列型の属性からファイルデ

        byte[] file1 = input.getFile1(); 
 
        // MultipartFile

ipartFile file
型の属性からファイ

        Mult
   / フ     

            byte[] file2bytes = f
        } catch (IOExce
            // 省略 
        } 
 
        // ファ

        InputStream is
        try { 
            is = file2.getInputS

OException e)         } catch (I
            
        
     
                try { 
                    is.close(); 

e) {                 } catch (IOException 
                    // 省略 
                } 
            } 
        } 
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 拡張ポイント 

。 

 
 『RB-01 リクエストデータ解析機能』 

RC-01 ビジネスロジック実行機能』 
 

 使用例 

なし。 

 備考 

なし。 

なし

 関連機能 

 『RA-02 コントローラ拡張機能』

 『
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 RC-01 ビジネスロジック実行機能 

� 概要 

� 機能概要 

z コントローラがビジネスロジック（サービス層のクラス）を呼び出す機能である。 

種類の方法をサ

¾ POJO で定義されたビジネスロジックを呼び出す方法。 

¾ TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）が提供するビジネスロジ

ック用インタフェースを実装したビジネスロジックを呼び出す方法。 

z TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）では以下の２

ポートしており、適宜選択すること。 
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� 概念図 

サービスクラス

（ビジネスロジック）
サービスクラス

（ビジネスロジック）
サービスクラス

（ビジネスロジック）

サービスクラス

（ビジネスロジック）
サービスクラス

（ビジネスロジック）
サービスクラス

（ビジネスロジック）

（１）

コントローラサーブレット

（４）

JavaBeanJavaBean

（２）

（３）

JavaBean

ビジネスロジック

（ＰＯＪＯ）

１つのビジネスロジックに対し、

１つのコントローラを用意する必要がある。

サービスクラス

（ビジネスロジック）
サービスクラス

（ビジネスロジック）
サービスクラス

（ビジネスロジック）

（１）

コントローラサーブレット

（４）

JavaBeanJavaBean

（２）

（３）

JavaBean

ビジネスロジック

（BLogic）

TERASOLUNA Server Framework for 
Java（Rich版）が提供する

１つのコントローラ（BLogicController）を

利用するだけでよい。

ビジネスロジックをPOJOで定義する方法

ビジネスロジックにBLogicを実装させる方法

 

� 解説 

(1) サーブレット（ディスパッチャサーブレット）はコントローラを実行する。 

(2) コントローラは、JavaBeanを引数にビジネスロジックを実行する。 

ビジネスロジックの実現方法として、以下の２種類が挙げられる。 

¾ ビジネスロジックを POJO で定義する方法 
TERASOLUNA が提供する抽象コントローラ（TerasolunaController）の実装ク
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に関しての詳細は『

。 
トを以下に記す。 

POJO で実装することができる。 

要がある。 
ch 版）提供

実装する方法 
LUNA Server Framework for Java （ Rich 版 ） が 提 供 す る

、BLogic を実行する。 
。 

トローラが 1 つで良い。 

z ビジネスロジックが TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich
版）に依存するため、再利用性が低下する。 

(3) ビジネスロジックは、実行結果をJavaBeanとして返却する。 

(4) コントローラは、(3)で返却されたJavaBeanを返却する。 

 

ラスから、POJO を実行する。 
TerasolunaController RA-02 コントローラ拡張機能』を参

照のこと

この方法を使用した場合の、メリット・デメリッ

� メリット 
z ビジネスロジックを

z 自由なインタフェース設計が可能。 
� デメリット 
z ビジネスロジックの数だけコントローラを作成する必

¾ ビジネスロジックに TERASOLUNA Server Framework for Java（Ri
のビジネスロジック用インタフェース（BLogic）を

TERASO
TerasolunaController 実装クラス（BLogicController）から

この方法を使用した場合のメリット・デメリットを以下に記す

� メリット 
z 各ビジネスロジックを実行するコン

� デメリット 
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� 使用方法 

スロジックのコーディングポイント 

POJO で定義されたビジネスロジックを実行するコントローラの抽象

Bean 定義を有効化する。詳細は『RA-02 コントローラ拡張機能』を参照

のこと。 
 

� コーディングポイント 

z POJO で定義されたビジネ

¾ ビジネスロジックを POJO で定義した場合 
� コントローラの抽象定義 
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¾ 業務開発者のコーディングポイント 
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public interface SumService

um(SumParam sumParam) throws Exception; 

 � ビジネスロジックが実装すべきインタフェースの生成

z インタフェースサンプル 
 { 

  SumResult s

} 

 
コントローラから実行されるメソッド。 

� ビジネスロジック（POJO）の生成 
上記インタフェースを実装した、ビジネススロジックを生成する。 

 

m mParam ) throws Exception { 

SumResult(); 

am1() + sumParam.getParam2())); 

z ビジネスロジックサンプル

public class SumServiceImpl implements SumService { 

  public Su Re u

 result = new 

sult sum(S  sumParam

    SumResult

    result.setResult((sumParam.getPar

    return result; 

  } 

} 

� ビジネスロジックを実行するコントローラの生成 
TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）が提供する抽象コン

トローラ（TerasolunaCo

引数の型。 戻り値の型。

ntroller）の実装クラスを生成する。 
引数及び戻り値となる JavaBean の型を定義する。 
て、java.l スの型を設定す

ーされる）。なお、

JavaBean には引数のないコン と、属性の ソッド

  

  extends Ter <S > { 

 

  public void 

    this.sumS

  } 

 

  @Override 

  protected SumResult executeService(SumParam ivo) { 

    return sumService.sum(ivo); 

} 

ビジネスロジックの

※JavaBean の型とし ang.Object やインタフェー

ることはできない（もし設定した場合、例外がスロ

ストラクタ アクセサメ

（getter,getter）を用意すること。 
z コントローラサンプル 
public class SumController

asolunaController umP taram, SumResul

  private SumService sumService; 

  } 

 

setSumService(

= sumService; 

SumService sumService) { 

ervice 

 

TerasolunaController を継承する。

ビジネスロジックへ 

の型。 

ビジネスロジックから 

返却される戻り値の型。渡す引数

実行するビジネスロジックの 

インタフェース。 

executeService メソッドを実装し、 

ビジネスロジックを実行する。 
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を呼び出すコントローラ

TerasolunaController 実装クラス）の Bean 定義を行う。 

<!--  

naControll   

 class=" " 

    parent=" CastorViewController" scope="prototype"> 

  <property name="sumService" ref="sumService"/> 

-- ビジネスロジック（POJO）のBean定義サンプル

<bean id="sumService“ 

  class="jp.terasoluna.sample2.service.impl.SumServiceImpl" 

 

� ビジネスロジック・コントローラの Bean 定義 
ビジネスロジック（ POJO ）と、それ

（

z Bean 定義サンプル 

コントローラ（Terasolu er実装クラス）のBean定義サンプル

--> 

<bean name="/sumController" 

jp.terasoluna.sample2.web.controller.SumController   

pojoXmlRequest

</bean> 

 

 

<! --> 

  scope="prototype"> 

</bean> 

 

コント にビジネスロジローラ

ック（POJO）を設定する。 

ソフトウェ

定義したコン

アアーキテクトが抽象 Bean

トローラを設定する。

スレッドセーフな設計が行われてい

る場合は、scope 属性を singleton に

設定する。 
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z ビジネスロジックに TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）提供のビ

クトのコーディ  
BLogicController の抽象 Bean 定義を有効化する。詳細は『RA-02 コントロー

ラ拡張機能』を参照のこと。 

ジネスロジック用インタフェース（BLogic）を実装した場合 
¾ ソフトウェアアーキテ ングポイント
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ングポイント 

する。 
定義する。 

スの型を設定す

設定した場合、例外がスローされる）。なお、

いコンストラクタと、属性のアクセサメソッド

nts BLogic , SumResult> { 

mResult Pa

  SumResult r

aram2())); 

sult; 

¾ 業務開発者のコーディ

� ビジネスロジックの生成 
BLogic インタフェースを実装したビジネスロジックを生成

ビジネスロジックの引数及び戻り値となる JavaBean の型を

※JavaBean の型として、java.lang.Object やインタフェー

ることはできない（もし

JavaBean には引数のな

（getter,setter）を用意すること。 
z ビジネスロジックサンプル 
public class SumBLogic imple <SumParam

r

me

SumPa

 

public Su execute( ram sum

esult = new SumResult(); 

am) { 

  result.setResult((sumParam.getParam1() + sumParam.getP

  return re

} 

� ビジネスロジック・コントローラの Bean 定義 
それを呼び出す BLogicConビジネスロジック（BLogic）と、 troller の

<!-- コ ）のBean定義サンプル --> 

<bean name="/sumController" 

ntroller" scope="prototype"> 

sumBLogic

 

<!-- ビジネスロジック（BLogic）のBean定義サ

<bean id="sumBLogic"  

    class="jp.terasoluna.sample2.service.blogic.SumBLogic"  

scope="prototype"

 

 

Bean 定義を行う。 
z Bean 定義サンプル 

ントローラ（BLogicController

    parent="xmlRequestBLogicExecuteCo

  <property name="blogic" ref=" "/> 

</bean> 

 

ンプル --> 

    /> 

</bean> 

引数の型。 戻り値の型。

BLogic インタフェース

を実装する。 

ソフトウェアアーキテクトが抽象 Bean

定義した、コントローラを設定する。 

コントローラにビジネスロジッ

ク（BLogic）を設定する。 

スレッドセーフな設計が行わ

れている場合は、scope 属性

を singleton に設定する。 
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� リファレンス 

 ス �構成クラ

 クラス名 概要 
1 jp.terasoluna.fw.web.rich.s

ontroller 

サービス層のクラスを実行するコントローラ抽象クラス。 

pringmvc.controller.Teraso

lunaC

2 jp.terasoluna.fw.we

prin

b.rich.s

r.BLogi

BLogic インタフェース実装クラス実行用コントロー

gmvc.controlle

ラ。 

cController 

3 jp.terasoluna.fw.ser

h.BLogic 

troller から実行されるビジネスロジックが実装すべきイン

タフェース。 

vice.ric BLogicCon

4 org.springframework.web.s

ervlet.DispatcherServlet 

Spring が提供する、一連の処理フローを実行するサーブレット。 

コントローラを実行する。 

 

 

能 

拡張機能』 
 

（Rich 版）機能網羅サンプル 

� jp.terasoluna.rich.functionsample.service.* 

z TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）チュートリアル 

 「2.3 単純なロジック」 

¾ /webapps/WEB-INF/tutorial-servlet.xml 

¾ /webapps/WEB-INF/tutorial-controller.xml 

jp.terasoluna.rich.tutorial.service.blogic.SimpleBLogic.java 等 

� 備考 

z なし 

� 拡張ポイント

なし 

� 関連機

z 『RA-02 コントローラ

z 『CA-01 トランザクション管理機能』

� 使用例 

z TERASOLUNA Server Framework for Java
¾ UC105 サービスクラス実行 

 

¾
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 RD-01 例外ハンドリング機能 

 概要 

 機能概要 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）において、コントローラで発

生成する機能である。 

 テンプレートファイルをもとに、エラー用のレスポンスデータを生成する 

 例外クラスごとにエラー種別とエラーコードの設定が可能である。 

 エラー種別はレスポンスヘッダに設定される。 

 

生した例外をもとに、レスポンスデータを
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 概念図 

 

 

 解説 

(1) サーブレット（ディスパッチャサーブレット）はコントローラを実行する。 

(2)－A コントローラはデータバインドクラスを実行する。 
データバインドクラスは、形式チェック時にエラーが発生した場合、コント

ローラから渡されたバイ 情報を格納する。 
データバインドクラスの詳細は、『RB-01 リクエストデータ解析機能』を参照

のこと。 
(2)－B コントローラは入力チェッククラスを実行する。 

入力チェッククラスは、入力チェック時にエラーが発生した場合、コントロ

ンド例外（BindException）にエラー
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報を格納する。 
 

コントローラはビジネスロジックを実行する。 
ク実行機能』を参照のこ

 

供している例外クラスである。データバイ

に使用する。 

チした場合、例外を引

ドリングクラスを実行する。 

渡された例外とそのビュー名及

ダにエラー種別を設定する。 

に、ビュー（レスポンスデータ生

ス）を生成する。 

、『RB-02 レスポンスデータ生成機能』を参照のこと。 

(7) サーブレットは、(6)で生成したビューを実行する。 
スポンスデータ生成機能』を参照のこと。 

 

る場合に設

る。 

定された順番

（ OXMappingException → UnknownRequestNameException →

SystemException→BindException→Exception）に沿って評価が行われ、

合致した時点でビュー名が決定される。 

トローラ実行時に OXMappingException がスローされ

た場合、“oxmException”というビュー名と、“8004C028”というエ

ラーコードがサーブレット（ディスパッチャサーブレット）に返却

され、レスポンスヘッダにエラー種別“exception”が設定される。 

ーラから渡されたバインド例外（BindException）にエラー情

コントローラの詳細は、『RA-02 コントローラ拡張機能』を参照のこと。

(2)－C 
ビジネスロジックの詳細は、『RC-01 ビジネスロジッ

と。 
(3) コントローラは以下の場合、サーブレットに例外をスローする。

 (2)で実行時例外がスローされた場合 

実行時例外はキャッチせず、そのままスローする。 

 (2)でバインド例外にエラーが格納されていた場合 

BindExceptionをスローする。 
※BindExceptionとは、Springが提

ンド及び入力チェック時に発生したエラー情報を格納するため

(4) サーブレットは、コントローラでスローされた例外をキャッ

数として、例外ハン

(5) 例外ハンドリングクラスはBean定義に従い、引数で

びエラーコードを返却し、レスポンスヘッ

(6) サーブレットは、(5)で返却されたビュー名をもと

成クラ

詳細は

詳細は、『RB-02 レ

 使用方法 

 コーディングポイント

 ソフトウェアアーキテクトが行うコーディングポイント 

 例外ハンドリングクラスの Bean 定義 

例外に対応するビュー名、エラー種別、エラーコードを定義する。 

※エラーコードは必ずしも定義する必要はなく、ビューで使用す

定を行う。 

 例外の対応付けルール 

Bean 定義を行った順番（上から順）に例外の評価が行われ

 下記の Bean 定義ファイルの設定例の場合、設

例えば、コン
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 Bean 定義サンプル 

<!-- 例外ハンドリングクラスのBean定義サンプル --> 

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

olver" 

ch.

pingExceptionResolverEx

ption.OXMap "> 

cept </value> 

try jp.terasoluna.fw.web.rich.exception. 

ception.SystemException"> 

alue>systemException,exception</v

BindException"> 

value>bindException,valida

ntry> 

  <entry key="java.lang.Except

        <value>exception

      </entry> 

    </map> 

  </property> 

</bean> 

 

<bean id="handlerExceptionRes

    class="jp.terasoluna.fw.web.ri springmvc.servlet.handler. 

    SimpleMap "> 

  <property name="linkedExceptionMappings"> 

    <map> 

      <entry key="jp.terasoluna.fw.oxm.exce pingException

        <value>oxmException,ex ion, errors.8004C028

      </entry> 

      <en  key="

          UnknownRequestNameException"> 

        <value>exception,exception, errors.8004C003</value> 

      </entry> 

      <entry key="jp.terasoluna.fw.ex

        <v alue> 

      </entry> 

      <entry key="org.springframework.validation.

        < tion</value> 

ion"> 

 errors.8004C999</value> 

      </e

    

,exception,

 

例 外 と

HandlerEx

ビ ュ ー 名 の 対 応 付 け を 行 う

ceptionResolver 実装クラス。 

ハンドリングされる

例外クエラー種別。 エラーコード。 ラス名。 

発生した例外に対して使用されるビュー名。 

ビュー名に対応する Velocity テンプレートファイル

する必要がある。 

対応する Velocity テンプレ

照のこと。 

を生成

詳細は、後述の「例外に

ートファイルの生成」を参

バインド例外の

詳細は、後述の

イルサンプ

ハンドリング。 

「テンプレートファ

ル２」を参照すること。 

全ての例外は java.lang.Exception を継承してい

るので、明示的に定義されていない例外が発生

した場合でも、必ず最後の java.lang.Exception

の設定で例外ハンドリングが行われる。 
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（ 版）では、例外のレスポンス

 

レートファイルを生成し、

.vm）」の式で求められる。 

eption.vm」とな

タ生成機能』

得 

スおよび入力チ

報の配列が格納されており、それ

エラー情報の配列は変数 exception を通して取得でき、Velocity の機能を

て、エ に取得して表示する。 

 エラー情報の内容を以下に記す。 

 例外に対応する Velocity テンプレートファイルの生成 

TERASOLUNA Server Framework for Java Rich
データ生成に Velocity ビューを使用する。

Bean 定義したビュー名に対応する Velocity テンプ

指定されたパスに配置する。 

ファイル名は「ビュー名＋拡張子（

例えば、ビュー名が“exception”の場合、ファイル名は「exc
る。 

テンプレートファイルの生成方法は、『RB-02 レスポンスデー

を参照のこと。 

 バインド例外からのエラー情報の取

バインド例外（BindException）には、形式チェッククラ

ェッククラスから返却されたエラー情

らを順番に取り出して置換する必要がある。 

用い ラー情報を順番

変数名 概要 

arguments 置換文字列の配列。 

field エラーが発生したフィールド情報。 

code エラーコード。 

 テンプレートファイルサン

Bean 定義のビュー名“ テンプレートファイル

n=”1.0” encoding=”utf-

エラーコー

de>$!{errorCode}</err

##   エラーコードに対応するメッセージ 

    <error-message> 

      $!{rc.g

    </error-message> 

  </error> 

</errors> 

 

プル１ 
exception”に対応する上記

の例を以下に記す。 

 exception.vm 

<?xml versio 8” ?> 

or-code> 

<errors> 

    <error> 

##   ド 

    <error-co

etMessage("${errorCode}")} 

 

 

エラー情報を引数に、リクエストコ

ンテキストの getMessage メソッドを

実行することで、リソースバンドル

を利用したメッセージの解決を行な

うことができる。Velocity ビューで

リクエストコンテキストを使用する

方法は、『RB-02 レスポンスデータ

生成機能』を参照のこと。 

Bean 定義ファイルに設定し

エラーコードに置換される。

た
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ジが定義されていることとする。 

れていないリクエストです。 

 メッセージリソースサンプル（errors.properties.sjis）
以下のエラーコードとメッセー

errors.8004C003 = 定義さ

 生成されるレスポンスデータ 
上記設定の場合、UnknownRequestNameException がスローされると、

ーコードと、エラーコードに対応するメ

ッセージに置換されたレスポンスデータが生成される。 
sion=”1.0” encoding=”

error-code> C

エラーコードに対応するメッセージ 

    <error-message>定義されていないリクエストです。</error-message> 

  </error> 

</errors> 

“errors.8004C003”のエラ

<?xml ver utf-8” ?> 

<errors> 

    <error> 

##   エラーコード 

    <  errors.8004 003</error-code> 

##   

置換されたメッセージ。 

置換されたエラーコード。 
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 テンプレートファイルサンプル２ 
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bi プレート

 bindException.vm 
ml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 

on.

  #foreach($arg in $error.arguments) 

ace-values> 

 エ ッセー  

    <error-me tMessage(${error})}

 エラーコー

    <error-co

  </error> 

 

 

上記 Bean 定義のビュー名“ ndException”に対応するテン

ファイルの例を以下に記す。 

<?x

 

<errors> 

foreach($error in $excepti# allErrors) 

  <error> 

  

##   置換文字列 

      <replace-values>${arg}</repl

    #end 

生したフィールド情報 ##   エラーが発

    <error-field>${error.field}</error-field> 

ジ

</error-message> 

</error-code> 

##  ラーコードに対応するメ

ssage>

ド 

de>${error.code}

${rc.ge

##  

#end 

</errors> 

 

 メッセージリソース  
以下のエラーコードとメッセージが定義されていることとする。 

typeMismatch.number {0}には{1}値を入力してください. 

サンプル（errors.properties.sjis）

= 

 

 

置換文字列。 

エラーが発生したフィールドの情報。

エラーコード。 

エラー情報を引数に、リク

キストの getMessage

エストコンテ

メソッドを実行する

ことで、リソースバンドルを利用したメ

とができる。

Velocity ビューでリクエストコンテキス

トを使用する方法は、『RB-02 レスポン

ッセージの解決を行なうこ

スデータ生成機能』を参照のこと。 

Velocity の機能を利用して、変数

arguments に格納された置換文字列

の配列から、置換文字列を順番に取

り出して、変数 arg に格納する。 

Velocity の機能

exception に格

を利用して変数

納されたエラー情報の

配列から、エラー情報を順番に取り

に格納する。 出して、変数 error

エラーコードに対応するメッセージ。 

エラー情報の置換文字列でプレース 

ホルダ（例中の{0},{1}）が置換される。 

エラー情報のエラーコード。
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Exception がスローされた場

 

コントローラからスローされた BindException に格納されて

いるエラー情報に、以下の値が設定されていることとする。 

 生成されるレスポンスデータ 
で、コントローラから nd上記設定 Bi

合、生成されるレスポンスデータを以下に記す。

 BindException に格納されているエラー情報 

変数名 値 

arguments {sample-dto[0].user-id[0], integer, 00a1} 
field sample-dto[0].user-id[0] 

code typeMismatch.number 

 生成されるレスポンスデータ 

 

</errors> 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 

 

<errors> 

  <error> 

    <replac

    <replace-values>integer</replace-values>

e-values>sample-dt -values> 

 

o[0].user-id[0]</replace

    <replace-values>00a1</repla

<error-field>sample-dto[0].user-id[0]

ce-values> 

    </error-field> 

    <er

      sample-dto[0].user-id[0]にはinteger値を入力してください. 

 </error-message> 

    <error-code>typeMisma

  </error> 

 

ror-message> 

   

tch.number</error-code> 

置換された置換文字列の配列。 

置換されたフィールド情報。 

置換されたメッセージ。 置換されたエラーコード。 

エラー情報の配列の数だけ、 

infos 要素以下を繰り返し出力する。 
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 リファレンス 

 ラス 構成ク

 クラス名 概要 

1 org.springframework.we

handler.SimpleMapping

Resolver 

b.

E

う HandlerExceptiservlet.

xception

Spring が提供する、例外のハンドリングを行

onResolver 実装クラス。 

2 jp.terasoluna.fw.web.ric

vc.servlet.ha

h

ndler.Simple

ExceptionResolverEx 

し、Bean 定義の例

コードを扱う機能等

たクラス。 

.springm

Mapping

SimpleMappingExceptionResolver を拡張

外設定に順序性を持たせる機能、エラー

を追加し

3 org.springframework.web. が提供する、一連の処理フローを実行するサーブレッ

ントローラの実行、

を行う。 

servlet. Spring

DispatcherServlet ト。リクエストとコントローラのマッピング、コ

ビューの生成

4 org.springframework.w

ModelAndView

e

 

された例外とビューb.servlet. Spring が提供する、コントローラから返却

名を保持するクラス。 

5 org.springframework.validatio

indException 

n.B データバインドクラス及び形式チェッククラスから返却されるエ

 ラー情報を格納するクラス。

6 org.springframework.web.servlet. Spring が提供するコンテキストクラス。本クラスを使用すること

クトへ容易にアクセスす

ることが可能となる。 

support.RequestContext で、メッセージリソースや例外オブジェ

7 jp.terasoluna.fw.web.rich.springm

vc.servlet.handler.ExceptionResol

ator 

エラー情報をレスポンスヘッダと ModelAndView に反映する

ためのインタフェース。 

veDeleg

8 jp.terasoluna.fw.web.rich.springm

vc.servlet.handler.ExceptionResol

eDelegatorImpl 

ExceptionResolveDelegator のデフォルト実装クラス。 

v

 

 拡張ポイント 

なし 

 関連機能 

 『RB-01 リクエストデータ解析機能』 

 『RB-02 レスポンスデータ生成機能』 

 『RF-01 形式チェック機能』 

 『RF-02 入力チェック機能』 

 『RA-02 コントローラ拡張機能』 
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版）機能網羅サンプル 
 UC106 例外処理 

ler.* 

ork for Java（Rich 版）チュートリアル 

 

入力チェック」 

 /webapps/WEB-INF/tutorial-servlet.xml 

 /webapps/WEB-INF/velocity/* 

 /sources/*-messages.properties 等 

 備考 

 なし 

 使用例 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich

 jp.terasoluna.rich.functionsample.exceptionhand
 

 TERASOLUNA Server Framew

 「2.5.1 電文形式チェック」

 「2.5.2 単項目

 「2.5.3 相関入力チェック」 

 「2.6 例外処理」 

 「2.7 アクセス制御」 
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機能名 RE-01 URI アクセス制御機能 ページ RE-01_01 

 

 

 RE-01 URIアクセス制御機能 

 概要 

 機能概要 

 クライアントからのリクエストの任意の URI 以外へのアクセスを禁止する機

能である。 

 概念図 

 

 解説 

WebAPサーバに送信する。 

(2) フィルタはリクエストに設定されているURIを引数に、禁止URIチェッククラスを

実行する。 

(3) 禁止URIチェッククラスは、(2)で受け取ったURIが許可されたURIか判定し、結果

を返却する。 

(1) クライアントからリクエストを

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 
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ception に対応

ている場合、設定に従って遷移する。（デフォ

rver Framework 

 Java（Rich版）の例外処理を行う） 

(3)で返却された結果が真だった場合、アクセスを許可し、リクエストを処理

 

グポイント 
フィルタの定義 

止 URI フィルタ（ForbiddenURIFilter）を、デプロイメントディスクリプタ

.xml）に定義する。 
プル 

ter> 

forbiddenURIFilter</filter-name> 

b.rich.ForbiddenURIFilter 

class> 

  <error-page> 

    <exception-type> 

      jp.terasoluna.fw.web.rich.exception.ForbiddenURIException 

    </exception-type> 

    <location> </location> 

  </error-page> 

  (略) 

許可するURIの一覧はBean定義ファイルに記述されている。 

(4)－A (3)で返却された結果が偽だった場合、ForbiddenURIExceptionをスローする。

デプロイメントディスクリプタ（web.xml）にForbiddenURIEx
した<error-page>要素が設定され

ルトでは、“ /secure/exception.do”に遷移し、TERASOLUNA Se

for

(4)－B 
する。

 使用方法 

 コーディングポイント 

 ソフトウェアアーキテクトのコーディン

 禁止 URI
禁

（web
 デプロイメントディスクリプタサン

<web-app> 

  (略) 

  <fil

    <filter-name>

    <filter-class> 

      jp.terasoluna.fw.we

    </filter-

r>   </filte

  <filter-mapping> 

    <filter-name>forbiddenURIFilter</filter-name> 

    <url-pattern>/*</url-pattern> 

  </filter-mapping> 

 

/secure/exception.do

 

禁止 URI フィルタを設定

する。 

禁止された URI にアクセスした

ンス送信処理

の URI を設定する。 

ことを示すレスポ

同名で指定する。 

禁止された

た場合に、スローされる例外。

URI へアクセスされ
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Impl）を定義する。 
のリストを設定する。 

cker"  

l "> 

et"> 

set> 

alue>/secure/blogic.do

   <value>

    </set> 

  </property>

</bean> 

 禁止 URI チェッククラスの Bean 定義 
禁止 UR チェッククラス（ForbiddenURICheckerI
allowedURISet 属性に、許可する URI

 Bean 定義サンプル 
<!-- 禁止URIチェッククラスのBean定義サンプル --> 

<bean id="forbiddenURIChe

    c ass="jp.terasoluna.fw.web.rich.ForbiddenURICheckerImpl

llowedURIS  <property name="a

    <

      <v </value> 

/healthcheck.do</value>    

 

禁止 URI

を

チェッククラス

設定する。 

コンテキスト名を除いた形式で、

許可する URI を設定する。 
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 リファレンス 

 ス 構成クラ

 クラス名 概要 
1 jp.terasoluna.fw.web.r るフィルタ。 ich.F 許可されている URI 以外へのアクセスを禁止す

orbiddenURIFilter 

2 jp.terasoluna.fw.web.rich.F

k

文字列が許可する URI か判定するチェッカのインタフェース。 

orbiddenURIChec er 

3 jp.terasoluna.fw.we

orbiddenURICheckerImpl 

か判定するチェッカのデフォルト実装クラス。b.rich.F 文字列が許可する URI

4 jp.terasoluna.fw.web.rich.F

orbiddenURIException 

ForbiddenURIFilter で、許可されない URI に対してアクセスされたと

判定された場合にスローされるクラス。 

 

 拡張ポイント 

 なし 

 関連機能 

mework for Java（Rich 版）機能網羅サンプル 

 jp.terasoluna.rich.functionsample.uri.* 

TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）チュートリアル 

 「2.7 アクセス制御」 

 /webapps/WEB-INF/web.xml 

 /webapps/WEB-INF/applicationContext.xml 等 

 

 備考 

 なし 

 なし 

 使用例 

 TERASOLUNA Server Fra
 UC107 アクセス URI 制御 
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機能名 RF-01 形式チェック機能 ページ RF-01_01 

 

 RF-01 形式チェック機能 

 概要 

 機能概要 

 XML 形式のリクエストデータに対し、スキーマ定義ファイルによる形式チェック

る。 

 

のエラー（ データの値が、定義されたデータ型と一

返却する。 

ラー発生した場合、実行時例外をスローする。 

よる形式チェックを

の形式エラー情

劣化する。 

ルに設定し、システムで一意となる。 

 上記設定を行わない場合、デフォルトで形式チェックを行う設定となる。 

 XML スキーマに名前空間を宣言した場合のみ、スキーマ定義のキャッシュを行う

ことができる。詳細は、『コーディングポイント』を参照のこと。 

 キャッシュを行うことで、パフォーマンスを向上させることができる。 

 『RB-01 リクエストデータ解析機能』で使用される。 

（XML スキーマによる妥当性検証）を行う機能であ

 形式チェックでは DOM パーサを利用する。 

 形式チェックに成功した場合、DOM ツリーを返却する。 

 形式チェックに失敗した場合、エラーハンドリングを行う。

 データ型 リクエスト

致しないエラー）が発生した場合、エラー情報を生成して

 データ型以外のエ

 リクエストデータが XML 形式の場合のみ、XML スキーマに

行うことができる。 

 形式チェックを行うメリットとして、クライアントに XML
報を返却することができる。 

 形式チェックを行うデメリットとして、パフォーマンスが

 形式チェックの有無は Bean 定義ファイ

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 
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機能名 RF-01 形式チェック機能 ページ RF-01_02 

 

 概念図 

 

 解説 

(1) データバインダが形式チェックを実行する。 

 引数として、XML形式のリクエストデータ、バインド対象の

ーを格納するErrorMessagesインスタ

JavaBean、エラ

ンスを設定する。 

よる形式チェッ

当性検証）が行われる。 

リクエストデー

が送られてきた

(3) 形式チェックに成功した場合、(1)で構築されたDOMツリーをデータバインダに返

却する。 

(4) 形式チェックでデータ型のエラーが見つかった場合（例えば、int型で定義された要

素の値に文字列が入力された場合など）、(1)で渡されたErrorMessagesインスタンス

にエラー情報を格納し、データバインダに返却する。 

 ErrorMessages には、フ 字列が格納され

る。 

(2) DOMパーサによるリクエストデータの解析時に、XMLスキーマに

ク（妥

 XML スキーマによる形式チェックを行うには、XML 形式の

タの構造を定義したスキーマ定義ファイルを用意する必要がある。 

 スキーマ定義にマッチしない XML 形式のリクエストデータ

場合に、形式チェックのエラーが発生する。 

ィールド情報、エラーコード、置換文

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 
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機能名 RF-01 形式チェック機能 ページ RF-01_03 

 

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

場合（例えばXML電文のタグが

れていない場合など）、実行時例外がスローされる。 

使用方法 

Bean 定義 

スの設定を行う。 

析機能』を参照のこと。 

定義ファイルに

ァイル名を、リクエストデータのバインド先の

置する。 

スキーマ定義ファイル

できる。（※一つのスキー

ッシュを行なう

 
 

上に配置した設定ファイル

s.properties）にリクエストデータのバインド先の JavaBean と

詳細は後述の『コーディングポ

 マッピング定義ファイル 
対応するマッピング定義ファイルにも名前空間を宣言する必要がある。

詳細は、『RB-03 XML-Object 変換機能』を参照のこと。 
 Bean 定義ファイル 

形式チェッククラスの初期化処理を行う必要がある。 
詳細は、『RB-01 リクエストデータ解析機能』を参照のこと。 

(5) 形式チェックでデータ型以外のエラーが見つかった

閉じら

 

 コーディングポイント 

 形式チェッククラスの

形式チェックを行う場合、Bean 定義ファイルに形式チェッククラ

 詳細は、『RB-01 リクエストデータ解

 XML データのスキーマ定義 

XML 形式のリクエストデータを形式チェックする場合、スキーマ

設定すべきポイントとして、下記の項目が挙げられる。 
1. リクエストデータの XML の構造を定義する。 

2. スキーマ定義ファイルのフ

JavaBean の“クラス名 + .xsd”にして、同じディレクトリに配

例）JavaBean が「sample.SampleDto」クラスの場合、

はクラスパス上の「sample/SampleDto.xsd」ファイルとなる。 

3. 名前空間を定義する。（オプション） 
スキーマ定義ファイルに名前空間を宣言することが

マファイルに対して、一意の名前空間を宣言すること） 
名前空間を宣言した場合のみ、スキーマ定義ファイルのキャ

ことが可能となる。 
名前空間を宣言した場合、以下のファイルに設定を行う必要がある。

 JavaBean と名前空間の関連付けを行うプロパティファイル

名前空間を宣言する場合、クラスパス

（namespace
名前空間の関連付けを行う必要がある。

イント』を参照のこと。 
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ない場合のサンプル 

ストデータとして送信される XML データのサンプルを以下に記

user-id>0001</user-id> 

me>satou</user-name> 

>300</price> 

 

ce>100</price> 

  </item> 

  <member>true</member> 

  <registerDate>2006-03-15T12:57:30</registerDate> 

</sample-dto> 

 名前空間を宣言し

 XML データサンプル 
リクエ

す。 
<sample-dto> 

  <

  <user-na

  <item> 

    <id>123</id> 

 <name>item1</name>    

    <price

  </item> 

  <item> 

    <id>124</id>

    <name>item2</name> 

    <pri

ルート要素。 

item 要素は子要素を持つの

で、データ型（複合型）で宣

言する必要がある。 
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 スキーマ定義ファイルサンプル 

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

に対応するスキーマ定義ファイルを生成する。 

XMLSchema"> 

 

type="sample-dto-type"/> 

ser-id" type="xs:int" /> 

s:string" /> 

ccurs="unbounded" /> 

ment type="xs:boolean" /> 

t

qu

nce> 

s:element 

      <xs:element /> 

      <xs:element name="price" type="xs:int" /> 

    </xs:sequence> 

  </xs:complexType> 

</xs:schema> 

上記 XML データサンプル

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

<xs:schema xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/

  <xs:element name="sample-dto" 

 

  <xs:complexType name="sample-dto-type"> 

    <xs:sequence> 

      <xs:element name="u

      <xs:element name="user-name" type="x

      <xs:element name="item" type="item-type"  

          maxO

      <xs:ele name="member " 

isterDate" 

ence> 

      <xs:element name="reg ype="xs:dateTime" /> 

    </xs:se

  </xs:complexType> 

 

  <xs:complexType name="item-type"> 

    <xs:seque

      <x name="id" type="xs:int" /> 

name="name" type="xs:string" 

ルート要素を宣言。 

ルート要素のデータ型（複合

型）を定義する。 

 

item 要素のデータ型（複合

型）を定義する。 

繰り返し要素の場合は、maxOccurs 属

 性に繰り返し数を定義する。

※unbounded は繰り返し数が無制限
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場

XML データサンプル

サンプルを以下に記

JavaBean に対し、１つの名前空間を設定すること。 
p://xxx.

tou</user-name> 

tem> 

e>100</price> 

  </item> 

  <member>true</member> 

  <registerDate>2006-03-15T12:57:30</registerDate> 

</sample-dto> 

 名前空間を宣言する 合のサンプル 
  

リクエストデータとして送信される XML データの

す。 
※必ず１つの

<sample-dto xmlns="htt co.jp/sample/samplebean> 

  <user-id>0001</user-id> 

  <user-name>sa

  <item> 

    <id>123</id> 

<name>item1</name>     

    <price>300</price> 

  </item> 

  <i

    <id>124</id> 

    <name>item2</name> 

    <pric

 

item 要素は子要素を持つの

で、データ型（複合型）で宣

言する必要がある。 

ルート要素。 一意の名前空間の宣言。

（デフォルト名前空間）
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 スキーマ定義ファイルサンプル 
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に対応するスキ を生成する。 

L a

上記 XML データサンプル ーマ定義ファイル

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

<xs:schema xmlns:xs=http://www.w3.org/2001/XM Schem   

o.jp/sample/samp n  xmlns:tns=http://xxx.c lebea   

  targetNamespace="http://xxx.co.jp/sample/samplebean"  

  elementForm  

nt sample-dto-type"/> 

ng" /> 

ement name="item   

ccurs="unbounded

      <xs:element p

e

xType item-type

nce> 

ment 

/> 

:complexType> 

Default="qualified"

> 

 

  <xs:eleme name="sample-dto" type=" tns:

 

  <xs:complexType name="sample-dto-type"> 

    <xs:sequence> 

      <xs:element name="user-id" type="xs:int" /> 

      <xs:element name="user-name" type="xs:stri

" type="tns:item-type"

"

      <xs:el

          maxO  /> 

name="member " ty

isterDat

e="xs:boolean" /> 

      <xs:element name="reg " type="xs:dateTime" /> 

    </xs:sequence> 

  </xs:complexType> 

 

  <xs:comple name=" "> 

name="id" type="xs:int" /> 

e" type="xs:string" 

    <xs:seque

      <xs:ele

      <xs:element name="nam

      <xs:element name="price" type="xs:int" /> 

    </xs:sequence> 

  </xs

</xs:schema> 

 
 名前空間定義ファイルサンプル 

プロパテ ァイル（namespaces.properties）にリクエストデータのバイ

ンド先の JavaBean と名前空間の関連付けを記述し、クラスパス上に配置

する。 
 キーは「JavaBean のパッケージ名 クラス名 + .“Namespace”」、

値は名前空間となる。 
sample.dto.Namespace = http://xxx.co.jp/sample/samplebean

ィフ

 + 

 

 

 

繰り返し要素の場合

性に繰り返し数を定義する。

は、maxOccurs 属

 

※unbounded は繰り返し数が無制限

ローカルな要素をデフォルト

一意の名前空間を宣言。

デフォルト名前空間を 

宣

名前空間に属させる。 

言。 

ルート要素を宣言。

ルート

（複合型）を定義する。 

要素のデータ型

名前空間を使用する場

頭辞(tns)を付け

る必要がある。  

合、接

item 要素のデータ型（複合

定義する。 型）を

値。 キー。
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 リファレンス 

 ス 構成クラ

 クラス名 概要 
1 SchemaValidator ー

ス。 

XML データの形式チェックを行うクラスが実装すべきインタフェ

2 SchemaValidatorIm tor デフォルト実装ク

 

pl XML データの形式チェックを行う SchemaValida

ラス。

3 ErrorMessages ージが格納されるクラス。 形式チェックで発生したエラーメッセ

4 DOMParser XML 形式のリクエストデータのパース（解析）を行

構築するクラス。 

い、DOM ツリーを

ML スキーマによる形式チェックを行う。 パース時に X

5 XMLErrorRepor ー情報terEx 詳細なエラ を取得するために、Xerces のエラーレポート機能

クラス。 を拡張した

  Schemaがサポートするデータ型 

 <element>要素の  
 

XML

type 属性に記述する。

 名前 対応する JavaBean のデータ型 
1 string ring  java.lang.St

2 int .lang.Integer int or java

3 long g.Long long or java.lan

4 boolean java.lang.Boolean boolean or 

5 double .lang.Double double or java

6 float float or java.lang.Float 

7 decimal java.math.BigDecimal  

8 byte byte or java.lang.Byte 

9 dateTime java.util.Date  

10 short short or java.lang.Short 

11 char char or java.lang.Character 

※通常使用しない定義は省略している。詳細は XML Schema のドキュメントを参

照すること。 

 エラーコード 

 データ型の形式チェックエラーが発生した場合に、返却されるエラーコード

の一覧を記す。 
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 置換文字列 概要 エラーコード

typeMismatch.number {要素名, 

入力値} 

たデータ型（数値）と異なるデータ

数 値 型 の 形 式 ： int 、 long 、 boolean 、

byte、dateTime、、

データ型, 定義され

型が入力された場合 

double、float、decimal、

short、char。 

typeMismatch.boolean {要素名, 型と異なるデータ型が

入力された場合 

式：true/false or 0/1 

入力値} 定義された boolean

boolean 型の形

typeMismatch.date {要素名, された日付型（date,dateTime,time）と

タ型が入力された場合 

式：YYYY-MM-DD 

Thh:mm:ss 

s.sss 

を用いて JavaBean の date 型の

合は、dateTime 型

入力値} 定義

異なるデー

date 型の形

dateTime 型の形式： 

YYYY-MM-DD

time 型の形式：hh:mm:s

※Castor

属性にマッピングする場

で定義すること。 

typeMismatch.numberMaxRange {要素名, データ型の

 

入力値} 

定義されたデータ型（数値）の最大値以上

れた場合 

い て は 、 上 記

の概要を参照のこ

と。 

最大値, データ型, の数値が入力さ

数 値 型 の 形 式 に つ

typeMismatch.number

typeMismatch.numberMinRange {要素名, データ型の

最小値, データ型, 

入力値} 

定義されたデータ型（数値）の最小値以下

の数値が入力された場合 

数 値 型 の 形 式 に つ い て は 、 上 記

概要を参照のこtypeMismatch.number の

と。 

 

 拡張ポイント 

 SchemaValidatorImpl クラスの getUrl()メソッドをオーバーライドすることで、

スキーマ定義ファイルの取得方法を変更することができる。 

 関連機能 

 『RB-01 リクエストデータ解析機能』 

 使用例 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）機能網羅サンプル 
 UC108 形式チェック 
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 jp.terasoluna.rich.functionsample.formcheck.* 

ートリアル 

l.service.bean.UserBean.java 

 jp.terasoluna.rich.tutorial.service.bean.UserBean.xsd 

 /sources/namespaces.properties 等 

 備考 

 なし 

 

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）チュ

 「2.5.1 電文形式チェック」 

 jp.terasoluna.rich.tutoria
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 RF-02 入力チェック機能 

 概要 

 機能概要 

 クライアントにて入力された値が妥当であるかをチェックする機能である。 
解析機能』で、JavaBean にバインドされたリクエ

を検査する。 

対象の JavaBean 内の 1 属性に対して、1 種類のルールによるチ

象の JavaBean 内の 1 属性に対して、複数のルールによるチェ

・コレクション型への入力チェック 
Bean 内の配列・コレクション型の 1 属性に対して、

・2 パターンの入力チェック 
ean

提供されているチェックルールを使用せず、プロジェクトが作成した Java コ

ードによるチェックを行う。 
 提供ルール（単項目チェック） 

TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）より提供している入力チェッ

クは、必須チェック、半角カナ文字列チェック、禁止文字列チェックなど 28 種

類ある。詳細は後述の『入力チェックルール解説』を参照のこと。 

 『RB-01 リクエストデータ

ストデータの値

 以下のチェックが可能である。 

設定ファイルによる入力チェック  
 単項目チェック 

チェック

ェックを行う。 
 1 属性・2 種類以上の入力チェック 

チェック対

ックを行う。 
 配列

チェック対象の Java
チェックを行う。 

 JavaBean1 クラス

チェック対象の JavaB に対して、条件に応じ、異なる内容のチェック

を行う。 
 コーディングによる入力チェック 
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 概念図 

 

 

 解説 

(1) コントローラは受信したリクエストデータがバインドされたJavaBeanを入力チェッ

義ファイル（validator-rules.xml）に

定義されたチェックルールに従い、入力チェックを行い、結果をJavaBeanとして返

す。エラー発生時にはエラーを格納する。（詳細は『RD-01 例外ハンドリング機

能』を参照のこと。） 

(3) コントローラは(2)で返却されたJavaBeanを引数に、ビジネスロジックを起動する

（詳細は『RA-02 コントローラ拡張機能』を参照のこと）。 

ククラスに渡す。 

(2) 入力チェッククラスはバリデーションルール定
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 使用方法 

キテクトが行うコーディングポイント 
を利用した

、Springフレームワークの拡張モジュールである。本機能では、

s://springmodules.dev.java.net/

 コーディングポイント 

 ソフトウェアアー

TERASOLUNA では Commons-Validator との連携を行う Spring-modules
実装を提供している。 

 Spring-modulesとは

その中のspringmodules-validatorを利用している。 
（http ） 

an 定義 
うバリデータ バ ータのファクトリクラスを Bean 定

Spring-Modules Validatorファクトリのサンプ

datorFactory"> 

> 

 

an> 

 

<!-- バリデータのサンプルBean定義 --> 

<bean id="beanValidator" 

class="org.springmodules.commons.validator.DefaultBeanValidator"> 

  <property name="validatorFactory" ref="validatorFactory"/> 

</bean> 

 バリデータの Be
入力チェック

義する。 
を行 と、 リデ

 Bean 定義サンプル 
<!--- ルBean定義 --> 

<bean id="validatorFactory" 

class="org.springmodules.commons.validator.DefaultVali

F/validation/validator-rules.x

/WEB-INF/validation/validator-rules-ex.xml

dation/validation.xml</value> 

  <property name="validationConfigLocations"> 

  <list

      <value>/WEB-IN

      <value> </value>

ml</value> 

      <value>/WEB-INF/vali

    </list> 

  </property> 

</be

入力チェック機能のルールを定義

したファイルを設定する。

バリデータとルールフ

ァイルを関連付ける。 
バリデーション定義ファイルを設定する。後述の『業

務開発者のコーディングポイント』を参照のこと。 
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イルに、入力チェックのルールを定義す

標準でバリデーションルー

ml）を提供する。 

s.xml) 

 入力チェックのルール定義 
バリデーションルール定義ファ

る。 
※TERASOLUNA Server Framework for Java は

ル定義ファイル（validator-rules.xml、validator-rules-ex.x
 バリデーションルール定義ファイル(validator-rule

単項目の入力チェックで使用する、入力チェックルールの定義。 
TERASOLUNA S 供されている。 erver Framework for Java より提

…… 

<!-- 必須入力 --> 

<validator name="required" 

    classname="jp.terasoluna.fw.validation.FieldChecks" 

    method="validateRequired" 

    methodParams="java.lang.Object, 

    org.apache.commons.validator.ValidatorAction, 

    org.apache.commons.validator.Field, 

    jp.terasoluna.fw.validation.ValidationErrors" 

    msg="errors.required"/> 

</validator> 

…… 

 バリデーションルー ex.xml) ル定義ファイル(validator-rules-
配列・コレクションの入力チェックで使用する、入力チェックルー

ルの定義。TERASOLUNA Server Framework for Java より提供されて

いる。 

…… 

<!-- 必須入力 配列・コレクション用--> 

<validator name="requiredArray" 

classname="jp.terasoluna.fw.validation.FieldChecks" 

    method="validateArraysIndex" 

    methodParams="java.lang.Object, 

    org.apache.commons.validator.ValidatorAction, 

    org.apache.commons.validator.Field, 

    jp.terasoluna.fw.validation.ValidationErrors" 

    msg="errors.required"/> 

</validator> 

…… 

業務開発者の利用するルール名を指定する。 

業務開発者の利用するルール名を指定する。 
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 業務開発者が行うコーディングポイント 

入力チェックのパターンにより、コーディング方法が変わる。以下の 5 パターン

る。 

ク 

 

への入力チェック 

 入力チェック 

 コーディングによる入力チェック 

以下に各パターンについての設定方法を説明する。 

の入力チェックがあ

 設定ファイルによる入力チェッ

 単項目チェック 

 1 属性・2 種類以上の入力チェック

 配列・コレクション型

JavaBean1 クラス・2 パターンの
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入力チェック 

1 属性に対して、１種類の入力チェックを

ーション定義ファイルにチェック対象の JavaBean 名と、チェ

 

ValidateSampleController の引数 SampleBean に対して、入力チェ

ックを行う場合のサンプルを以下に記す。 

 JavaBe pleBean） 

  private String id; 

  private Item item; 

 設定ファイルによる

 単項目チェックの設定 

チェック対象の JavaBean 内の

実施する。 

 バリデーション定義ファイルの設定 

バリデ

ックする属性、入力チェックのルール名を設定する。

 サンプル 

an サンプル（Sam
public class SampleBean { 

  ……（get,set

 

メソッドなどは省略） 

} 

 

public class Item { 

  private 

  ……（get,se

String itemName; 

tメソッドなどは省略） 

} 

ネストされた JavaBean。 

 

 SampleBean の 行う場合の、

validation.xml) 
ョ name に

samp を を、depends
required（必須入力チェック）を指定する。 

 

  <form name=“sampleBean

  <field property=“ " depends="required"> 

/> 

</field> 

属性に対して必須入力チェックを

バリデーション定義ファイルサンプル(

ーシバリデ ン定義ファイルの form 要素の

、field 要素の property 属性に idleBean
に

……

"> 

id

 position="0"<arg key="field1"

  </form> 

…… 

 

チェック対象の JavaBean のクラス名を指定する。

る。頭文字は小文字より開始する。 

ただし、複数の文字が存在し、先頭の文字と  2 

番目の文字がどちらも大文字である場合は、大文

字のまま指定する。 

※完全修飾名を設定する場合には、Bean 定義 に 

プロパティ  useFullyQualifiedClassName を追加

し、 true を設定する 

sampleBean の属性 id。 

必須入力チェック。指定可能な文字列

は、下記、単項目チェックで利用できる

入力チェックルール一覧を参照のこと。 
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vaBean）内の属

xml) 
name 属性に

sampleBean を、field 要素の property 属性に item.itemName
を、depends に required（必須入力チェック）を指定する。 

ie epend

<arg key="field1" position="0"/> 

 SampleBean の属性 item（ネストされた Ja
性 itemName に対して必須入力チェックを行う場合の、バリ

デーション定義ファイルサンプル(validation.
バリデーション定義ファイルの form 要素の

…… 

  <form name=“sampleBean"> 

  <f ld property=“item.itemName" d s="required"> 

</field> 

  </form> 

…… 

 ValidateSampleController のサンプル Bean 定義 

class="jp.terasoluna.sample2.web.controller.ValidateSampleController" 

parent="xmlRequestController"> 

  <property name="sumService" ref="sumService"/> 

  <property name="validator" ref="beanValidator

</bean> 

<!-- コントローラのサンプルBean定義 --> 

<bean name="/validateSampleController" 

"/> 

 

ソフトウェアアーキテクトが Bean

定義したバリデータを指定する。 

SampleBean の item 属性内の itemName 属性

れた JavaBean 名 ネストさ

必須入力チェック。指定可能な文字列

は、下記、単項目チェックで利用できる

入力チェックルール一覧を参照のこと。
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 TERASO
目チェック一覧 

LUNA Server Framework for Java（Rich 版）が提供する単項

設 細は、後述『入力チェ ルール解説』を参照のこと。 定方法の詳 ック

 

ルール名 概要 
required  必須入力チェック

mask 規表現一致チェック 正

byte byte 型チェック 

short short 型チェック 

integer 型チェック int

long long 型チェック 

float t 型チェック floa

double 型チェック double

date 日付形式チェック 

intRange int 型範囲チェック 

doubleRange 範囲チェック double 型

floatRange float 型範囲 

maxLength 文字数制限 最大

minLength  最小文字数制限

alphaNumericString  半角英数字文字列チェック

hankakuKanaString 半角カナ文字列チェック 

hankakuString 文字列チェック 半角

zenkakuString 文字列チェック 全角

zenkakuKanaString 角カナ文字列チェック 全

capAlphaNumericString  大文字半角英数字文字列チェック

number  数値チェック

numericString 文字列チェック 数字

prohibited 禁止文字列チェック 

stringLength 文字列長チェック 

byteRange byte 列長範囲チェック 

dateRange date 型範囲チェック 

arrayRange 配列要素数チェック 

url URL 形式チェック 
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 1 属性・2 種類以上の入力チェックの設定 

チェック対象の 内の１属性に対して、2 種類以上の入力チェッ

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

方法が異なる。 

。 

クは行わない。 

ェックにおいて、エラーが発

クを行わない。 

チェック対象属性とチェックルールの関連付け 

ファイルサンプル(validation.xml) 

name=“sampleBean"> 

ield property=“field1" depends="required,long"> 

<arg key="field1" position="0"

JavaBean
クを実施する。入力チェックエラー時の動作により設定

 入力チェックエラー時、次のチェックを行わない場合

エラーが発生した場合は同じ属性内の次のチェッ

例えば、下記のサンプルで required チ

生した場合は、次のチェックである long チェッ

 
 バリデーション定義

…… 

  <form 

  <f

/> 

</field> 

  </form> 

…… 

カンマ(,)区切りで入力チェックを追加する。 

 

クを行う場合。 

のチェックを行う。 

、下記のサンプルで required チェックにおいて、エラーが発

long チェックを行う。 

属性とチェ  

 バリデーション定義ファイルサンプル(validation.xml) 

ield property=“field1" depends="required

<arg key="field1" position="0"/> 

</field> 

</field> 

  </form> 

…… 

 入力チェックエラー時でも全てのチェッ

エラーが発生した場合でも設定されている全て

例えば

生した場合でも、続けて

 チェック対象 ックルールの関連付け

…… 

  <form 

  <f

name=“sampleBean"> 

"> 

<field property=“field1" depends="long"> 

<arg key="field1" position="0"/> 

同フィールドに対して入力チェッ

クをそれぞれ設定する。 

 

 コントローラへの入力チェック機能の設定、及び利用可能なルール

は、『単項目チェックの設定』に従う。 
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属性に対して、

チェックを行う。チェックしたい JavaBean と利用したい入力チェックル

び出すバリデータの指定をす

 チェック対象属性とチェックルールの関連付け。 

dation.xml) 

name=“

ield prop

<arg key="#field1#"

</field> 

 

 配列・コレクション型への入力チェックの設定 

チェック対象の JavaBean 内の配列・コレクション型の 1

ール名を指定する。また、チェック時に呼

る。 

(vali バリデーション定義ファイルサンプル

…… 

sampleBean  <form "> 

  <f erty=“field1" depends="requiredArray

 position="0"/> 

"> 

 </form> 

…… 

 

 チェック対象の JavaBean サンプル（getter,setter は省略) 
public class SampleBean { 

private String[] field1; 

    ……（get,setメソッドなどは省略） 

} 

JavaBean のクラス名を指定する。 

ルール名を指定する。指定可能な文字列は、下

on プロパティチェックで利用

きる入

記、配列/Collecti

力チェックルール一覧を参照のこと。で

チェック対象となるフィールドを指定する。

 

/Co パ ク るルールは以下の通

ールの 設定 それぞれのルール名か

Ar たル 同様で 各ルール、または

on リ 参

 配列 llection プロ ティのチェッ に対応す

りである。各ル 検証内容・ 方法は

ら「 ray」を除い ールと あるため、

comm s-validator の ファレンスを 照のこと。 
ルール名 

requiredArray minLen  max rray maskArray gthArray LengthA

byteArray rr longArray shortA ay integerArray 

floatArray doubleA date numberArray rray Array 

prohibitedArray intRang floatRangeArray doubleRangeArra

y 

eArray 

dateRangeArray byteRangeArray alphaNumericStri han

ngArray 

kakuKanaStri

ngArray 

hankakuStringArr

ay 

zenkakuStringArra

y 

zenkakuKanaStri

ngArray 

capAlphaNumeric

StringArray 

stringLengthArray numericStringArra

y 

urlArray  

 
 コントローラへの入力チェック機能の設定は、単項目チェックの設

定に従う。 
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 JavaBean1 クラス・2 パターンの入力チェックの設定 

TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich版）が提供する自動生成

機能を利用した場合、1 リクエストに対して１Beanが紐付けられるため、

このパターンの入力チェックは利用しない。このパターンの設定は『備

考 その他の入力チェック』を参照のこと。 
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ククラス

クを行う。主に、項目間の相関チェックなど、複雑な

る単項目チェ

力チェッククラスのみを使用する場合でも

 コーディングによる入力チェックの設定 

Java によるコーディングで作成したプロジェクト独自の入力チェッ

を用いて、入力チェッ

入力チェックを行う場合に使用する。前述の設定ファイルによ

ックとの併用も可能である。 

※ただし、独自の入

validation.xml の form 定義に空の定義が必要である。 

 入力チェッククラスの生成

JavaBean に対しての入力チェックを行う BaseMultiFieldsVa
ラスを生成する。 

 

 

lidator 継承ク

入力チェッククラスサンプル 
field2 は必須。

field2 が null の場合、field1 が必須であることを相関的にチェックす

る。 

lass SampleMultiFieldsValidator extends BaseMultiFieldsValidator { 

 

(Object obj, Errors errors) { 

= 

値を取り出す 

1(); 

ean.getField2(); 

クを記述

n = true; 

ll) { 

d1がnullならば、feild2は必須。 

     if (field2 == null) { 

l = false; 

null。 

     }  

      } if (field2 != null) { 

            bool = false; 

        } 

        // チェックがfalseならば、エラーを追加する 

        if (!bool) { 

            errors.rejectValue("name", "errors.sample"); 

        } 

    } 

field1 と field2 の相関チェック。field1 が null の場合、

public c

    /** 

     * 相関チェックを行なうメソッド

     */ 

    @Override 

    protected void multiFieldsValidate

        TestBean bean (TestBean) obj; 

        // JavaBeanから

        String field1 = bean.getField

        String field2 = b

        //  

oolea bool 

チェックロジッ

        b

        if (field1 == nu

            // feil

       

         boo       

            // feild1がnullでないならば、feild2は

       

  

} 

BaseMultiFieldsValidator を継承して、実装する。

単項目チェック後に実行されるメソッド 
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ラスの Bean 定義 

生成 入力チェッククラスの Bean 定義を行う。 

SampleMultiFieldsValidator"> 

actory" ref="validatorFactory

 入力チェックク

 Bean 定義サンプル 

上記で

<!– 入力チェッククラスのBean定義サンプル--> 

した

<bean id="sampleValidator" 

class="jp.terasoluna.sample2.validation.

<property name="validatorF

 

"/> 

</bean>

 コントローラの Bean 定義 
コントローラの valida

生

ラ

成した入力チェックク

ス名を指定する。 

tor 属性に、入力チェッククラスを設定する。 
プル 

入力チェッククラスを用いてチェックを行う場合の

class="jp.terasoluna.sample2.web.controller.ValidateSampleController" 

parent="xmlRequestController"> 

Service" ref="sumService"/> 

 Bean 定義サン

上記で生成した

Bean 定義を以下に記す。 

<!-- コントローラのBean定義サンプル --> 

<bean name="/validateSampleController" 

  <property name="sum

  <property name="validator" ref="sampleValidator"/> 

</bean> 

 

生成した入力チェッククラスを

設定する。 

 入力チェックの型について 
設定ファイルによる入力チェックは、基本的に String 型を対象としている。以下

ない。 
（プリミティブ型の属性は初期化されるため） 

 Date 型に対する日付形式チェック（date）、date 型範囲チェック（dateRange）を行うこ

とはできない。 
 Date 型に対する date 型チェック、date 型範囲チェックを行う場合は、コ

ーディングによる入力チェックを行う、または日付を文字列として入力

する。（※Date 型に対する date 型チェックを行う意味はない） 
 

に String 型以外の型に対する入力チェックの注意点を紹介する。 
 プリミティブ型に対する必須入力チェック（required）はでき
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リファレンス

以下に単項目入力チェックの代表的なチェックルールを紹介する。詳細な内容に

いては FieldChecks クラスの JavaDoc を参照すること。 
 

入力値が Null ではないかどうかのチェックと、スペースを除いた入力値の文字列

か チェックする。 
（validation.xml） 

name="validate"> 

 <field property="userName" depend="required

 

 入力チェックルール解説 

つ

 required 

長が 0 より大きい

 バリデーション設定ファイルサンプル

…… 

<form 

 "> 

    <arg key="userName" position="0"/> 

 </field> 

</form> 

…… 

デフォルトのメッセージは「errors.required={0}は入力必須項目

です.」 
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値 する る。 
バリデー 設定フ ル（ r>要素 

 mask 

入力 が指定された正 現に かチェックす規表 適合

 ション ァイ validation.xml）に設定を要する<va
必須 概要 var-name var-value 

mask 正規表現 された正規表現に合致すると

きは true が返却される。指定されない場合は V

atorException がスローされる。 

○ 入力文字列が指定

alid

 
 バリデーション設定ファイルサンプル（validation.xml） 

 name="validate"> 

mask

…… 

<form

  <field property="userName" depends=" "> 

r> 

 <var-name>mask</v

     <var-value>^([0-9a-zA-Z])*$</var-value> 

    </var> 

  </field> 

</form> 

…… 

    <arg key="userName" position="0"/> 

    <va

     ar-name> 

 

デフォルトのメッセージは「errors.mask={0}の入力形式が間違

っています.」 
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値 。 
デー 定フ ル（ r>要素 

 date 

入力 が有効な日付か ックチェ する

 バリ ション設 ァイ validation.xml）に設定を要する<va
必須 概要 var-name var-value 

datePattern 日付パターン 値の桁数チェック

ーンが yyyy/M

2001/1/1 はエラーにならない。 d

が両方指定され

が優先して使用さ

× 日付パターンを指定する。入力

は行わない。 たとえば、日付パタ

M/dd の場合、

atePattern と datePatternStrict

ている場合は、 datePattern

れる。 

datePatternStri

ct 

日付パターン 力値の桁数が、 指

に合致するかのチ

う。 たとえば、日付パターンが yyyy/M

d の場合、2001/1/1 はエラーになる。 dateP

attern と datePatternStrict が両方指定されてい

る場合は、 datePattern が優先して使用される。

× 日付パターンを指定する。入

定された日付パターンの桁数

ェックを行

M/d

 
 バリデーション設定ファイルサンプル（validation.xml） 

ld property="dateField" depends="date

…… 

<form name="validate"> 

  <fie "> 

g key="dateField" position="0"/> 

var> 

     <var-name>datePa ame> 

      <var-value>yyyy/MM/dd</var-value> 

    </var> 

  </field> 

</form> 

…… 

    <ar

    <

 ttern</var-n

デフォルトのメッセージは「errors.date={0}には正しい日付を

入力してください.」 
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か検証する。 
ー ン設定ファ ル（ ar>要素 

 intRange 

入力値が int 型に変換可能であり、 かつ指定された範囲内

 バリデ ショ イ validation.xml）に設定を要する<v
必須 概要 var-name var-value 

intRangeMin 最小値 る。設定しない場合、

る。 数値以外の文

 

× 範囲指定の最小値を設定す

Integer の最小値が 指定され

字列が入力された場合、例外がスローされる。

intRangeMax 最大値 × 範囲指定の最大値を設定する。設定しない場合、

ger の最大値が 指定される。 数値以外の文

字列が入力された場合、例外がスローされる。 

Inte

 
 バリデーション設定ファイルサンプル（validation.xml） 

ld property="intField" depends="intRange

…… 

<form name="validate"> 

  <fie "> 

on="0"/> 

angeMin}" position="1"/> 

g key="${var:intRangeMax}" position="2"/> 

in</var-name> 

var-value>10</var-value> 

ar> 

var> 

     <var-name>intRang

      <var-value>100</var-value> 

    </var> 

  </field> 

</form> 

…… 

    <arg key="intField" positi

    <arg key="${var:intR

    <ar

    <var> 

      <var-name>intRangeM

      <

    </v

    <

 eMax</var-name> 

デフォルトのメッセージは「errors.intRange={0}には{1}から{2}

までの範囲の int 値を入力してください..」 
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シ 定ファ ル（ ar>要素 

 doubleRange 

double 型に変換可能であり、 かつ指定された範囲内か検証する。入力値が

 バリデー ョン設 イ validation.xml）に設定を要する<v
必須 概要 var-name var-value 

doubleRangeMin 最小値 。設定しない場合、

れる。 数値以外の

がスローされる。 

× 範囲指定の最小値を設定する

Double 型の最小値が 指定さ

文字列が入力された場合、例外

doubleRangeMax 最大値 × 範囲指定の最大値を設定する。設定しない場合、

ble 型の最大値が 指定される。 数値以外の

文字列が入力された場合、例外がスローされる。 

Dou

 
 バリデーション設定ファイルサンプル（validation.xml） 

ld property="doubleField" depends="doubleRange

…… 

<form name="validate"> 

  <fie "> 

on="0"/> 

leRangeMin}" position="1"/> 

g key="${var:doubleRangeMax}" position="2"/> 

geMin</var-name> 

var-value>10</var-value> 

ar> 

var> 

     <var-name>doubleR

      <var-value>100</var-value> 

    </var> 

  </field> 

</form> 

…… 

    <arg key="doubleField" positi

    <arg key="${var:doub

    <ar

    <var> 

      <var-name>doubleRan

      <

    </v

    <

 angeMax</var-name> 

デフォルトのメッセージは「errors.doubleRange={0}には{1}か

ら{2}までの範囲の double 値を入力してください..」 
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内か検証する。 
ー ン設定ファ ル（ ar>要素 

 floatRange 

入力値が float 型に変換可能であり、 かつ指定された範囲

 バリデ ショ イ validation.xml）に設定を要する<v
必須 概要 var-name var-value 

floatRangeMin 最小値 る。設定しない場合、

る。 数値以外の文

 

× 範囲指定の最小値を設定す

Float 型の最小値が 指定され

字列が入力された場合、例外がスローされる。

floatRangeMa 最大値 × 範囲指定の最大値を設定する。設定しない場合、

at 型の最大値が 指定される。 数値以外の文

字列が入力された場合、例外がスローされる。 

x Flo

 
 バリデーション設定ファイルサンプル（validation.xml） 

ld property="floatField" depends="floatRange

…… 

<form name="validate"> 

  <fie "> 

on="0"/> 

tRangeMin}" position="1"/> 

g key="${var:floatRangeMax}" position="2"/> 

eMin</var-name> 

var-value>10</var-value> 

ar> 

var> 

     <var-name>floatRa

      <var-value>100</var-value> 

    </var> 

  </field> 

</form> 

…… 

    <arg key="floatField" positi

    <arg key="${var:floa

    <ar

    <var> 

      <var-name>floatRang

      <

    </v

    <

 ngeMax</var-name> 

デフォルトのメッセージは「errors.floatRange={0}には{1}から

{2}までの範囲の float 値を入力してください..」 
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値 が指定 た最 字数以下かチェックする。 
デー 定フ ル（ r>要素 

 

 maxLength 

入力 の文字数 され 大文

 バリ ション設 ァイ validation.xml）に設定を要する<va
必須 概要 var-name var-value 

maxlength 最大文字数 ○ 文字列の最大文字数を設定する。 数値以外の

文字列が入力された場合、例外がスローされる。 

 
 バリデーション設定ファイルサンプル（validation.xml） 

 depends="maxLength

…… 

<form name="validate"> 

  <field property="userName" "> 

position="0"/> 

g key="${var:maxlength}" position="1"/> 

r> 

 <var-name>maxlength

     <var-value>10</var-value> 

    </var> 

  </field> 

</from> 

…… 

    <arg key="userName" 

  <ar

    <va

     </var-name> 

 

デフォルトのメッセージは「errors.maxlength={0}には{1}文字

以下にしてください.」 
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値 が指定 た最 字数以上かチェックする。 
デー フ ル（ r>要素 

 minLength 

入力 の文字数 され 小文

 バリ ション設定 ァイ validation.xml）に設定を要する<va
必須 概要 var-name var-value 

minlength   最小文字数 ○ 文字列の最小文字数を設定する。 数値以外の

文字列が入力された場合、例外がスローされる。 

 
 バリデーション設定ファイルサンプル（validation.xml） 

 depends="minLength

…… 

<form name="validate"> 

  <field property="userName" "> 

position="0"/> 

g key="${var:minlength}" position="1"/> 

r> 

  <var-name>minlength</var-name> 

     <var-value>10</var-va

    </var> 

  </field> 

    <arg key="userName" 

  <ar

    <va

    

 lue> 

<from> 

…… 
デフォルトのメッセージは「errors.minlength={0}には{1}文字

以上にしてください.」 
 

 alphaNumericString 
入力文字列が半角の英数字のみであることをチェックする。 

バリデーション設

… 

<form name="validate"> 

  <field property="userName" depend="alphaNumericString

 定ファイルサンプル（validation.xml） 
…

"> 

    <arg key="userName" position="0"/> 

 </field> 

</form> 

…… 

デフォルトのメッセージは「errors.alphaNumericString={0}には

半角英数字で入力してください.」 
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とをチェックする。 
ン設定ファイルサンプル（validation.xml） 

d property="userName" depend="hankakuKanaString

入力文字列がいわゆる半角カナ文字のみであるこ

 バリデーショ

…… 

<form name="validate"> 

  <fiel "> 

arg key="userName" 

 </field> 

    < position="0"/> 

 

</form> 

…… 

 

ﾀﾁﾂｯﾃﾄﾅﾆﾇﾈﾉﾊﾋﾌﾍﾎﾏﾐﾑﾒﾓﾔﾕﾖｬｭｮﾗﾘﾙﾚﾛﾜｦﾝﾟﾞｰ･､｡｢｣ 
 

半角カナ文字に該当する文字はプロパティファイルに登録することで変更できる。 
 プロパティファイルサンプル 

validation.hankaku.kana.list=ｱｲｳｴｵｧｨｩｪｫｶｷｸｹｺｻｼｽｾｿﾀﾁﾂｯﾃﾄﾅﾆﾇﾈﾉﾊﾋﾌﾍﾎﾏﾐﾑﾒﾓﾔﾕﾖｬｭｮﾗﾘﾙ

ﾚﾛﾜｦﾝﾟﾞ 

セージは「errors.hankakuKanaString={0}にはデフォルトのメッ

半角カナ文字を入力してください.」 

半角カナ文字はデフォルトでは以下の文字が該当する。 
 ｱｲｳｴｵｧｨｩｪｫｶｷｸｹｺｻｼｽｾｿ
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チェックする。 
ン設定ファイルサンプル（validation.xml） 

d property="userName" depend="hankakuString

入力文字列がいわゆる半角文字のみであることを

 バリデーショ

…… 

<form name="validate"> 

  <fiel "> 

arg key="userName"     < position="0"/> 

  </field> 

</form> 

…… 

半角文字は「＼￠￡§¨￢°±´¶×÷」を除く UNICODE の'¥u0000'から'¥u00ff'
のコードに該当するか、hankakuKanaString ルールに該当するかどうかで判定を行

kakuKanaString ルールについては hankakuKanaString ルールの説明を参照

 

クする。 
サンプル（validation.xml） 

m name="validate"

デフォルトのメッセージは「errors.hankaku

文字で入力してください.」 

String={0}には半角

う。han
のこと。 

 zenkakuString 
入力文字列が全角文字のみであることをチェッ

 バリデーション設定ファイル

…… 

for< > 

  <field property="userName" depend="zenkakuString"> 

    <arg key="userName" position="0"/> 

  </field> 

</form> 

…… 

全角文字は hankakuString ルールの論理否定演算の結果が真であるかどうかで判定

を行う。hankakuString ルールについては hankakuString ルールの説明を参照のこと。 
 
 

 

デフォルトのメッセージは「errors.zenkakuString={0}には全角

文字で入力してください.」 

179



機能名 RF-02 入力チェック機能 ページ RF-02_24 

 

 zenkakuKanaString 
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ックする。 
ン設定ファイルサンプル（validation.xml） 

d property="userName" depend="zenkakuKanaString

入力文字列が全角カナ文字のみであることをチェ

 バリデーショ

…… 

<form name="validate"> 

  <fiel "> 

arg key="userName"     < position="0"/> 

  </field> 

</form> 

…… 

全角カナ文字はデフォルトで以下の文字が該当する。 
 アイウヴエオァィゥェォカキクケコヵヶガギグゲゴサシスセソザジズゼゾタ

マミムメモ

 
該当する文字はプロパティファイルに登録することで変更できる。 

コサシスセソ…… 

デフォルトのメッセージは「errors.zenkakuKanaString={0}には

全角カナ文字で入力してください.」 

チツテトダヂヅデドナニヌネノハヒフヘホバビブベボパピプペポ

ヤユヨャュョラリルレロワヮヰヱヲッンー 

全角カナ文字に

 プロパティファイルサンプル 
validation.zenkaku.kana.list=アイウエオカキクケ

 

のみであることをチェックする。 
リデーション設定ファイルサンプル（validation.xml） 

form name="validate"

  <field property="userName" depend="capAlphaNumericString

 capAlphaNumericString 
入力文字列が大文字の半角英数字

 バ

…… 

< > 

"> 

    <arg key="userName" position="0"/> 

  </field> 

</form> 

…… 

デフォルトのメッセージは「errors.capAlphaNumericString={0}

には大文字の半角英数字で入力してください.」 
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 number 
入力文字列が数値に変換できるかどうかをチェックする。 
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<var>要素  バリデーション設定ファイル（validation.xml）に設定を要する

必須 概要 var-name var-value 

integerLength 整数部桁数 cordedInteger 指

定が無いときは、指定桁数以内の検証を行う。省

、検証を行なわな

× 整数の桁数を設定する。isAc

略時、非数値を設定したときは

い。 

scale 小数部桁数  小数値の桁数を設定する、isAccordedScale 指

の検証を行う。省

、検証を行なわな

×

定が無いときは、指定桁数以内

略時、非数値を設定したときは

い 

isAccorde

ger 

一致チェ

ック 

致チェックが 行な

true 以外の文字列が設定され

た時は桁数以内チェックとなる。 

dInte 整数桁数 × true であれば、整数桁数の一

われる。省略時、

isAccordedSca 小数桁数一致チェ × true であ

le ック 

れば、小数桁数の一致チェックが 行な

列が設定され

なる。 

われる。省略時、true 以外の文字

た時は桁数以内チェックと

 
 バリデーション設定ファイルサンプル（validation.xml） 

…… 
<form name="validate"> 

  <field property="numberField" depend="number"> 
rg key="numberField" position="0" /> 

erLength}" position="1" resource="false"/> 
le}" position="2" resource="false"/> 

    <a
    <arg key="${var:integ
    <arg key="${var:sca
    <var> 
      <var-name>integerLength</var-name> 
      <var-value>3</var-value> 
    </var> 
    <var> 
      <var-name>scale</var-name> 
      <var-value>2</var-value> 
    </var> 
    <var> 
      <var-name>isAccordedInteger</var-name> 
      <var-value>false</var-value> 
    </var> 
    <var> 
      <var-name>isAccordedScale</var-name> 
      <var-value>true</var-value> 
    </var> 
  </field> 
</form> 
…… 

デフォルトのメッセージは「errors.number={0}には整数部{1}

桁、小数部{2}桁までの数値を入力してください..」 

この設定例では「整数部が 3 桁以内で小数部が 2 桁」のルール

で数値チェックを行う 
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 numericString 
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。 
ン設定ファイルサンプル（validation.xml） 

d property="numericField" depend="numericString

入力文字列が数字のみであることをチェックする

 バリデーショ

…… 

<form name="validate"> 

  <fiel "> 

arg key="numeric

 </field> 

> 

    < Field" position="0"/> 

 

</form

…… 

デフォルトのメッセージは「errors.numericString={0}には数字

を入力してください.」 

 
 prohibit

入力文字列に入力を禁止した文字列が含まれていないことをチェックする。 
 バリデーション設定ファイル（ <var>要素 

ed 

validation.xml）に設定を要する

var-name var-value 必須 概要 

chars 入力禁止キャラクタ × 入力文字列が、入力禁止キャラクタの何れかに該

時はチェックを当した場合はエラーとする。省略

行わない。 

 
l） 

prohibited

 バリデーション設定ファイルサンプル（validation.xm
…… 

<form name="validate"> 

  <field property="userName" depend=" "> 

    <arg key="userName" 

g key="${var ition="1" resource="false" /> 

   <var> 

      <var-name>chars</var-name> 

      <var-value>!"#$%&'()</var-value> 

  </var> 

  </field> 

</form> 

…… 

position="0" /> 

:chars}" pos    <ar

 

デフォルトのメッセージは「errors.prohibited={0}に

入力禁止文字"{1}"が含まれています.」 

入力された文字列に「!"#$%&'()」が含まれていたら入力チェ

ックエラーとする 
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入力文字列の桁数をチェックする。 
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バリデーション設定ファイル（ <var>要素  validation.xml）に設定を要する

必須 概要 var-name var-value 

stringLength 入力文字列桁数 × 入力文字列桁数が指定された桁数と一致しない場

とする。省略時はチェックを行わない。 合はエラー

 
alidation.xml） 

ld property="userName" depend="stringLength

 バリデーション設定ファイルサンプル（v
…… 

<form name="validate"> 

  <fie "> 

    <arg key="userName" position="0" /> 

    <arg key="${var:stringLength}" position="1" resource="false" /> 

r>     <va

      <var-name>st -nringLength</var ame> 

      <var-value>5</var-value> 

    </var> 

  </field> 

</form> 

…… 

デフォルトのメッセージは「errors.stringLength={0}

は{1}文字にしてください.」 

入力された文字列の桁数が 5 文字であるかどうかチェックする 
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 byteRange 
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する。 
<var>要素 

入力文字列が指定されたバイト数範囲内であることをチェック

 バリデーション設定ファイル（validation.xml）に設定を要する

var-name var-value 必須 概要 

maxByteLengt 最大

h 

バイト数 るための最大バイト

した場合は int 型の最大値。 

 × 入力文字列バイト長を検証す

長。 省略

minByteLen 数 るための最小バイト

長。 省略した 0。 

gth 最小バイト  × 入力文字列バイト長を検証す

場合は

encoding バイト数変換時文字 × 入力された文字列をバイト配列に変換する際に使

文字コード。省略時は VM のデフォルト

の文字コードが使用される。 

コード 用される

 
validation.xml） 

ld property="userName" depend="byteRange

 バリデーション設定ファイルサンプル（

…… 

<form name="validate"> 

  <fie "> 

yteLength}" position="1" resource="false" /> 

g key="${var:maxByteLength}" position="2" resource="false" /> 

ength</var-name> 

var-value>16</var-value> 

var> 

ar-name> 

var-value

/var> 

   <var> 

      <var-name>encoding</var-name> 

      <var-value>Windows-31J</var-value> 

    </var> 

  </field> 

</form> 

…… 

    <arg key="label.userName" position="0" /> 

    <arg key="${var:minB

    <ar

   <var> 

      <var-name>maxByteL

      <

    </

    <var> 

      <var-name>minByteLength</v

      < >8</var-value> 

    <

 

デフォルトのメッセージは「errors.byteRange={0}のバイ

ト数は{1}バイトから{2}バイトの範囲にしてください.」 

入力された文字列のバイト数が 8 バイト以上、16 バイト以下

であることをチェックする 
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日付型 定した日付範囲内で

こ ッ る。

バリ ョ 設定 <var>要素 

 dateRange 
入力文字列が指定したフォーマットで に変換でき、指

ある とをチェ クす  
 デーシ ン ファイル（validation.xml）に設定を要する

必須 概要 var-name var-value 

startDate 開始日付 日付範囲の開始の閾値となる日付。datePattern または d

マットと一致するこ

× 

atePatternStrict で指定した日付フォー

と。 

endDate  tePattern または d

atePatternStrict で指定した日付フォーマットと一致するこ

終了日付 × 日付範囲の終了の閾値となる日付。da

と。 

datePatter 日付パター

ン 

型のフォーマットルn × 日付のパターンを示す文字列。Date

ールに従う。 

datePatternStri 日付パター × 日付パターンのチェックを厳密に行うかどうか。 日付パタ

/dd の場合、2001/1/1 はエラーとなる。 

Pattern で指定

優先される。 

ct ン ーンが yyyy/MM

datePattern が指定されている場合、date

されたフォーマット が

 
） 

 name="validate"> 

" depend="dateRange

 バリデーション設定ファイルサンプル（validation.xml
…… 

<form

  <field property="dateField "> 

tion="0" /> 

g key="${var:startDate}" position="1" resource="false" /> 

    <arg key="dateField" posi

    <ar

    <arg key="${var:endDate}" position="2" resource="false" /> 

var-name>startDate</var-name> 

<var-value>2000/1/1</var-value> 

    <var> 

      <

      

    </var> 

    <var> 

     <var-name>endDate</var-name> 

      <var-value>2010/1  2/31</var-value>

    </var> 

    <var> 

      <var-na datePattern</var-name> me>

      <var-value>yyyy/MM/dd</var-value> 

    </var> 

  </field> 

</form> 

…… 

デフォルトのメッセージは「errors.dateRange={0}には{1}から

{2}までの範囲で入力してください.」 

入力された日付が 2000/1/1～2010/12/31 の範囲内で

あることをチェックする。 

 
 url 

指定された属性が URL 形式であることをチェックする。 
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バリデーション設定ファイル（validation.xml）に設定を要する<var>要素  
var-name 必須 概要 var-value 

allowAllScheme 真偽 かの判断するフラグ。

ない。許可した場

した値は無視される。 

s 

× 全てのスキームを許可する

デフォルト(false)では許可をし

合は schemes で設定

allow2Slas 真偽 るか判断するフラ

フォルト(false)では許可をしない。 
hes × ダブルスラッシュ(//)を許可す

グ。デ

noFragments  (fa

lse)では分割可能。 

 真偽 × URL が分割禁止か判断するフラグ。デフォルト

schemes 許可したいプロトコ × 許可する URL スキーマ（プロトコル指定）をカンマ

ル 区切りで指定する。 デフォルトは http, https, ft

p。 

  
lidation.xml）の例 

ld property="urlField" depends="url"> 
rg key="urlField" position="0"/> 

hemes</var-name> 

var-value>false</var-value> 

var-name>allow2slashes</var-name> 
value> 

var-name>nofragments<

 <var-value>false</var-  

   </var> 
    <var> 

      <var-name>schemes</var-name> 

      <var-value>http,ftp</var-value> 
    </var> 

  </field> 

</form> 
…… 

 バリデーション設定ファイル（va
…… 

<form name="validate"> 

  <fie

    <a
  <var> 

      <

<

var-name>allowallsc

      
    </var> 

    <var> 

      <
      <var-value>true</var-

    </var> 

ar>     <v
      < /var-name> 

value>     

 

デフォルトのメッセージは「errors.url={0}には適切な URL 形

で入力してください.」 式

入力された値が URL の書式として正しいかをチェッ

クする。 
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囲内であることを

ェック  
ン設 ァイ <var>要素 

 arrayRange 
指定された属性の配列・コレクションの長さが、 指定数の範

チ する。

 バリデーショ 定フ ル（validation.xml）に設定を要する

var-name var-value 必須 概要 

minArrayLe 配列 。 最小配列数の

る。 

ngth 最小 数 × 配列の最小配列数を指定する

指定がない場合、０が指定され

max 大配列数を指定する。 最大配列数のArrayLengt 最大配列数 × 配列の最

h 値が指定される。指定がない場合、 int 型の最大

  
lidation.xml） 

yField" depends="arrayRange"> 

g key="arrayField" position="0"/> 

ar-name> 

var-value>4</var-value> 

ar> 
var> 

     <var-name>maxArrayLength</var-name> 

      <var-value>7</var-value> 
    </var> 

d> 

……

 バリデーション設定ファイルサンプル（va
…… 

<form name="validate"> 

<field property="arra

    <ar

    <var> 
Length</v      <var-name>minArray

      <

    </v
    <

 

</fiel

</form> 
 

 

 

 

構成クラス 

 クラス名 概要 

1 FieldChecks 半角チェック、数値チェックなど各種チェックロ

証ルールクラス。 

ジックを定義した検

2 IndexedBeanWrapp クセサを持つインタer JavaBean の配列・コレクション型属性へのア

フェース 

3 IndexedBeanWrapperImp 実装クラス。JavaB

ean の配列・コレクション型属性にアクセスできる。 

l IndexedBeanWrapper インタフェースクラスの

4 BaseMultiFieldValidator Validartor による相関チェックを行う場合に使用する抽象クラス。 

5 TerasolunaController サービス層のクラスを実行するリクエストコントローラ抽象クラス。本

クラスにバリデータを設定する。 

6 BindException データバインドクラス及び形式チェッククラスから返却されるエラー

情報を格納するクラス。 

バインド対象及び形式チェック対象となる JavaBean を保持する。

デフォルトのメッセージは「errors.arrayRange={0}の要素数は

から{2}の範囲にしてください.」 {1}

入力された配列数が 4 個以上、7 個以下の範囲内で

あることをチェックする。 
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7 ValidatorFactory Validator を生成するクラスが実装すべきインタフェース 

8 DefaultValidatorFactor Factory インタフェースクラスの実装クラス。オブジェクト

の入力チェックを行う。 

y Validator

9 Validator 入力チェックを行うクラスが実装すべきインタフェース 

 

ポイント 

 

RA-02 コントローラ拡張機能』 

RB-01 リクエストデータ解析機能』 

 『RD-01 例外ハンドリング機能』 

k for Java（Rich 版）チュートリアル 

 「2.5.3 相関入力チェック」 

 /webapps/WEB-INF/applicationContext.xml 

 /webapps/WEB-INF/tutorial-controller.xml 

B-INF/validation/* 

alidation.AgeValidator.java 等 

力チェックの設定 

チェック対象の JavaBean に対して、リクエストが異なる場合、異なる内容の

チェックを行う。 

 

 サンプル 

ValidateSampleController の引数 TestBean に対して、SampleValidate1 から

のリクエストと SampleValidate2 からのリクエストで異なる入力チェック

を行う場合のサンプルを以下に記す。 

 拡張

なし

 関連機能 

 『

 『

 使用例 

 

 TERASOLUNA Server Framewor

 「2.5.2 単項目入力チェック」 

 /webapps/WE

 jp.terasoluna.rich.tutorial.service.v

 

 備考 

 その他の入力チェック 
 JavaBean1 クラス・2 パターンの入
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の入力チェック機能の設定 
n 定義サンプル 

務 --> 

" 

nt ller.ValidateSampleController" 

name="sumService" ref="sumService"/>  

ator" ref="validator1"/> 

ontroller.ValidateSampleController" 

mlRequestController">  

 ref="sumService"/>  

ef="validator2"/> 

 コントローラへ

 Bea
<!-- サンプル入力チェック業

…… 

<bean name="/SampleValidate1

    class="jp.terasoluna.sample2.web.co ro

    parent="xmlRequestController">  

  <property 

  <property name="valid

</bean> 

…… 

<bean name="/SampleValidate2" 

    class="jp.terasoluna.sample2.web.c

    parent="x

  <property name="sumService"

  <property name="validator" r

</bean> 

…… 

 チェックルールの定義 

 Bean 定義サンプル 

<!-- バリデータ1 --> 

<bean id="

ConfigurableBeanValidator">  

<!–- バリデータ

<bean id="

    class="org.springmodules.commons.validator.ConfigurableBeanValidator"> 

  <property name="validatorFactory" ref="validatorFactory"/> 

  <property name="formName" value="testBeanB"/> 

</bean> 

validator1" 

2 --> 

validator2" 

    class="org.springmodules.commons.validator.

  <property name="validatorFactory" ref="validatorFactory"/> 

testBeanA"  <property name="formName" value=" /> 

</bean> 

 

 

バリデータ名を指定する。 

form 名を指定する。下記、『チェック対象属性

とチェックルールの関連付け』で設定した

form 名を指定する。 
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け 

 バリデーション定義ファイルサンプル(validation.xml) 

m name="testBeanA"> 

property="userName" depend="string

10  --> 

name="testBeanB

    <field property="userName" depend="stringLength"/> 

 チェック対象属性とチェックルールの関連付

…… 

<!-- 5文字までの文字列チェック --> 

  <for

    <field Length"/> 

  </form> 

…… 

文字までの文字列チェック<!-- 

  <form "> 

  </form> 

…… 

 
 このパターンを利用する場合、『コーディングによる入力チェック』パタ

 TERASOLUNA Server Framework for Java（Rich 版）機能網羅サンプル 
 UC109 入力チェック 

 jp.terasoluna.rich.functionsample.inputcheck.* 
 

ーンは利用出来ない。 

 使用例 

form 名を指定する。 

検査対象の JavaBean クラス名

である必要はない。 
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 RG-01 DBメッセージ機能 

 概要 

 機能概要 

 アプリケーションユーザなどに対して表示する文字列(メッセージリソース)を、

データベース内のメッセージ定義テーブルで定義できる。 
 国際化に対応しており、ユーザのロケールに応じたメッセージを定義できる。 
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 概念図 

アプリケーションコンテキストの初期化処理

メッセージリソース取得クラス

メッセージリソース

初期化処理

アプリケーション

コンテキスト

メッセージ

取得処理

メッセージ本文を返却する。
メッセージ本文：

ユーザIDは必須入力項目です.
プレースホルダ{0}が存在する場合、与えられ

た置換文字列に置換した状態で、返却される。

データベース

（２’）

（２）

メッセージリソース

メッセージＩＤ

メッセージ ロケール

アプリケーション

コンテキスト

メッセージリソース

メッセージID：errors.required
ロケール：ja_JP
メッセージ：{0}は必須入力項目です。

（１）

・VelocityView
など

メッセージリソース取得用DAO

メッセージリソース

取得クラス

WebAPサーバ起動

Webコンテナ初期化

Webアプリケーション起動

ログオン リセット

ユーザID:

パスワード: *****

・ ユーザIDは必須入力項目です.

メッセージIDとロケールが一致するとメ

ッセージが決定する。

メッセージ要求にロケールが設定されてい

ない場合、デフォルトロケールを設定する。

（２）

DAOからメッセージリソースを取得し、全ての
メッセージリソースをインスタンスとして、アプ

リケーションコンテキストに登録する。

メッセージを要求する。
・メッセージＩＤ：errors.required
・ロケール：ja_JP
(・置換文字列：ユーザID)

（１）
生成

取得
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  解説

ッセージリソース初期化処理 
ース初期化処理

用いて、データベース内に定義された全てのメッ

の組としてアプ

トに保持  
のデフォルトロ

ッセージリソース取得処理 
指定して呼び

キスト内を検索して該 セージを返却す

しておくことで、

ことができる。 
 メッセージリソース再読み込み処理 

(2') オンライン中にメッセージリソースを再定義したい場合、データベース中のメッセ

ージを変更したうえで、reloadDataSourceMessage()を呼び出す。これにより、アプリケ

ーションコンテキスト内に保持しているメッセージリソースが更新される。 

 メ

(1) アプリケーションを起動するタイミングで、以下のメッセージリソ

を行う: 
(2) メッセージリソース取得用DAOを

セージを取り出し、{メッセージID, ロケール, メッセージ文字列} 
する。リケーションコンテキス

メッセージリソースにロケールが定義されていない場合、システム

ケールをメッセージのロケールとして設定する。 
 メ

(1) 取得したいメッセージのメッセージIDおよびロケール文字列を引数に

当するメッ出すと、アプリケーションコンテ

る。 
(2) メッセージリソース中にプレースホルダ(概念図中の「{0}」)を定義

引数に指定した文字列を動的に埋め込んだメッセージを取り出す
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 使用方法 

アアーキテクトが行うコーディングポイント 
う識別子の Bean を準備することで、この機能

 
供している

ageSou 、DAO(後述)を DI する。Bean 識別

（a

 コーディングポイント 

 ソフトウェ

以下のように “messageSource” い

を利用できる。 
 メッセージリソース取得 Bean の定義

と

TERASOLUNA Server Framework for Java が提

DataSourceMess
子は”messageSource”である必要がある。 

rce クラスを指定し

 B ンプルean 定義ファイルサ pplicationContext.xml） 
<bean id="messageSource" 

class="jp.terasoluna.fw.message.DataSourceMessageSource"> 

  <property name="dbMessageResourceDAO"  

ref bean="dbMessageResourceDAO"/> 

</bean> 

messageSource を指定する。 

DataSourceMessageSource を指定する。

 
 メッセージリソース取得

DBMessageResourcesDAO インタフェースを指定し

用 n 定義 
、データソースを DI する。

このインタフェースのデフォル

ト実装として DBMessageRec いる。 
イ cessContext-local.xml) 

DAO の Bea

ourc
TERASOLUNA Server Framework for Java では

eDAOImpl クラスを提供して

 Bean 定義ファ ルサンプル(dataAc
<bean id="dbMessageResourceDAO" 

class="jp.terasoluna.fw.message.DBMessageResourceDAOImpl"> 

  <property name="dataSource" ref bean="dataSource"/> 

</bean> 

<bean id="dataSource" ……> 

</bean> 

利用するメッセージ取得用の DAO を指定する。

DBMessageResourceDAOImpl を指定する。

dataSource を指定する。

 

』を参照して設定する。 
 メッセージ文字列の定義 

: 
・テーブル名 ： MESSAGES 
・メッセージコードを格納するカラム名 ： CODE 
・メッセージ本文を格納す

DBMessageResourceDAOImplが発行するSQLは以下である。 

テーブルスキーマを自由に定義することも可能である。後述「メッセージリソー

 データソースの定義 

メッセージ文字列はデータベース中の以下のテーブルに格納しておく

『CB-01 データベースアクセス機能

るカラム名 ： MESSAGE 

 
SELECT CODE,MESSAGE FROM MESSAGES 
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スのテーブルスキーマをデフォルト値から変更する」を参照されたい。 
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ーディングポイント 

ューを利用することで、例外メッセージの取得をコーディン

グレスで行える。詳細は『RB-02 レスポンスデータ生成機能』の説明書

 

 
DI コンテナで管理するクラスが、上記、『例外ハンドリング機能』を利

を利用する。 
 

義されている MessageSourceAccessor 内の getMessage メ

ソッドを使用する。詳細については MessageSourceAccessor の JavaDoc を

ビジネスロジックが直接、getMessage メソッドを使用す

の業務共通クラスから利用

る。 

 メッセージ使用例 
 メッセージ取得クラスインタフェースサンプル 

ring getMessage(String code, Ob

  業務開発者が行うコ

 メッセージの取得方法 
 例外メッセージの取得 

Velocity ビ

を参照のこと。 

その他、正常系メッセージなどの取得 

用せずにメッセージを取得する場合は、以下のクラス

 
上記クラスで定

 
org.springframework.context.support ApplicationObjectSupport  

参照のこと。各

ることはせず、メッセージ取得用クラスなど

することを推奨す

 

public interface MessageAccessor { 

    //メッセージをそのまま取り出す場合 

    public St ject[] args);  

    …省略… 

} 

業務共通機能担当者が作成する。 

 メッセージ取得クラス実装クラスサンプル 

 class MessageAccessor pport implements 

MessageAccessor { 

    //メッセージをそのまま取り出す場合 

    public String getMessage(String code, Object[] args) { 

        return getMessageSourceAccessor().getMessage(code, args); 

    } 

    …省略… 

} 

ビジネスロジック開発者が使用するメ

ソッドを規定する。 

Impl extends ApplicationObjectSupublic

業務共通機能担当者が作成する。 

ApplicationObjectSupport クラス内の MessageSourceAccessor

オブジェクトの getMessage メソッドを利用する。 
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サンプル 
implements BLogic {

Acc = null; 

  public void setMsgAcc(Me

        this. msgAcc 

    //  

Logic(String teamId) throws Exception { 

 

=  msgAcc.getMessage("welcome",teamId); 

 

sult; 

} 

 ビジネスロジック

p gicSampublic class Blo le  

    //メッセージ出力クラス用setter 

    MessageAccessor msg

  ssageAccessor msgAcc){ 

; = msgAcc

    } 

 

ビジネスロジック

    public ResultBean sample

        ResultBean result = new ResultBean(); 

        String outPutMessage = null; 

        outPutMessage 

        result.setResult(outPutMessage,……(省略)……); 

        return re

    } 

ビジネスロジック開発担当者が

作成する。 

上記、メッセージ出力クラスを DI するためのセッターを

記述する。 

メッセージ出力クラスからメッセージ

取得メソッドを利用する。 

 Bean 定義ファイルサンプル(applicationContext.xml) 
<!—メッセージ出力クラス  

<bean id="msgAcc" class="jp.terasoluna.fw.message.MessageAccessorImpl"/> 

 

 

<!-- 業務ロジッククラス --> 

<bean id="bLogic" class="jp.terasoluna.sample.service.impl.BlogicSample"> 

  <property name="messageAccessor" ref="msgAcc"/> 

</bean> 

 
 

中にアプリケーションコンテキスト内のメッセー

ジをデータベースから再取得することができる。再定義には以下のメソッド

定義する必要が

する。 
 

 
各ビジネスロジックが直接、reloadDataSourceMessage メソッドを使用するこ

とはせず、業務共通クラスから利用することを推奨する。 

業務共通機能担当者が記述する。 

ビジネスロジック開発担当者が記述する。

 メッセージリソースの再定義方法 
Web アプリケーション起動

を使用する。なお、クラスタ環境化では、クラスタごとに再

あるので注意されたい。以下のメソッドを使用

 

jp.terasoluna.fw.message.DataSourceMessageSource クラスの

reloadDataSourceMessage メソッド 
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 メッセージの国際化対応 

化対応時のメッセージ決定ロジック 

 概要図 

 国際

メッセージリソース

取得クラス

国際化対応時の

メッセージ取得処理

メッセージ本文を返却する。
メッセージ本文：You didn’t specify a UserID
プレースホルダ{0}が存在する場合、与えられた置換文字列に

置換した状態で、返却される。

アプリケーション

コンテキスト

メッセージリソース

メッセージID：errors.required
ロケール：en
メッセージ：You didn’t specify a {0}

メッセージIDとロケールが一致するとメ

ッセージが決定する。

検索キーのロケールから

バリアントコード(kansai）

を除き、再検索する。

検索キーとメッセージリソースを比較し、
ロケールが異なる場合、ロケールを変化さ

せ、再検索する。

・VelocityView
など

メッセージを要求する。
・メッセージＩＤ：errors.required
・ロケール：ja_JP_kansai
・置換文字列：UserID

デフォルトロケール
en_US_NY

検索キー

メッセージID:errors.required
ロケール：ja_JP_kansai

検索キー

メッセージID:errors.required
ロケール：en_US_NY

検索キー

メッセージID:errors.required
ロケール：en_US

検索キー

メッセージID:errors.required
ロケール：ja_JP

検索キー

メッセージID:errors.required
ロケール：ja

検索キーのロケールから

国コード(JP）を除き、再検

索する。

検索キーのロケールにデフ
ォルトロケールを設定し、

再検索する。

検索キーのロケー

バリアントコー

ルから

ド（NY)を除

き、再検索する。

logon reset

UserID:

Password: *****

・ You didn’t specify a UserID

（６）

（５）

（４）

（３）

（２）

検索キー

メッセージID:errors.required

検索キーのロケールから

国コード（US)を除き、再検

索する。

（７）

ロケール：en

（９）

（８）

（１）

 

、また必要な場

引数として渡す。なお、ロケールはクライアントのリクエストか

ォルトロケール

 与えられたメッセージIDとロケールを検索キーとし、メッセージの検索をする。 
(3) (2)でメッセージが決定されず、検索キーのロケールにバリアントコードがある場合、

バリアントコードを除き、再検索する。 
(4) (3)でメッセージが決定されず、検索キーのロケールに国コードがある場合、国コー

ドを除き、再検索する。 
(5) (4)でメッセージが決定されない場合は、検索キーのロケールにデフォルトロケール

を設定し、再検索する。 
(6) (5)でメッセージが決定されず、検索キーのロケールにバリアントコードがある場合、

 解説 
(1) 取得したいメッセージのメッセージID、ロケールを検索キーとして

合は置換文字列を

ら取得する。取得出来ない場合はサーバー側で設定されているデフ

が設定される。 
(2)

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 
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バリアントコードを除き、再検索する。 
) でメッセージが決定されず、検索キーのロケールに国コードがある場合、国コー
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ッセージを返却する。決定されたメッセージにプレースホルダ（概念

geFormat型）は引数として渡された置換文字列

に置き換える。 
 

ールが設定されていない場合、及びメッセージ

ロケールが見つからない場

。設定しない場合はデフォルトロケールの初期設定（サーバ

ンプル（applicationContext.xml） 

(7  (6)
ドを除き、再検索する。 

(8) 決定されたメ

図では｛0｝）が存在する場合（Messa

(9) 取得したメッセージを用い、画面に表示する。

 
 ソフトウェアアーキテクトが行うコーディングポイント 

 デフォルトロケールの設定 
メッセージリクエストにロケ

リソース内にメッセージリクエストで要求された

合に使用される

ー側 VM のロケール）が使用される。 
 Bean 定義ファイルサ

<bean id="messageSource" 

 class="jp.terasoluna.fw.message.DataSourceMessageSource"> 

  <property name="dbMessageResourceDAO" 

ref bean="dbMessag

<property name="defaultLocale" value="ja_J

eResourceDAO"/> 

P"/> 

</bean> 

デフォルトロケールを指定する。

 

ータベースのロケールに対応するカラムからの読込みを有効にする必要が

 
ード、国コ ード 

定 ていない 用 項目は以下の

り。 

メ

ーメッセージ取得SQL文のフォーマットは以下の通り。 

 
()内は設定した値のみが有効になる。デフォルトでは無効になっており、

カラム名を設定すると有効になる。 

 国際化対応カラムの有効化 
デ

ある。ロケールに対応するカラムは以下の３つがある。

・言語コ ード、バリアントコ

 
設 され 値はデフォルトの値が使 される。設定する

通

 

ッ

セ

 
 

プロパティ名 デフォルト値 概要 備考 
languag 国際化対応時のみ設定 eColumn null 言語コードを格納するカラム名 

countryColumn null 国コードを格納するカラム名 国際化対応時のみ設定 

variantColumn null バリアントコードを格納するカラム名 国際化対応時のみ設定 

 SELECT メッセージコード, (言語コード), (国コード), (バリアント

コード), メッセージ本体 FROM テーブル名 FROM テーブル名 
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ァイルサンプル（dataAccessContext-local.xml） 

geResourceDAOImpl”> 

 Bean 定義フ

<bean id=DBMessageResourceDAO 

essaclass=”jp.terasoluna.fw.message.DBM

  <property name="dataSource" ref bean="

SS

KU

<prop olumn value="HOUGEN

<property name=messageColumn value="HONBUN"/> 

</bean> 

dataSource"/> 

<property name=tableName value="DBME AGES"/> 

<property name=codeColumn value="BANGOU"/> 

O"/> <property name=languageColumn value="GENG

<property name=countryColumn value=" NI</value> 

erty name=variantC </value> 

 
 
 
 
 
 

 フ

  

 
 
 
 

リ ァレンス 

構成クラス

 クラス名 概要 
1 DataSourceMessageSource メッセージを生成、発行するクラス 

2 DBMessageResourceDAOImpl DB よりメッセージリソースを抽出する DBMessageResourceDAO

の実装クラス 

3 MessageSource メッセージ取得のためのメソッドを規定したインタフェイスクラス 

 拡張ポイント 

 なし 

 関連機能 

 なし 

DBのテーブル名及びカラム名は以下の様な設定となる。  

ム名 = BANGOU 

語コードを格納するカラム名

メッセージのバリアントコードを格納するカラム名 = HOUGEN 

メッセージ本文を格納するカラム名 = HONBUN 

検索SQL文は以下の通り。 

SELECT BANGOU,GENGO,KUNI,HOUGEN,HONBUN FROM DBMESSAGES 

テーブル名 = DBMESSAGES 

メッセージコードを格納するカラ

メッセージの言  = GENGO 

メッセージの国コードを格納するカラム名 = KUNI 

国際化対応する場合のみ設定。 

言語コードのカラム名を指定する。 

国際化対応する場合のみ設定。 

コードのカラム名を指定する。 国国際

バリ

化対応する場合のみ設定。 

アントコードのカラム名を指定す
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 使用例 

Copyright © 2007 NTT DATA CORPORATION. 

Rich 版）機能網羅サンプル 
 UC110 DB メッセージ管理 

 jp.terasoluna.rich.functionsample.dbmessage.* 

ら変更する 

独自に指定する場合 
のすべてもしくは一部を設定することでデータベース

名 ラム名を自由に変 いない値はデフォル

さ 定す

 TERASOLUNA Server Framework for Java（

 

 備考 

 メッセージリソースのテーブルスキーマをデフォルト値か

 テーブル名、カラム名をプロジェクト側で

テーブル名及び各カラム名

のテーブル 及びカ 更できる。設定されて

トの値が使用 れる。設 る項目は以下の通り。 
プロパティ名 デフォルト値 概要 

tableName MESSAGES テーブル名 

codeColumn CODE メッセージコードを格納するカラム名 

messageColumn MESSAGE メッセージ本文を格納するカラム名 

 
メッセージ取得 SQL 文の SELECT 節のフ

 
 
なお、この設定では国際化に未対応となる

ォーマットは以下の通り。 

。国際化対応が必要な場合は、前述の

 

する場合 

・ GO
・ N 

定義ファイルサンプル（dataAccessContext-local.xml） 

SELECT メッセージコード , メッセージ本体 

『メッセージの国際化対応』の項目を参照のこと。

 
例）データベースのテーブル名及びカラム名を以下の様に

・テーブル名 ： DBMESSAGES 
メッセージコードを格納するカラム名 ： BAN U 
メッセージ本文を格納するカラム名 ： HONBU

 Bean
<bean id="dBMessageResourceDAO" 

class="jp.terasoluna.fw.message.DBMessageResourceDAOImpl"> 

  <property name="dataSource" ref bean="dataSource"/> 

<property name="tableName" value="DBMESSAGES"/> 

<property name="codeColumn" value="BANGOU"/> 

<property name="messageColumn" value="HONBUN"/> 

</bean> 

テーブル名を指定する。 

 

メッセージコードのカラム名を指定する。 

メッセージ本文のカラム名を指定する。 

メッセージ取得 SQL 文は以下の通り。 

SELECT BANGOU,HONBUN FROM DBMESSAGES 
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ロジェクト側で独自に指定する場合』に加え、

テ SQL 文を設定できる。設定する SQL 文には、

プ essageColumn で指定したカラムが必要となる。

項目は り。

 上記『テーブル名、カラム名をプ

プロジェクト独自の SQL 文を設定する場合 
findMessageSql プロパ ィで独自の

codeColumn ロパティおよび m
設定する 以下の通  

プロパティ名 デフォルト値 概要 
tableName MESSAGES テーブル名 

codeColumn CODE メッセージコードを格納するカラム名 

messageColumn MESSAGE メッセージ本文を格納するカラム名 

findMessageSql - メッセージを取得する SQL 文 

 
例 ） メ ッ セ ー ジ 取 得 SQL 文 を 『

G RY=’TERA
SELECT BANGOU,HONBUN FROM 

A’』とする場合。 

N 
onte

DBMESSAGE WHERE CATE O SOLUN
ES ・テーブル名 ： DBMESSAG

・メッセージコードを格納するカラム名 ： BANGOU 
・メッセージ本文を格納するカラム名 ： HONBU

 Bean 定義ファイルサンプル（dataAccessC xt-local.xml） 
<bean id ="d ourceDABMessageRes O" 

class="jp.terasoluna.fw.message.DBMessageResourceDAOImpl"> 

<property name="dataSource" ref bean="dataSource"/> 

<property name="tableName" value="DBMESSAGES"/> 

<property name="codeColumn" value="BANGOU"/> 

<property name="messageColumn" value="HONBUN"/> 

  <property name="findMessageSql" 

     value= 

"SELECT BANGOU,HONBUN FROM DBMESSAGE WHERE CATEGORY='TERASOLUNA'" 

/> 

</bean> 

テーブル名を指定する。 

メッセージコードのカラム名を指定する。 

検索 SQL 文を指定する。メッセージ本文のカラム名を指定する。 
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第２メッセージリソースの使用

前述で

たメッセージリソースでメッセ

下のように “parentMessageSource”とい

きる。 
取得Beanの定義 

定する。Bean 識別子

rce”で

  

メッセージリソースを追加できる。追加したメッセージリソースは

"messageSource"という識別子の Bean として設定し

ージが決定できない場合に利用される。以

う識別子の Bean を準備することで、この機能を利用で

 第２メッセージリソース

利用したいメッセージリソース取得クラスを指

は”parentMessageSou ある必要がある。 
 

 Bean 定義ファイルサンプル（applicationContext.xml） 
<bean id="messageSource" 

   class="jp.terasoluna.fw.message.DataSourceMessageSource"> 

  <property name="parentMes  sageSource" ref="parentMessageSource"/>

  <property name="dbMessageResourceDAO" ref="dbMessageResourceDAO"/> 

</bean> 

 

<bean id="parentMessageSource" 

class="org.springframework.context.support.ResourceBundleMessageSource">

  <property name="basenames" value="applicationResources,errors"/> 

</bean> 

messageSource を指定する。優先して検索されるメッセージリソースとなる。

parentMessageSource を指定する。上記 messageSource 内にメッセージ

が存在しなかった場合、ここで指定したメッセージリソース内を検索する。 
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